










































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「我が主あるじ、魔王グウェイン様。ただいまより十年分の調査報告をいたします」

　広大な魔王城内に女の声がこだまする。この城には俺と報告者の二人しか存在しない。

　報告者の名は〈魔剣レイグリリィ〉。長い年月を共にしている唯一の側近だ。

　魔剣とはいっても、現在は人間の姿をしている。褐色肌で肉付きのいい姿だがカテゴリーは斬属性の武器。ようするに知能を持った人型武器であり、当然、剣に変身することもできる。どちらが本当の姿なのかは未いまだに不明だが。

　俺は「うむ」と顎を引いた後、ゆっくりと口を開いた。

「レイ。十年にわたる調査、大儀であった。それでは成果を聞かせてもらおうか」

　十年前、レイに一つの調査を依頼した。それは〈勇者一族の動向〉だ。千年前からぱったりと消息を絶ってしまった初代勇者たちの現在を調べさせて、なぜ千年もの間、魔王城に挑戦者が現れないかの解明にあたっていたのだ。

　レイは手元の報告書に視線を落とした。

「かしこまりました。まず魔王城の存在するアスタリスク島ですが、目立った観光スポットどころか、そもそも集落がございません。必然的に却下です」

「ほう？」

「次に海を隔てた西側に存在するニューゲート王国ですが、こちらは王政を取っている為ため、外部の者に対して寛容さがなく、やはりオススメできません」

「ふむ？」

「消去法で、海を挟んでアスタリスク島の北に存在するオーリアス大陸が候補となりますが、大陸は広大ですからルートをきちんと決めなければ旅費がかさみます」

「ちょっと待て。お前はさっきから何の話をしている？」

「……はい？　グウェイン様とわたくしの新婚旅行の候補地ですが……何か問題が？」

「ああ、そうだったか。すまん、続けてくれ──」

「次に」

「やっぱり少しおかしいな!?」

　俺は玉座から立ち上がった。

「お前に依頼したのは勇者一族の動向だったはずだ！」

「落ち着いてください、グウェイン様。主の期待を裏切ることなどいたしません」

　レイはつん、とすまし顔で続けた。

「勇者一族の動向など、一年で完璧に調べ終えています」

「九年を返却してこい」

「勇者を千年も待ち続けているのです。配下の九年など笑ってお許しくださいませ」

「まあ、確かにそうではあるが……」

　数多あまたに存在する異世界。その中心に位置する〈中央世界ジアース〉に建立した魔王城で、俺は勇者の到来をすでに千年も待っている。

　全ての異世界は必ず中央世界に繫つながっており、異世界から他の異世界に行きたい場合も必ず中央世界を通る必要がある。中央世界は全ての異世界の中心点なのだ。

　中央世界の土地は広大かつ肥沃であり、異世界から侵略戦争を起こされることが多い。その結果、勇者の血を覚醒させる者が現れ、世界を魔の手から救うというわけである。ようするに勇者とは中央世界における救世主であり、侵略者とは悪である。

「では聞かせてもらおうか──」

　千年前。俺の好敵手であった初代勇者が寿命で死んだ。それから魔王城に挑んでくるものが一人もいない。なにか原因があるはずなのだ。

「レイよ、勇者一族はこの千年間、何をしていたのだ？」

「他の魔王と戦っておりました」

「ほう、他の魔王との戦いか」

「びっくりですよね」

「なるほどな、他の魔王か──」

　水の入ったコップを空にしてから、俺は大きく息を吐はいた。

「俺以外に魔王が居たのか!?」

「グウェイン様、ツッコミ癖がついてきちゃいましたね」

「お前以外に話す相手がいないからな……」

「わたくし色に染まってしまったグウェイン様。最高ですう♡」

　くねくねと身をよじっているレイに先を促す。

「ならばその魔王を俺が倒す！　さすれば勇者は俺のところに来るだろう！」

「健けな気げすぎるので応援したいのですが、それも五百年前に人間だけで解決しています」

「解決？　ならなぜ千年も経たっているのだ」

　レイは小さく首を振った。

「グウェイン様のように力試しのために異世界ゲートをくぐるものもおります。が、大抵は中央世界の資源を狙った侵攻が目当てです──いえ、でした」

「なぜ過去形なんだ」

「残念ですが、中央世界は今、過去最高に平和なのです。侵攻する者も少なくなるばかり。平和すぎて勇者の一族も覚醒せず、魔王様のもとにたどり着く力も育ちません」
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「平和だと？　魔王が魔王城で勇者を待っているんだぞ。恐怖だろうが」

「待ちすぎちゃいましたよね、正直なところ。グウェイン様、世間から忘れられてました」

　俺は静かに目を瞑つぶった。

「待ちすぎたか……」

　魔王というのは待つものだと思っていたのが間違いだったか……。

「人間ってすぐ死にますからね。途中で伝説とかも改変されちゃってました。グウェイン様のお名前も資料上では、魔王カフェインと記してありました」

「人間め！　恐怖で眠れなくしてやるぞ！」

「グウェイン様、今は時期が悪いです。平和すぎて戦えるものもおりませんし、今出ていくと魔王カフェインって呼ばれちゃいますよ」

「っく……ならばどうする」

　俺の目的は一つ。強者と思う存分戦いたい、ただそれだけである。そして勇者はその望みを心から満たしてくれる数少ない好敵手であった。

　それがこの体たらく。どうにかして現状を打破しなければ俺の心はいつまでも満たされないままだ。待ちぼうけで退屈しているこの時間をどうにかしたい。

「ご安心ください、レイに妙案がございます。ずばり──勇者育成学校を作りましょう」

「勇者学校だと？　まさか一から勇者を育てるのか」

「その通りです。ごはんが食べたければ働いてお金を稼ぐ！　彼女が欲しければイケメンを利用して合コンを組む！　そして勇者がいなければ勇者学校を作って育てる！　これすなわち自然の摂理でございます」

　一部の文言は不明だが、言いたいことは大体わかった。

「たしかに挑戦する価値はありそうだ。してその計画、何年かかる？」

「ざっと二千年程度でしょうか」

「二千年だと!?」

　お前は鬼畜か!?

「トレーニングも一日休めば元に戻すのに二日かかります。同じ論理です」

「わかった……、ならば俺は寝ているぞ。二千年後に起こしてくれ」

「かしこまりました──あ、そうだ。おやすみ前に一つお聞きしておきたいことがございます」

「なんだ？　二千年もの仕事を任せるのだ。遠慮なく聞け」

「では遠慮なく。グウェイン様は寝ている間に顔を舐なめられるのは平気ですか？」

「答えるまでもないだろうが……」

「あ、本当ですか、やった。平気なタイプ……と、ではおやすみなさい」

「待て待て待て！　ちょっと待て！」

　というわけで、俺は長い眠りにつくことになった。

　一千年経過し、二千年を寝て過ごすのだから、都合三千年の待ちぼうけというわけか。勇者もなかなか酷なことをしてくれる。




　魔族はあまり夢を見ないのだが、さすがに二千年も眠ったせいか少しだけ夢を見た。

　昔の夢だ。異世界で魔族最強の名をほしいままにした俺は、中央世界に更なる強者を求めて侵攻した。資源が欲しかったのではない。俺は自分の強さをどこまでも試したかった。

　ほとんどの人間は相手にすらならぬ雑魚ばかりだった。命を懸ける価値もなく、また命を奪う価値もなかった。

　新しい挑戦者もそのうちの一人のはずだった。

　だが異世界から連れてきた我が弟子を次々と倒し、時には敗北することがあっても、しかし必ず再戦に挑み、勝利の道を突き進んできたソイツ──トライアングラム家から覚醒した初代勇者〈アルサ・トライアングラム〉は、結果的に過去最高の好敵手となった。

　そうか。これが強くなる過程というものなのだな、と夢うつつのまま理解した。

　勇者も最初は弱かった。それを鍛えたのは──そうか、俺だったのか。

　答えを得たためだろうか。夢は輪郭を失っていき、直じきに消えた。




　俺は目を覚ました。

　傍かたわらに立つレイは二千年前となんら変わらない容姿だ。

　消えかけている夢の答えを必死につなぎとめようと、額に手を当てた。

　レイが心配そうに声をかけてきた。

「グウェイン様、お目覚めの気分が悪いのですか？」

「いや、そうではない、気にするな」

「唾液は全てふき取ったはずなのですが……」

「やっぱり気にしてくれ」

「ところで一つ残念なお知らせがあります」

「もうすでに残念なお知らせを聞いたから、それは二つ目のお知らせだ」

　レイは俺の言葉を無視して続けた。

「勇者育成学校計画、失敗です。世界の平和は右肩上がり。いまや世界はぬるま湯状態──いや、それを通り越した状態、ゆるふわ状態とでも言いましょうか。勇者の誕生はおろか、中央世界存続の危機とも言えるかもしれません」

「……そうか」

　不思議と落胆はなかった。夢を見て、気が付いたおかげだろう。魔王と勇者は相反するものであるが、それと同時に刺激し合うものでもあるのだ。

　勇者がいるから魔王がいる。魔王が立ちはだかるからこそ、勇者が覚醒する。であるのに魔王が合計三千年もの間、城に籠っていたら勇者が育つわけがないだろう。

「良い。気にするな、レイ」

　首を傾かしげるレイに向かって、俺は二千年かけてたどり着いた答えを口にした。

「勇者学校で教師をする」

「……はい？」

「聞こえなかったか。ならばもう一度言うからよく聞いておけ──俺が勇者を育てる！　今すぐ勇者学校に着任するぞ、レイ！　それが答えだ！」

　レイはポカンと口を開けた後、小脇に抱えていた〈グウェイン様と歩む、この先五百年の設定集・新妻Ｖｅｒ．〉というタイトルの本をぽとりと落とし、頭を抱えた。

「ええええええええ!?　そんなあああああああ!?」

　俺の熱い思いを受け取ったかのように、世界も揺れた。小さな地震であったが、まるで魔王の再誕に恐れおののいているようだった。

　さて、長い長い待ちぼうけだったが、それも三千年で終わりとなった。

　これは俺──いや。我、魔王グウェインが勇者を育て、この手で倒すまでの話である。

　ただし、ぬるま湯を超えたゆるふわ状態となった世界で、温室育ちの勇者を育てるという条件付きだが……さてどうなることやら。
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「現在のジョブはハイシーフ……じゃなくてシーフ……？　シーフって一次職の……？　待て待て、ジョブレベルは……レベル１!?　教師志望のくせにレベル１!?」

　レイが二千年もの間、管理を続けてきた勇者学校はアスタリスク島に建設されていた。

　俺は今、その勇者学校にて採用面接を受けているところだ。魔王が面接というのも意味が分からないのだが、すべてはこの手で最強の勇者を育て全力で戦うためだ。

　目の前には面接官である学長が座っている。俺の提出した履歴書に目を凝らして、ぶつぶつと呟つぶやいていた。

（だから少しぐらいレベルをあげましょうと提案したではないですか）

　レイの声が直接脳に響いた。

　彼女には黒光りするナイフに姿を変えてもらい、俺の腰にぶら下がってもらっている。腰にぶら下がっていればレイとの会話は発語を必要としない。

（そもそもジョブというものも詳しく知らん）

（無職ではないということです）

　言い方に悪意を感じるのだが……。

（ジョブについては後で説明いたします。どうであれ時代は変わったのです。経歴の時代なのですよ。二千年も経てば常識も変わります。ゆるふわですよ、ゆるふわ）

（それはもう分かったが──しかし、ゆるふわで説明できないこともあるだろう？）

（面接のことですか？　まあ形だけですよ。合格間違いなしです。なんたってオーナーである私の推薦書をお持ちなんですからね）

（そうじゃない。そうじゃなくて、俺が言いたいのはだな……）

　視線を学長の背後へ向ける。窓が開いており、外の景色が見える。大きな町のちょうど中央あたりにレガリア勇者学校が建っており、その周囲に様々な区画が広がっている。

　町の名は勇者学校にならってレガリアと名付けられていた。正式名称はレガリア城下町というらしく、一番の観光スポットは町に隣接して存在するグウェイン魔王城である。

　繰り返す。

　観光スポット〈グウェイン魔王城〉である。

（俺の城が観光スポット化しているぞ!?　そもそも魔王城の前で町が栄えてどうする!?）

（カフェインからグウェインへの訂正はばっちりです☆）

（欲しいのはそこのフォローじゃない！）

　魔王城から徒歩五分圏内に勇者学校があることに誰も疑問を持たないのだろうか。

（だから説明をしたではないですか、今度はちゃんと聞いてくださいね？　元々は魔王城のあるアスタリスク島の北、海を介して存在するオーリアス大陸に勇者学校を作ったのです。しかしなんとまあ世界は平和で、そもそも魔王城の存在さえ疑われる始末）

　ですから、とレイは嘆息気味に続けた。

（もういっそのこと魔王城の前に勇者学校を作り、馬の人にん参じんのごときやる気を喚起させたというわけです。情報戦も同時に行いグウェイン様の知名度を上げました。分かりましたか？　もういい加減、世界のゆるふわ具合に慣れてください。この先やっていけませんよ）

　世界が平和すぎるとは聞いていたが、まさかここまでおかしな世の中になっているとは思わなかった。まるで危機感がない。

　ふと誰かを呼ぶ声がした。

「えーっと、シグルドさん？　我が校の勇者コースの教師をご希望、と。推薦書によるとレイ様の古いご友人だそうですね」

（グウェイン様、呼ばれてますよ。偽名を忘れないようにしてくださいね）

（そうだった）

「ああ、そうだ。俺はシグルド、魔族だ。祖先が異世界ゲートをくぐり、中央世界の移民として認められた。レイとは古い友人にあたる」

「それまではどちらに？　前職はなにを」

「……城に居た」

「城？　どこかの王国に仕えていたと？　ジョブレベル１で？」

　どうやら失言だったようだ。とはいえ二千年もの空白期間をどう伝えればいいというのか。面接というのは戦闘よりもはるかに難しい。

（グウェイン様。失言が出てもかまいません。ただし後で私がフォローできるように、最後には必ず『あとはレイに聞いてくれ』と付け加えておいてくださいね）

（それは妙案だ、採用しよう）

「まあ良いでしょう。シグルドさん、改めまして、私がこの学長をしておりますカキモチです。純血の人間であり、中央世界の先住民であり、勇者の血族であります。いまからいくつか質問やテストをしたいと考えています」

　カキモチはいったん言葉を区切ると、いささか不快そうに目をほそめた。

「いくらレイ様のご命令とはいえ、力の無い方に勇者の教師は任せられんからね」

「わかった。あとはレイに聞いてくれ」

「いま聞くんだよ！　面接の意味わかってる!?」

「もちろんわかっている。あとはレイに聞いてくれ」

「ああ、良かった──って、わかってないな！　わかってる人のセリフじゃないな！」

「……？　とにかく俺は教師になれれば良い。好きにしてくれ」

「まったく。どっちが面接をしているのかわからないよ。私は勇者の一族なんだよ？　太古とはいえ世界を救った者の末まつ裔えいなんだから、敬われるべきだと思わんかね？　ん？」

（グウェイン様、このデブの生命力、すべて吸い取って異世界に捨てておきます）

（待て待て！　お前が目立つなと言ったんだろうが！）

　俺には老化減退スキルがついているので、見た目にはただの若造に見えるのだろう。それにカキモチの言葉にもイラつくことはない。ずっと城にとじこもってレイと話してばかりだったので、他人との交流自体が面白く感じているのかもしれない。

　並みの人間は俺と対たい峙じするだけで精神力を削られ失神するはずだ。しかし今はそれも起きない。魔剣レイグリリィの特性のひとつにドレインがある。それを転用してあらゆる力を吸いとってもらっている為ため、弱体化のデバフが常時発動しているのだ。

　カキモチは小さく舌打ちをすると居住まいを正した。

「これがレイ様の紹介でなければ即時終了だが……しかたない。では質問を始めよう」

「わかった。あとはレイに聞いてくれ」

「もうツッコまんからな!?　始めるからな!?──まず、一つ目の質問だ！　仕事選びにおいて勇者学校の教師を希望した理由を教えてください。勇者の名のもとに、噓うそ偽りなく答えるように」

　志望動機だな。答えなど一つしかない。

「俺は命を懸けて勇者と戦い、そして勝つために教師を希望した。噓偽りはない。あとはレイに聞いてくれ」

「なるほど、わかったよ。あとはレイ様に聞いておきます──って、なるわけあるか！　生徒の命を狙う教師がどこにいる!?」

「……？　ここにいるが……？」

「あ、そうか、ここにいるんだった──って、納得するわけねえだろうが！　仮にそれが本当でも、正直に話してどうするんだ!?　ツッコまんと言ったが、あれは噓だ！」

「校長、少しは落ち着け。どうかしたのか？」

「貴様のせいだよ！　自覚なしか！」

　はぁはぁとカキモチは肩で息をしたあと、「もういい、次の質問だ！」と乱暴に続けた。

「最近、嫌だったこと、大変だったことはありますか？　またその問題に対してあなたはどうやって乗り越えましたか？──ちなみに私は今が大変だがな！　嫌いや味みだぞ、これは！」

　大変だったことか……、なんだろうな……。

「ああ、一つあった。寝ている間に顔を舐なめられていたのは嫌だった。乗り越えたかは分からんが、レイには二度とするなと注意しておいた。あとはレイに聞いてくれ」

「なるほどね、それは大変だったね。じゃああとはレイ様に聞いておきます──とでも言うと思ったか!?　バカやろう！　気になるよ！　色々気になるけど、なんか原因っぽいレイ様になんて聞けばいいんだよ！　職を失いそうだろうが！」

　はぁはぁ、と体を机にもたれかけさせながら、カキモチは引き出しの奥をまさぐり始めた。

「もういい、わかった。なんかおかしい奴やつだと思っていたが、今、確信したよ。レイ様の紹介とはいえ君は社会をなめている。その上、力もないのなら私はレイ様に従えないよ」

　引き出しから取り出したのは小さな鍵穴付きのケースだった。

「これが最後のテストだ。君もシーフだというのならこの鍵付きケースの鍵を開けてみろ。中身を取り出せたら採用しよう。できなければ不採用だ」

　カキモチはにやにやとしている。

（なんの意味があるんだ？）

（私が昔に決めたことなのですが、基本的に教師にはジョブ毎ごとに違う課題をクリアするようにさせています。現在、ジョブ修得までの手順も緩和されてましたよね？　力量がわからないので、テストを設けることにしたのです）

　確かにそうだ。かつてならばジョブ修得までには長い道のりが必要だった。ギルドに申請した後、アイテムを集めたり、依頼をこなしたりというクエスト達成が必要だった。

　しかし今回、盗賊になるために必要だったことは、受付に話して相づちをうち、手数料を支払うだけだった。緩和されすぎだ。

（ですが……グウェイン様。今回は話が違います。あの箱、本来使用されるべきトラップレベルを大幅にこえていますね。わざと難しいほうを提示するとは、カキモチめ、報告は優秀ですが実務はくそ野郎でした。やはり生命力全吸いでミイラにしちゃいましょう！）

　レイがごちゃごちゃ提案し始めたが、相手にはしない。

　俺はカキモチに確認した。

「つまり、これの中身を取り出せばいいんだな？　取り出せたら教師になれるわけだな？」

「そうだよ。ま、開けられたらの話だけどね。開けられるわけがないと思うよ、なんたってレベル１のシーフだ。そんなレベルの奴じゃあ、家の鍵だって開けられないよ」

　カキモチは調子を取り戻したのか、ふんぞり返って説明をはじめた。

「君でもさすがに知っているだろう。その小箱はね、シーフ界の雄・クロス家の〈教えの小箱〉ってやつだ」

　自分で作ったわけではないはずだが、やけに自慢げにカキモチは話し続けている。

「特別な強化魔法がかけてあって破壊は不可能。なかにはその箱を開けるための鍵が入っているんだけど、つまるところシーフはそこに鍵穴があればまず挑戦し、しかし同時に中身を想定──」

「よし、わかった」

　面倒なので俺は小箱を握りつぶした。バキバキッという破裂音と共に、金属片が出てくる。どうやら中の鍵まで握りつぶしてしまったようだ。

　地面から聞こえる金属音がカキモチの注意を引いたようだ。あさっての方向を見て講釈をたれていたが、チラリと音のほうに視線を向けた。

「想定し、えっ、えーと……つまり鍵穴があれば……鍵……か、かぎが、握りつぶされて……？　あ、あ、ああああああ!?　破壊不能の特級アイテムだぞぉぉぉぉぉ!?」

　カキモチは鍵を拾い上げると眼前にかかげた。手が震えており、目の前で起きたことが信じられないようだった。認めてもらわねば困るので、話を先に進めた。

「カキモチ校長よ、これで合格だな？」

　恐る恐るといったようにカキモチは俺の顔を見上げた。何度か小刻みに頷うなずくと、「ひゃ……ひゃい」と言って、案内役の人間を呼んだ。
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　腰の抜けたカキモチを一人残して、俺は新たに現れた勇者学校関係者と行動を共にしていた。

　廊下を歩く俺の横には、案内役として呼ばれた教師が二人。両方とも女である。

　俺の先を行く一人が、説明役を担っていた。

「こちらが第一救護室になります。そしてこちらが第二救護室になります」

　軽やかな声と動きやすそうな軽装備に反して、巨大な胸を揺らしながら先導していく。

　明るい笑顔が印象的な女だ。

　名を思い出そうとしたが忘れてしまった。どうしたものか、と悩んでいたところ、二人目の案内役である女が面倒くさそうな声をあげた。

　女の頭にはふさふさの毛が生えた耳があり、臀でん部ぶにも毛量の多い尻尾が伸びている。作り物には見えない為、獣人で間違いがないだろう。

「セルフィ～、セルフィ～、わしはお腹なかが空すいたのじゃあ」

「ちょ、ちょっと！　リル！　今は職務中なんですよ！　しがみつかないで！」

　そうだ、女の名はセルフィだ。セルフィ・オーキッド。罠わな等を使用しない弓使い〈ホークアイ〉というジョブについていると言っていた。俺と同じ勇者学校の勇者コースの教師だという。しかし勇者学校は分かるが勇者〈コース〉とはなんだろうか。

「お腹空いたのじゃあ……干し肉でいいからくれい……リル・リル一生のお願いじゃあ」

　そうだ。そしてこっちの獣人の名がリル・リルだ。

　一見すると主従関係に見える二人だが、どちらも勇者コースの教師らしい。

「リル、いい加減にしなさい！　私たちは勇者コースの教師なんですよ。みっともないところを見せないで……！」
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　セルフィは俺の視線を気にするようにリルに向けて人差し指を口にあてた。

「うう、わしはお腹が空くとやる気がなくなるのじゃよ……」

「やる気がないのはいつものことでしょ！　あ、シ、シグルド先生！　ここが第一食堂で、ここが第二食堂ですよ！　ほら！　リル、干し肉あげるから我慢してください！」

「わあい！　やったのじゃあ！──まぐまぐ」

　妙に年老いた喋しやべり方かたをする獣人である。耳や尻尾の形から推測するに狼おおかみ種の獣人だろう。背は低いが、出るところは出ている。可愛かわいいというよりも妖艶さを醸し出しているところを見ると、見かけよりも実年齢は上かもしれない。

　事前に聞いた話によると、セルフィとは教師になる前からの付き合いだという。

「セルフィ、一つ質問をしてもいいか」

　俺は先を行くセルフィを引き留めた。

「あ、はい！　なんでしょうか！　先輩教師ですから、なんでもお答えしますよ！」

　緊張しつつもどこかキラキラした笑顔で振り返るセルフィ。話によると、教師はいままで二人、これからはこの三人だけであるという。しかし案内を受けた限り、勇者学校は広大で、教師はいくらいても足りないように見える。

「なぜ第一・第二という区分けがあるのだ。一つにまとめればいいだろう？　それに第一は先ほどから豪ごう華か絢けん爛らんな造りだが、第二に関してはどうにもボロいように見えるのだが」

「え……」

　輝いていた笑顔がさっと消えた。

「あの、それは……えっと……第二は勇者コース用の施設でして……第一は違うコースのです……」

「違うコース？　そもそもコースというのはなんなんだ？」

　言いにくそうにしているセルフィの言葉をリルが遮った。

「シグルドとかいったかのう。お主は勇者学校の勇者コースの教師となったのよな」

「ああ、そうだ。勇者学校なのだから勇者コースもなにもないだろう」

「ふむ。どうやらお主は世間の情勢に、わしよりも暗いようだから教えてやろうかの」

　リルは干し肉をかみながら器用に口を開く。

「勇者学校の生徒は……そうさの三百名ほどじゃろう」

「ほう。なかなかの人数が居るではないか」

　その中の何人が俺を喜ばせてくれるだろうか。

「なにせ過去現れた数十人の勇者の一族が一堂に会しておるからのう。それぐらいの人数にはなるのじゃ──で、勇者コースの生徒は、そうさの、十五人ほどだったかの。いや、先日一人ぬけたから十四名か」

　リルはセルフィに視線を向けた。セルフィはあきらめたように下を向いて答えた。

「勇者コースの生徒は十三名です」

「どういうことだ？」

　なぜ勇者学校の生徒が三百名居て、勇者コースの生徒が十三名になるのだ。

「不可解な顔をしてるの。しかしここまで事情を知らぬとは、お主どこから来たんじゃ？　まあよい。総勢三百名で、勇者コースが十三名、となると冒険者コースが二七六名じゃ」

「残りの十一名はどこへ行った？」

「リル、引き算を間違えています……」

「……わしはその日食べる以外の命は奪わぬのじゃから、三桁の計算はいらんのじゃ」

　少し寂しそうに干し肉をかみ続ける獣人はひとまず置いておく。

　俺はセルフィに目を向けた。

「その冒険者コースというのはどういう生徒が集まっているんだ？　勇者コースには勇者の一族が集まっているのだろう。冒険者コースは一般人が居るのか？」

「冒険者コースの生徒は……全て勇者の一族です」

「勇者が勇者を目指さずに、冒険者を目指す？　なぜだ」

「一概には言えませんが……、そういう時代です、とお答えするしかありません。勇者の適性を持ちつつも、冒険者としての道を選んだ生徒が通うコースなのです」

　セルフィの顔はどこか暗い。しかしそれ以上の説明をする気もないようだ。

（どういうことだ）

（グウェイン様って巨乳好きだったんですね……レイはショックです……）

（どういうことだ!?）

（いいんです、私だって負けていませんから）

　さて、とレイは声音を変えた。

（グウェイン様の疑問にお答えしましょう。中央世界、つまりこの世界ではジョブレベル制──職業と呼ばれる〈ジョブ〉のレベルを上げて、アビリティを覚えていきますよね）

（俺の故郷の第六異世界ではジョブはなく、スキルのレベルを上げていく方式だな）

（そうですね。異世界ごとにルールが違いますから）

　中央世界を中心におき、周りに異世界が配置されている〈全世界〉には世界ごとに独自ルールが存在しているのだ。

（で、それがどうしたのだ）

（勇者の末まつ裔えいは基本的に〈勇者〉というジョブに自動的に就くことになるのですが、このジョブのメリットは攻撃、魔法、回復と全てのジョブを網羅していると言っても過言ではないアビリティ構成です）

（一人で全てをこなすことのできる万能ジョブというわけだ）

（ええ。ですがデメリットは圧倒的な成長の遅さです。それこそ他の基本ジョブの数倍の経験値を必要とします）

（つまり？）

（この世はゆるふわ、ぬるま湯状態です。面倒くさいことなどしたくないのです。効率重視の世の中なのです。そんな中、勇者として成長したい若者がいると思いますか？　遊び時間とかなくなるんですよ？　適当に冒険して宝を見つける生活のほうが楽しいんです）

（時代と共に、勇者の誇りまで消えたのか……）

　セルフィはパチンと手を合わせた。

「で、でも、私の生徒たちはとてもいい子ばっかりですから！　いつかきっと立派な勇者になることでしょう！」

　リルが干し肉をごっくんと吞のみ込んだ。

「いい子ばかりのう……で、そのいい子である勇者は何を倒すんじゃ？　ドラゴンも侵略者も魔王もこの世界にはおらんらしいぞ」

　目の前に居るんだが。

（グウェイン様、ダメですよ。自分が魔王だなんて言ってはいけません）

（分かっている。無駄な恐怖を与えるつもりはない）

（いえ違います。自称魔王など頭のおかしい奴やつに思われて教師としてやっていけません）

（……分かった）

　脅威が脅威として認識されないほど、だらけきった危機感なのだろう。

　セルフィは、同僚の辛辣な言葉に、うっ、と言葉を吞み込んだが、すぐに気持ちを切り替えたようだ。

「さあ次ですよ！　先生はとてもタイミングがいいんです！　なんといっても今日は生徒たちの雄姿がみられるんですから！」

「生徒の雄姿のう……」

　リルの呆あきれたような声が未来を暗示していた。
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　最後に連れてこられたのは〈円形闘技場〉と呼ばれる巨大な施設だった。屋根のない石造りの円形状の建築物は、戦うことだけの為ために作られたらしい。

　中心に闘士が互いの腕を競い合うステージがいくつも設置されており、それらを囲むようにして観客席が階段状に広がっている。

「いかがですか！　ここで生徒たちが日々の修練の成果を発揮しあうんです！　そして今日はその練習試合の日というわけなんです！」

　セルフィは興奮気味に説明をしていたが、リルが「新人殿に見せていいのかの？　勇者コースの雄姿を」と確認すると、「うっ……」と息を止めた。

「俺が試合を観戦すると何か不味まずいことでもあるのか？」

「そ、そんなことはありません！　勇者コースの生徒たちはいつだって真ま面じ目めです！」

「じゃが最高に弱いのじゃ」

「ちょっと！　リル！」

「事実じゃろう。とはいえ、冒険者コースの生徒も五十歩百歩の実力じゃ。新人殿、あまり落ち込むでないぞ。悪いのは平和じゃ、人ではない」

　セルフィの説明通り、闘技場には百人をゆうに超える人間が集まっており、自分たちの試合を今か今かと待ちわびているようだった。観客席には子供から老人までが座っており、満員には程遠いまでも観衆の興味としては悪くないようだった。

　また一つ試合が終わったようだ。進行役の人間が次の選手を呼んだ。

『西！　冒険者コース所属、レッグス・レッドリー！』

　名を呼ばれた青年が木製のロングソードを肩に当てながら自信ありげにステージへ飛び乗った。

『東！　勇者コース所属、アトリア・トライアングラム！』

「トライアングラム？」
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　その名に聞き覚えがあった。ステージに目を向けた。

　美少女と呼ぶにふさわしい顔をした少女が入場するところだった。髪は金髪で長いが、戦闘を控えているためか後ろに一つにまとめている。バッシュしやすい小ぶりの盾と、刃渡りの短い木剣を手にしていた。

　俺は少女の顔から目を離せなくなった。

　レイの声が脳内に響いた。

（似てますね……初代勇者のまな板女に。でもグウェイン様は巨乳好きですから興味なし）

　レイの軽口に反応ができない。

　アトリア・トライアングラム。よく似ている。あの女勇者、アルサ・トライアングラムに。気持ちだけが先行するような雑魚だったあの女──しかし数々の苦難を一人で乗り越えて我が魔王城にやってきたあの勇者。

　試合が始まるようだった。

『ではお互い、勇者の血に恥じぬ戦いを──はじめ！』

「おらあああああああ！」

　審判の合図とほぼ同時に、レッドリーと呼ばれた小僧が、大ぶりな一撃をアトリアに向けて放った。てんでなっていない素人の大ぶりであるし、何より明らかに挙動がおかしい。何か別の意図があるのだろう。

「──っ」

　状況的には避よけるべき一撃だが、アトリアは正面から小さなバックラーで受け止めようと盾をかざした。

「お前の性格なんてバレバレなんだよ！」

　レッドリーは大げさな一撃をピタリと止めた。それから右足をこれまた大きく振りかぶり、がら空きの脇腹を狙った。勇者の攻撃とは思えない乱暴な戦法だ。

　アトリアは反応が遅れ、盾が間に合わない。肘を下げて対応し、クリティカルヒットは避けた。が、それだけだ。好転はしていない。

「おらあああああああ！」

　レッドリーは再び剣を大きく振りかぶった。

　アトリアは真面目なのだろう。先ほどのブラフが頭から離れなかったようで、下段にも対応できるような位置で盾を構えた。しかしそれでは力が入らない。

「らああああ！」

　レッドリーのブラフを絡めた一撃は、そのまま止まらずに盾をはじいた。

「うっ──」

　やはり力が入らなかったのか、そもそも耐えられるだけのバイタリティがないのか。アトリアは盾を下げてしまった。

　敵がそれを見逃すわけはない。

「アトリアちゃんはチョロいよなあ！」

　茶ちや化かすような言葉を吐きながら、剣を持たぬ手で少女の顔にフックを一撃。まるで町のチンピラだ。

「いっ──く」

　アトリアはすぐに盾と剣で応戦しようとするが、そもそもその戦い方では目の前の相手に勝てぬことに気が付かねばならない。盾などではじくべき攻撃ではないのだ。

「ったく、トライアングラム家は、本当に口だけの勇者様だぜ！」

　レッドリーが足ばらいをかける。

　上ときて、下。下ときて、上。フェイントは実に単調だが、真面目な相手にはこれが一番きく。まったくの素人、ただの喧けん嘩か術ではあるが、レッドリーは人心というものだけは分かっていた。

　アトリアは地面に転がり、天を仰いだ。

「ううっ──」

　口から、苦く悶もんの声がわずかに漏れ出る。

　にやり、とレッドリーの口の端が歪ゆがんだ。勝ちを確信したのか、上に立つ優位性を保持したまま、剣を大きく打ち込む。その太刀筋はどんどん雑になっていき、剣術とはかけ離れていく。

「く……っ、……うっ──」

　アトリアがかろうじて盾で防いでいくが、次第に防ぎきれない攻撃が出てきた。

　レッドリーは肩、脇腹、太ももと、あえて防具の隙を狙っているようだ。

「アトリア！　はやく言えよ、負けましたってよ！」

「……ぜ、絶対に！　言わない！　勇者をバカにする貴方あなたなんかに！　負け──くあっ」

　きつい一撃が入り、アトリアの顔が歪む。

「口を開くならこう言え！『名前だけの初代勇者！　トライアングラム家はレッドリー家に負けました！』とな！　おらっ！」

　どうみても挽ばん回かいは不可能だが、審判は試合を止めない。それどころか若干、笑っているように見える。聴覚を強化──『大層ご立派な勇者様だな、おい』などと呟つぶやいている。

　セルフィが非難した。

「ひどい！　早く止めないと！　骨まで折れてしまったらすぐには完治しませんよ！」

（回復魔法を使えば一秒で治るだろう）

（グウェイン様、今どきの骨折は全治二週間です）

（自己治癒力と変わらんぞ……）

　セルフィが飛び出そうとしたが、リルが止めた。咄とつ嗟さの判断からか愛称が出ていた。

「やめるのじゃ、セフィ。トライアングラム家はますますバカにされるぞ。アトリアがそれを喜ぶのか？」

「で、でも……ただ見ていろっていうの!?」

「それがアトリアの選択じゃろ」

　セルフィが心配そうに、試合を見守る。その手はきつく握りしめられて、真っ白だった。

　試合は継続し、ただのいたぶりが始まっていた。アトリアの衣服は破けはじめており、観客も興奮しはじめている。

（グウェイン様、これが勇者の末裔です）

　しかしレイの声は意味をなさなかった。

　俺の目は、アトリアに釘くぎ付づけだった。その瞳の輝きに記憶を刺激されていた。

　戦術、体格、判断能力、そして状況。その全てが対戦相手に負けているというのに、アトリアのその瞳にはかつて見たことのある力強い光が宿っていた。

　それはあの日、三千年前に見た勇者と同じ色だった。

　レッドリーは試合を終わらせるつもりらしい。アトリアの盾を持つ側の腕に渾こん身しんの一撃をぶつけようと振りかぶった。

「骨折退場だ！　二度と盾を持てないようにしてやる！」

「貴方なんかに！　絶対に負けない──」

　アトリアの決意の声が響いた。

「決めたぞ、レイ。あいつに決めた」

（はい？）

　俺は文字通り目にも留まらぬ速さで舞台の上に立った。

　レッドリーを背にし、少女の前に仁王立ちする。

「トライアングラム家の勇者よ！　俺の話をきけ！」

「うらあああ、折れちまえええええ」

「お前は少しだまっていろ」

　背後のレッドリーの剣を二本の指で挟み込んで止めた。戦士の試合を止めるならば心苦しいが、この戦いはそれには該当しない。

「──な、なんだコイツ!?　剣が動かねえぞ!?」

「は……？　あ、え……？　う、腕は無事……ちょ、あなた、誰!?」

　アトリアは突然の乱入者に思考がついていかないようだ。端的に気持ちを伝えよう。

「アトリア・トライアングラム！　俺はお前が欲しい！」

「は……はあ!?　あ、貴方！　いきなり乱入して、な、なにを言っているんですか！」

「おい！　てめえ！　試合中になにしてやがる！　どけこの野郎！」

『おい、君！　審判として命じる！　はやく舞台から降りなさい！』

『……なんだあいつは。早く排除しろ』

　様々な言葉が混ざり合い、周囲の状況は一瞬で嵐と化した。中には敵意丸出しの魔力の流れもあり、冷静な者はいないようだった。

「ここでは落ち着いて話ができないな」

「ここは話をする場所ではありません！」

「おい、テメエら！　無視するんじゃねえ！」

　未だに俺の指に挟まれた剣を自由にできないレッドリーが、言葉だけは立派にふるってきた。俺は小僧に視線を向けた。

「貴様。家名はレッドリーと言ったか。名は忘れたが、老婆心から一つ教えてやろう──お前の剣は勇者のそれではない。ただの山賊だ。いますぐ勇者学校を退学しろ」

「なんだと……!?」

　プライドが傷ついたのだろう。だが二本の指で挟まれた木剣は動かず、反撃を許さない。

「断言しよう。お前らよりも、アトリア・トライアングラムのほうが才能がある」

「はあ……？」

　明らかに不利な状況にもかかわらず、俺の言葉がよほど面白かったのだろう。レッドリーは──いや、観戦者も含めて──大きな笑い声をあげた。

「アトリアがあ？　この、万年落ちこぼれ勇者コースのアトリアが俺よりも強いだと？　バカを言え！　トライアングラム家なんて、初代の血族だという以外は、ただの雑魚どもじゃねえか！　いつまでも伝説におんぶに抱っこのなんちゃって勇者だろうが!!」

『そうだそうだ！』

『ひっこめー！』

『でも結構カッコよくない……？』

　ちらりと後ろを見ると、アトリアは下を向いていた。顔は見えない。

「まあ良い。お前にこれ以上の言葉はない」

「それはこっちの──は？」

　枝を折る感覚で、レッドリーの木剣を折る。

　それから、折った破片を握りつぶして粉にした。

「……え？」

『な、なんだアイツ、今なにした？』

『いまなんで剣が折れたんだ？』

『元々ヒビが入ってたんじゃねえの？』

『そのあと粉になったような……』

「さて、アトリアよ」

　俺はぐるりと振り返る。そのまま地面に座る彼女を脇にかかえた。

「きゃ！　ちょっと！　自分で歩けますから、おろしてください！」

　試合中には漏らさなかった少女らしい声が闘技場に響いた。

「とりあえず静かな場所に移動するか──天術〈フェザーステップ〉」

　呼び方に差はあれど〈魔法〉も〈術〉も魔力を原動力とするアビリティである。俺の故郷である第六異世界〈シックスヘイブン〉では術の開発が進んでいたし、中央世界では〈魔法〉を研究する者が多いというだけだ。それらは後世に残る文献や知識に差を生む。

　この世界には魔法や神秘や術など様々な種類が存在するが、基本的な構造は全く同じである。体内に式を組み込み、そこへ魔力──これも異世界により呼び方に差はある──を注ぎこみ発動させる。その後にも色々とテクニックは存在するが、基本はそんなところだ。

　天術により軽くなった体で地を蹴る。天井の存在しない円形闘技場を一足飛びで抜け出る。はた目にはふわりと浮かんでいるように見えるだろうが、実際にはかなりの速度がでているため、慣れていない者は、当然──。

「きゃ、きゃああああああああああ!?」

　こうなるのだが、我慢してもらうしかない。俺は静かな場所を求めて、町中を飛び回った。




　　　　＊




　結局、レガリアの外まで出ることになった。『この先、レガリア地下迷宮』と書いてある看板を横目に、アトリアが落ち着くのを待つ。

「はぁ……はぁ……い、いったいどういうことなんですか……！」

　アトリアは放られた姿勢から立ち上がり、俺の視線を正面から受け止めた。

「あなたはいったい誰なんですか！　試合を止めてまで……私をどうしようというんですか!?」

　力の差が分かっていないのか、負けん気が強いだけなのか。アトリアは攫さらわれた身でありながら、なお俺に食ってかかっていた。

　なんだかそれが唐突におかしく感じた。まるでかつての勇者の生き写しだ。

「ふはははははっ！　なつかしいなあ、この感じは！　実に三千年ぶりの邂かい逅こうだ！」

「な、なにがおかしいのですか！　それに三千年って……」

「いやなに、少々昔を思い出した。確かに身分を明かさずに連れてきたことは謝るべきだろう。すまなかった、許してくれ」

　俺は素直に許しを請い、その証明として回復術を行使した。

「天術〈ヒールレイン〉」

　アトリアの傷が見る見るうちに治っていく。

「傷が……こんなに早く完治した……？」

　アトリアは予想していなかった展開に勢いをそがれたようだ。

「どうだ？　他に不調はないか？」

「はい……、とても気持ちがよくて──」

　折られそうになっていた左手を、アトリアは握ったり開いたりした。

「おかげさまで大丈夫です。もし盾を持つ手を折られていたらと思うと……あなたは恩人です、本当にありがとうございました」

　それからアトリアは「あの……それで、さ、さっきの話なんですけど……」と続けた。

「あなたは一体どなたなんですか。なぜこんなことを──その、さきほどから、私を助けてくれたり、あとは……そ、その、私が欲しい、とか、言っていたような……あと、私に勇者の才能があると……か？」

　髪をいじりながら上目づかいで俺を見るアトリア。やけに頰ほおと耳が赤い。熱でもあるのだろうか。そういえば初代勇者のアルサもこんな感じだったな。

　当初の予定とは少しずれるが、ここで宣言をすべきだろう。夢で気が付いたように、勇者には魔王が必要なのだから。

「そうだな。まずはその話をするとしよう」

　こほん、と咳せきばらいをして、魔王時代の威厳を再現してみた。実に三千年ぶりの宣言だ。

「勇者アトリア・トライアングラムよ！　心して聞け！　そして驚くがいい！　我の名は魔王グウェイン！　初代勇者と拳こぶしを交わしたあの魔王グウェインである！」

「……え？」

　アトリアは表情を凍り付かせた。

「魔王……グウェイン……？」

「そうだ。トライアングラム家にもなにか伝説が残っているのではないか？　もし知らないのならば、親に聞いてみろ」

「グウェインの、伝説……ですって……？」

「うむ、伝説だ。伝承かもしれんが何でもいい。喜べ勇者よ、俺は三千年ぶりに戻ってきたのだ」

（グウェイン様、よろしいでしょうか）

（どうした、レイ。というか随分長い間だまっていたな。どうかしたのか）

（何をおっしゃいますか。この魔剣レイグリリィ、これと決めた主あるじには心より従うのが売りでございます。朝も昼も夜も、どこでも装備し放題でございます──ですが）

（ですが？）

（グウェイン様のされた選択は、おそらくトライアングラム家の人間においては最低最悪の行為でしょう）

（なんだと？　どういう意味だ）

　答えは本人から提示された。

「そうですか……私が欲しいだとか、突飛な行動だとか、一体なんなんだろうと思いましたが……そうですか、ただそんなことを言いたいが為だけに……よく分からない魔法を使用して空を駆けて……そこまでして、私をバカにしたいのですか……っ!!」

　先ほどまでの雰囲気はどこへやら、キッと顔をあげたアトリアは俺を睨にらんだ。

「トライアングラム家をバカにするために、わざわざこんなところまで連れてくるなんて！　私たちに恨みでもおありですか!?　ですが私は絶対に屈しません！　あなたのような人はこれまでに何人も見てきました！　しかし私は一度だって退ひいたことはなかった！」

「どうした？　魔王グウェインだぞ？　トライアングラム家、因縁の相手ではないのか？　会えてうれしいだろう？　あとはお前が強くなれば俺も──」

「っ！　やめなさい！　それ以上の言葉は許しません！」

　アトリアの手が振り上げられると、俺の頰めがけて平手を繰り出してきた。身長差が大分あるので、何の脅威もない。

「ふむ、悪いがちょっと落ち着いてくれ」

　俺はその手を受け止めると、くるりと捻ひねってから、足払いをして地面へと転がした。

　アトリアはそれでも口を閉じなかった。

「っく……やはり私をバカにするのが目的だったのですね！　それともここで私を襲いますか!?　かりに襲われても私はあなたには絶対に負けません！　私はトライアングラム家、長女、アトリア・トライアングラム！　初代魔王から平和を守ったアルサの血を継ぐ──」

（レイ、人間化しまーす）

　言葉と共にウェポンタイプ・ヒューマンに変身するレイ。魔剣を含めた天下六剣と呼ばれる武器は、その全てがこうして人間となることができる。

「え……だ、だれ？　どこから現れて──」

「えいっ♡」

　レイは可愛かわいい声を出しながら、恐ろしいほどの速さの手刀をアトリアの首筋にあてた。

「うっ……」

　アトリアは気を失ってしまった。

　一人頷うなずいたレイは、俺へ向き直ると「グウェイン様、一つ忠告をさせていただきます」と始めた。

「トライアングラム家はたしかに初代勇者の正統な血筋です。魔王グウェインと戦ったという記録も、途中は魔王カフェインに変わる珍事もございましたが、現在では正式にグウェインとして残っております。レイの努力によってですが」

「どういう努力をしたのだ？」

「これです」

　レイは懐から本を取り出した。表紙を見る。〈勇者アルサと魔王グウェインの戦い〉。

「出版したのか!?」

「もちろんグウェイン様のカッコよさは百倍表現ですし、流れも正史通りですよ。肖像権の問題でトライアングラム家には裁判を起こされましたが、レイは無事に勝ちました。トライアングラム家には良い話なんですけど、あそこの一族、まじで真ま面じ目めですからね！」

「……まあよい。話を戻せ」

　俺は地面に転がるアトリアを顎で示しながら、先を促した。

「勇者は世界の脅威に反応し覚醒いたします。現在は全ての勇者が遺伝覚醒となりますが始祖となる勇者たちには対応する脅威がおります。レッドリー家には鬼神ブラッドリー。ヒイロ家には悪神ダイカイン。そしてトライアングラム家には魔王グウェイン」

「それの何が問題だ」

「時が経たち過ぎました。そして敵対する全ての脅威は過ぎ去ったものとされたのです。悪が実在した証拠はありませんが、この平和こそが悪が打ち破られた証拠とされました」

　どうも迂う遠えんな表現だ。俺は言外の意味を考えた。

「つまり魔王グウェインは倒された──俺の存在は信じられていないということか？」

「グウェイン様だけのお話ではなく、全ての勇者に対応する悪は全て打ち破られたものとされています。これは勇者の一族全てに適応されるべき現代の常識です。悪が生きているのならば、世界が平和であるわけがないのですから」

　全ての悪は倒された、か。全勇者の一族は、同じ条件のもとに現世に伝説を残していることになる。そうすると一つ釈然としないことが出てくるな。

「ならばレッドリー家の小僧もバカにされているべきではないか？　なぜトライアングラム家の勇者伝説だけがバカにされているのだ。勇者が勇者をバカにするにしては条件に差がないではないか」

「さすがグウェイン様です」

「褒めてもなにもやらんぞ」

「あ、お構いなく。こちらからペロペロチケット進呈しますので」

「褒められたがなにもいらんぞ！」

　つれないですねえ、とレイは唇をぺろりと舐なめた後、真面目モードに戻った。

「グウェイン様のおっしゃるとおりです。トライアングラム家だけが嘲笑の対象になっているのにはワケがあります。その理由は一つ。脅威が過ぎ去ったはずの現世において〈矛盾を内包する勇者伝説〉と批判されている〈初代勇者アルサの伝説〉が原因です」

「ふむ……？」

　一度整理しよう。

　勇者には必ず敵対する悪が存在する。その悪を打ち破るために勇者は覚醒し、結果、伝説を作る。全ての悪が倒されたことにより、ゆるふわ世界には平和が続いている。それは勇者が作り上げた平和であるが、トライアングラム家だけがその枠組みから外れている。

「なんとなく読めてきたぞ。つまりこうだろう？　魔王グウェインは──」

「顔を舐められたい」

「トライアングラム家をつぶしにいくぞ！」

「いやですね、冗談ですよ。ではお答えしましょう。トライアングラム家の伝説には現代にまで伝わっている有名な一文があります──」

　レイは一度言葉を区切ると、誰かをまねるように口調を変えた。

「〈魔王グウェインは生きている。トライアングラム家は魔王を討つその日まで勇者として生きよ〉。これ、あのまな板勇者の遺言です」

「……そういうことか」

　あいつはそんな言葉を残してくれたのだな。

　だが、しかし──。

「世界はそれを信じていない。よってトライアングラム家はバカにされているんだな？　居ない魔王に備えているわけだ。さらに勇者自ら平和な世界に恐怖を与えていると。だからアトリアは俺の言葉に憤慨した。バカにされてきた記憶を刺激してしまったか」

「これがトライアングラム家の全容です」

「なるほどな──」

　さてどうしようか、と考えたその時だった。「んん……」とアトリアが身じろいだ。

「グウェイン様、そろそろ時間切れですね。私は武器に戻ります」

　レイが黒いナイフに変わると同時にアトリアの目がパチリと開いた。

「……あれ……私、どうしてさっき……あっ！」

　アトリアは胸に手を当てて俺を見た。

　どうやら悪戯いたずらの為に気絶させられたと思ったらしい。

「落ち着け。何もしていないし、何かするつもりもない。当然バカにするつもりもない」

　本心からの言葉を、どう捉えたのだろうか。

　アトリアは立ち上がると、おそらく勇者としての矜きよう持じだけを理由に頭を下げた。

「っ……これで、失礼します！　トライアングラム家をバカにするならば、勝手にどうぞ！　感動した私がバカでした……、もう一生会うこともないでしょう！」

　アトリアは振り返ると、逡しゆん巡じゆんする様子も見せずに去っていった。

「一生会うこともない、か」

　三千年も待ったというのに、なかなかしびれることを言ってくれる。




　　　　＊




　次の日。勇者学校、勇者コースの教室にて。

「それでは新しい先生を紹介しますね！　シグルド先生です！　どうぞ！」

　セルフィの明るい声に誘われて、俺の足も軽やかに進む。

　道中目についた冒険者コースよりも明らかに劣る教室だが、そこに並ぶ生徒の顔は、勇者の誇りを捨てたガキよりかは大分まともにみえた。

　席につく生徒の顔を順繰りに見ていくと、たった一人だけ口をあんぐりと開けた人間が目についた。思わず口角があがる。

「ではシグルド先生、ご挨拶をどうぞ」

　セルフィはにこにこ顔だ。朝方も『同僚兼後輩の先生ができてうれしいです！　あ、それと昨日のような誘拐事件はぜえええったいに起こさないでくださいね！』と言っていた。あまり期待を裏切るのも可哀かわいそうだが、勇者を育てるためには仕方がない。

　俺は腕を組むと、皆の顔をゆっくりと確かめた。

「よろしく頼むぞ、勇者ども。我はシグルド、世界の破滅を願うものである！」
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　ただでさえ静かな教室が、さらに音をなくした。が、それもすぐに騒がしくなる。

「え、え！　ちょ、ちょっとシグルド先生!?」とセルフィは慌て顔。

「くはは、なんだ、これから面白くなりそうじゃのう」と後ろで寝ていたリルが笑う。

『え？　ど、どういうこと？』

『笑えない冗談だ』

『なんだか冗談に聞こえなかったのが怖いんだけど……』

　勇者たちがそれぞれの反応を見せる中、やっと現実に戻ってきたらしい人間──アトリア・トライアングラムは席から立ち上がって、俺を指さした。

「あ、あなた、昨日の──！」

　俺はにいっと笑った。

「三千年ぶりだな、勇者よ。貴様の一生は短いな」

　こうして俺は勇者との再会を果たした。

　そしてこの堕落しきった世界で、最強の勇者を育てる日々が始まったのだった。
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　教師生活一日目が始まった。

　アトリア・トライアングラムの担当を希望したが断られることもなくすんなりと受け入れられた。

　今までは十名ちょっとの生徒を二人で指導してきたらしいが、これからは三人だ。俺は新人教師ということなので、まずは三人を任されることとなった。

　バランスよく、前衛、魔術師、回復役ヒーラー。アトリアは前衛にあたる。

　勇者を育てるといっても俺にノウハウはない。勇者が死ぬ前も、勇者とは戦うだけの関係だった。

　育成方法は各教師に任されるのだという。しかし定期的に行われる試験で成果が認められなければならないらしい。

（意外と面倒だな……）

（グウェイン様。現代というのは契約社会なのです。昔のように拳こぶしで会話をしていては、すぐにパワハラで職を失いますよ）

（パワ……？）

（レイは大絶賛セクハラ募集中ですう♡）

（セク……？）

　よく分からないが、まあいい。方法も今までの経験から導きだしていくしかないだろう。

　その為ためにも、まずは各生徒のパラメーターが知りたい。筋力が高いやつに敏びん捷しようを求めても仕方がないし、魔力が強い奴やつに剣を握らしても意味がない。

　三人の生徒を校庭に集めた。まずは前衛からだ。

「今日はまず各自の実力を測る。では前衛のアトリアからだ、武器を持て」

　魔術師や回復役に見つめられて、アトリアは渋々頷うなずいた。

「……はい、先生」

　胡う散さん臭くさそうな視線を隠さずに向けてくる。朝から終始こんな感じだ。

（出会いが最悪でしたからね）

（あれで最悪を名乗れるとは、優しい世界になったものだ）

　アトリアは昨日と同じく、幅広だが短い剣と小さめの盾を装備している。違う点があるならば、それが木製ではなく実戦で使用する金属製だということ。

　アトリアが首を傾かしげた。

「先生、それで何をすればいいんですか」

「自由に俺へと打ち込んでこい。遠慮はいらん」

「打ち込むといっても……木剣は持参してないです」

「剣なら腰に装備しているだろう」

「だからこれは木剣では──」

「金属製の剣で構わない。どうせ当たらん」

　アトリアが眉根をよせる。魔術師と回復役も同様だ。

「家宝の剣ではありませんが、立派な真剣です。刃はつぶしていませんよ？　最悪、死にます。それに当てますし、当たります」

「そんなもので死ぬくらいなら、こんなところには居ない。いいから打ち込んでこい」

　少し考えたアトリアだったが、小さく息を吐はくと決心したようだ。

「では、まいります。遠慮はしませんから」

　鈍い音を立てて、鞘さやから抜かれる剣。切っ先が俺の顔に向けられた。本人はいたって真剣なのだろうが、俺からしたら赤子同然だ。

「てやあああああああああああ！」

　気合と共に繰り出される一撃。相手の反撃に備えた盾の位置は悪くないし、徒手空拳の俺が反撃できる距離を外そうと試みている。よく言えばセオリー通り、悪く言えば容易に先が読める。

「悪いとは言わないが、良いとも言わん。性格が如実に表れている剣だと言えよう」

　俺は左に避よけてから、軽くパンチを繰り出した。これは簡単に避けられるはずだ。

「──!?　えい！」

　アトリアは避けなかった。上へも下へも対応できる位置の盾を上げてパンチを防ぐ。

「それでは視界が狭まるだろう」

　俺は切っ先の下げられた剣側へステップすると、アトリアの手首を鋭く叩たたいた。

「くっ──」

　剣が手を離れ地面ではねる。アトリアは武器を拾うような視線のうつろいを見せてきた。拾うのか？──同時に左肩が下がっている。フェイントか。バックラーで俺の顎を狙って──ほら、きた。

　首を軽く反らせると、ワンテンポ遅れて盾が空を切った。

「え!?」

「せっかくのフェイントも、アタックの予備動作で台無しだ」

　俺は手のひらで盾を受けると足を払った。

「あうっ」とアトリアは地面に尻もちをつく。

　俺は拳をアトリアの鼻先で寸止めした。

「お前は今、死んだ」

「あ……」

　なにか核心に触れたような顔をしたアトリアは、悔しそうに下を向いたが、しばらくするとゆっくりと起き上がった。

「先生、ご指導ありがとうございました」

「ほう」と俺は思わず感嘆する。

　アトリアの表情がわずかにだが変わっていた。それはかつての勇者を思い出させる変化だった。

（こうやって勇者は強くなっていくのだな）

（これはジョブ特性というよりも、トライアングラム家特有の真ま面じ目めさでしょうね）

（さて、そうはいっても、基礎能力は話にならんほどに低いか）

　彼女のパラメーターを可視化すると、バイタリティがＥ[image: ]。それ以外は全てＧ＋といったところか。三千年前でいうところの三歳児程度のパラメーターだ。頭が痛い。

「ちなみに勇者のジョブレベルはいくつだ？」

　アトリアの表情が突然、崩れた。身を一歩引いて警戒心を露あらわにする。

「レ、レベル１の先生に言っても……それは別に関係ないかと……！」

「いいから教えろ。たった今レベル１の教師に負けただろうが」

「……です」

「なに？　聞こえんぞ」

「だから４です！　何度も言わせないでください！」

　気になっていたのは、アトリアはただ剣や盾を振っていただけという点だ。アビリティが一つも発動しなかったのである。

「レベル４か」

　アトリアは何も言わない。レベルがあと一上がれば攻撃アビリティ〈ハイスラッシュ〉か〈シールドバッシュ〉のどちらか一つを修得できるようだ。逆にいえば、現時点ではバイタリティボーナスという常時発動アビリティだけしか持っていない。

　アビリティが一つあるのとないのとでは雲泥の差だ。アビリティでもなんでもない斬撃と防御など、そこらの村人にだってできる。

　俺は「ふむ……」と顎に手を当てて考えた。こんなことだろうと思って考えていたことがあるのだ。

　アトリアは俺の黙考に耐えられなかったようだ。

「わ、笑いたければ笑えばいいじゃないですか！　勇者のレベルは成長が遅いんです！……失望したなら、偽らずにそう言ってください！」

「……、……」

　俺が腕を組み考え始めると、アトリアは先ほどまでの勢いをぐっと減らして、不安そうな表情を浮かべた。

「な、何か言ってください！」

「お前には才能がある、だから落ち着け」

「あ、そ、そうですか……、そうでしたか……、ごめんなさい……」

　急にしぼんだアトリアだが、悪い表情はしていない。

　さて、そうなると成長の方向性とアトリアの信念を近づけねばならないな。

　攻撃アビリティは武器による発動と魔力による発動の二種類が存在する。どちらかというと剣技だとか盾術だとかいうものは本人の能力に依存しやすい。だから初心者は魔法のほうが良い。魔法は術式さえ理解すれば、魔力やテクニック次第でどうとでもなるのだ。

　だが、アトリアは盾に拘こだわりをもっている。厳密には守るという信念が見えすぎている。

　アトリアが急にもじもじとしながら何かを話し始めた。

「シグルド先生……？　私は、あの、別に自分を下に見ているわけではなくてですね……そ、その……昨日皆の前で認めてくれた貴方あなたを失望させたのかと──」

　話はあとで聞くとして、今は方針を定めねばならない。

「なあアトリア。お前、勇者だろう？　盾で防ぐのもいいが、魔法や術は使えないのか？　魔法剣でもいい。とにかく守るのもいいが、全てを守ろうとするな」

「っ……魔法も術もまだ覚えていません。一般職も育てていませんから、サブアビリティもありません！」

「なにを怒っているんだ、お前は」

「べつに怒ってませんから！」

『……なによ、もう……せっかく感謝してあげたのに……』とすねたように顔を横にするアトリアを放っておいて、俺は今後のプランを組み立てた。

　アビリティは基本的にレベルアップで覚えることができるのだが、特別な特訓などでショートカットして修得することもできる。もちろん並大抵の方法ではショートカットなどできないが、教師が魔王というのはこれすなわち並大抵のことではないだろう。

　よし。それではひとつ試してみるか。

「アトリア、そこに立っていろ。手ごろな術式を思い出すことに成功した」

　どこか居心地が悪そうなアトリアが、顔を横に向けたままこちらに視線を向けた。

「……また戦うんですか？」

「似たようなものだが、そうではない──」

　その時、ちょっとしたアイデアが浮かんだ。

「そういえばあの件も確認していなかったな」

「あの件……？　さっきから色々となんですか。魔法だとか、あの件だとか」

「少し待っていろ。会議をする」

「会議……？　どこで誰とするのですか……」

　呆ほうけたアトリアを放っておき、レイに尋ねた。

（レイ、一つ聞きたい）

（Ｇカップです。二つ目の質問をどうぞ）

（一つ目からやり直しだ）

（すみません、本当はＥカップなんです。ですがセルフィとかいう小娘の胸に目を奪われていたグウェイン様をどうしても──）

（懺ざん悔げを始めるな）

（冗談に決まっているじゃないですか。で、いかがなさいましたか）

　昨日思いついた方法を試してみようと思っている。その前に前提条件を確認しなければならない。

（確認をするが、俺は魔王だ。そして魔王は勇者の敵だ）

（もちろんです。人々が忘れようとも、グウェイン様は魔王に違いありません）

（ということは……倒したら経験値が出るよな？）

（は？　経験値ですか？　まあ、魔王ですからね。倒せば経験値も出ると思いますよ。少なくとも昔は出る立場でしたから、今も出るものかと）

（もしもだぞ？　もしも俺が勇者に負けてみたら、いきなりレベルＭＡＸにならないだろうか）

（アホウ──嚙かみました。マオウ、グウェイン様）

（陰湿な言い間違いをするな。俺だってアホな考えだとは思うが、考えてみれば道理が通っている。俺はまだ過去一度も死んでいない。倒されてもリザレクションで生き返れる）

（私が言っているのは、そこの問題ではありません。グウェイン様を傷つけられる者がどこにいるとお考えですか、という話です。もはや聖剣クラスでも死にませんよね）

（……なるほど。じゃあダメか）

（ダメですね。地道にいきましょう）

「先生、どうすれば良いんですか！」

　痺しびれを切らしたアトリアが叫ぶ。

「方針は定まった。まず大事なことを教えてやるから覚えろ。これはどの戦闘でも言えることだ。これを覚えれば一段階、お前は強くなるだろう」

「え？　そんな技術があるんですか？」

「ああ、ある」

　俺はアトリアの瞳を覗のぞき込んだ。「か、かお……ちか……い、から」と何かを小さく呟つぶやいているが意に介さず言った。

「アトリア・トライアングラム。お前はまず、攻撃を避けろ。盾に依存しすぎだ」

　アトリアはポカンとしていた。言われたことが分からなかったようだ。が、それも数秒のこと。

「イヤです」と首を振る。

「なぜだ。先ほども避けられる俺の攻撃を盾で防いだだろう？　だから視界が狭まって、次の一手が追いきれなかった。俺が言っているのは避けるときと守るときの──」

「トライアングラム家の標語は〈一歩も退ひかず〉！　避けることは許されません！」

　俺の言葉を遮って声高らかに宣言するアトリアは、どうみてもムキになっている。

（レイ、こいつちょっと面倒くさいな）

（グウェイン様もこういうところありますよ。レイはいつも困っています）

（……以後気を付けよう）

　おそらくアトリアは周りに見下されているのだろう。試合中のレッドリー家の坊主の態度を見ればおおよその推測はできる。そういう時、人は何かにすがる。アトリアの場合はそれが家名と標語なのだろう。それを裏切ることは、自分を裏切ることになる。

「頑固なところはアイツと一緒か。まあいい、アトリア、まずはこれを見ろ──」

　俺は一つの術を組み始めた。

　簡単な術なので、無詠唱だ。発動に必要な術じゆつ名めいだけを言葉にする。とはいえ俺にとって魔法やら術は、大抵は無詠唱もしくは略式詠唱で発動できる。

　だが、今から始める行為に関しては、一から丁寧に術式を構築する必要がある。

「さて。では俺の体内に構築されていく術式をよく見ていろ──天術〈スパーク・バイト〉」

「術？　なんでシーフが術なんて……あれ、でも昨日もヒールを……？」

　アトリアは不可解な表情を浮かべながら俺の手を見る。そして息を吞のんだ。

　俺の腕にパチパチと火花を散らせる黄色のヘビが現れている。それはどんどん大きくなり太くなり、どう猛さを増していく。魔力で作った雷のヘビだ。このヘビは、通常よりも丁寧に作り上げている。相手に術の極意が伝わるようにゆっくりとだ。

「……っ」

　ごくり、とアトリアが唾をのんだ。

　俺たちの動向を見守っている残りの生徒二人も明らかに心音があがっていた。魔術師からすればおそらく見たこともない術式の構築だろうし、ヒーラーからすればおよそ現代の回復では追い付かないダメージが発生するのは明白だからだ。

「シーフがなぜ術を……いえ、それよりその術をどうするつもりですか」

　アトリアは気を取り直したように、俺をまっすぐに見つめる。

　その間もヘビが俺の肘まで成長していく。

「お前がかたくなに盾を使うと言うのでな。いっそ別の道を教えてやろうと思ったのだ」

「教えるって……、どうやって……？」

　すでに肩まで成長しているヘビに、シュアーッと威嚇させる。

　アトリアは爬は虫ちゆう類るいが苦手なのか「うっ」と顔をしかめるが、それもすぐに自制した。大した道義心である。

　しばらく見つめ合った。スパーク・バイトは下位の術ではあるが、俺が撃てばどんな術でも高火力となる。

「ではその眼めで見届けるがいい、勇者よ！」

「え──」

　アトリアの言葉の前に、俺は腕を突き出した。貯ために貯めた力が、ヘビの形をとって射出される。シャアーと口を開いた黄色のヘビはアトリアの脇を通り過ぎて、背後の塀を粉々にした。勇者学校の外に居た人間たちが、何事かと通りから校庭を覗いている。

「……うう」

　ペタン、とアトリアは盾を構えたまま地面に崩れ落ちた。

　俺は大きく頷うなずいて見せた。

「よし、今度はお前の番だ。さっきのように撃ってみろ」

「で、できるわけないじゃないですか！」

「馬鹿を言え。無詠唱とはいえ目の前であそこまでゆっくりと術の構築を見せたのだぞ？　極意は伝わったはずだ」

　戦いを極めたもの──たとえば魔王である俺だが──は、同じく極めた技や術を弟子へ相伝することができる。それが〈極意相伝〉だ。強い師匠を持つと弟子としてはメリットが多いのはこの点にある。だから俺には弟子がたくさんいたのだ。

　アトリアはげんなりとしていた。

「極意相伝って……そんな太古のお伽とぎ話ばなしを持ち出さないでください。」

（グウェイン様、極意相伝の話ですが──）

（わかった。お前がそう言うということは、できないのだな。ゆるふわというやつだな）

（いえ。相伝はできます。ゆるふわ化してるだけで、システムは変わってませんからね。できる人間が現代にいないだけです。とはいえ、成功するかは不明ですが）

（ほう？　それなら話が早い）

　極意相伝で大事なのは〈信頼感〉である。師匠が弟子を、弟子が師匠を想おもう必要がある。

　面倒なので、本人に聞いてみるか。

「おい、アトリア」

「なんですか、さっきから！　もういい加減にしてください！」

「お前は俺を信じているか？　俺はお前を信じてるぞ。お前は強くなる」

「な、なにをいきなり……！」

　アトリアは身をよじった。

「お前は最強の勇者になるだろう。俺が保証してやる。だからお前は俺を信じろ。俺は強くなったお前が欲しい。そしてそれは近い将来、必ずやってくる」

「な、なななななな──あ、あなたは昨日といい、今日といい、なんてことを皆の前で発言するんですか！」

　アトリアの顔がぼふんと破裂せんばかりに赤くなった。が、すぐに首をぶんぶんと振った。

「だ、だまされません！　都合のいいことばかり！　たしかに対抗戦で助けていただいたのは感謝しています。腕を折られなかったのも先生のおかげです……でも……でも！　あなたはトライアングラム家の伝説をバカにしているじゃないですか！」

「まだ魔王云うん々ぬんの話を言っているのか？　いい加減忘れろ」

「いい加減って……昨日の今日で忘れられるわけないでしょう！　第一、バカにしてきたのはあなただというのに……！」

「俺はトライアングラム家の伝説を信じている。お前をバカにするつもりはない」

　アトリアは十秒もの間、口をぽかんと開けていた。それから壊れたおもちゃのように、パクパクと口を動かした後、言った。

「信じて……それは、ほんとうに──いえ、だまされません！　魔王を騙かたったことは事実じゃないですか！……、……危うく信じてしまうところだった……アトリア、しっかりしないと……顔がちょおおっとだけカッコよくて、一回助けてくれただけじゃない……！」

「何をブツブツと言っている──まあ良い。見て駄目ならば、体に直接覚えさせることにしよう」

「は？」

　有無を言わさず、俺はアトリアの胸の中心に手を置いた。ビクリ、とアトリアの体が硬直する。

「な、ななななな──」

「動くなよ。今からお前の体に術式を組み込むからな」

　術式や魔法式は体内に式を構築することにより、方向性が定められた魔力として体外に放出される。

　逆に言えば、他人でも相手の体内に術式は組めるということである。大した技術ではないが、現世で出来るのはもはや俺ぐらいなのだろう。

「天は万物を生み出す術すべとなる。ゆえに我、万物の祖となり、理ことわりを生む──」

「ななななな──」

「天術〈スパーク・バイト〉──よし、完成だ。撃ってみろ」

　あとは動作が重要であるので、この場合は右手なり左手なりを前に突き出せばいい。

「ななななな──なにが完成ですかああああああ！」

　胸から手を離したあと、顔を火竜のように赤くしたアトリアが、右パンチを繰り出してきた。同時に金色のヘビが右腕にからみつく。

「おお、それだそれ」

「……え？」

　俺はさらっと避よける。

　アトリアの手から子供のようなヘビが射出され、大木に傷を作った。

「な、なんで私、今……？」

　アトリアは自分の手を見つめている。いつもは無表情の魔術師も目を見開いているし、ヒーラーも口に手を当てている。

「お前の中にはしっかりと魔力が貯蔵されている。使われていないせいでさび付いているようなものだが、魔法の才能もありそうだからすぐに何発も打てるようになるだろう」

「わたしが……魔法を……？」

「どうだ、勇者よ。少しは成長した気分か？」

「は、はい、先生、なんて言ったらいいか……あ、あり──」

　がとう、と続くはずだったその言葉は、俺とアトリアの視線がぶつかった瞬間に引っ込んだ。

　アトリアは首をブンブンとふると、表情を改めた。

「先生は『自分は魔王だ』なんて言わなければ、本当に最高の教師でした！」

「過去形にするんじゃない」

「とにかく私は……あっ」

　アトリアは勢いよく言葉を重ねていたが、その重みに耐えきれなかったように、ペタンと地面に座り込んだ。

「初めての術行使に、使ったことのない魔力器官が驚いているのだろう。今日の授業は終わりだ」

「ま、まだできます！」

「休むこともまた一つの修行だ。素直に言うことを聞いておけ」

「……はい」

　アトリアは渋々頷うなずくと、じっくりと時間をかけて立ち上がり、ゆっくりとした歩調で立ち去った。

「昨日から勇者の後ろ姿を見送ってばかりだな」

（三千年待ちぼうけより良いではありませんか）

　確かにその通りである。

「それにしても……頑固なところもそっくりだ」

　理由は不明だが、顔がたびたび赤くなるのも似ているようだが。

（なんだか嬉うれしそうですね）

　レイの言葉は間違いではなかった。
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　二日目。今日は、地下迷宮での実習とすることにした。

　地下迷宮──それは神々が創造したとされる人じん智ちを超えたダンジョンだ。

　各階層には様々なトラップが張り巡らされ、一定数を踏破するごとに雑魚敵とは一線を画す大物モンスターが立ちはだかる。さらに一定期間で内部構造を変える為、マッピングはほぼ意味をなさない。

　命がいくつあっても足りないとされる地下迷宮踏破だが、もしも最奥部にたどり着くことができれば人生を何回もやり直せるほどの財宝が手に入るとされる。魔剣レイグリリィも地下迷宮六六六階で手に入れた。

　いつできたのかは知らないが、レガリア城下町付近にも地下迷宮が存在していた。命を懸けるべき冒険の舞台だ。アトリアたちが挑戦するには早いと思っていたが、なんと勇者学校の授業で当たり前のように潜っているらしい。

（なかなかどうして、思ったより過酷な修行をしているのだな）

（グウェイン様、一応、申し伝えておきますが、この世界はゆるふわですからね？）

（ああ、そうだったな。なるほど、敵が弱くなっているからこそ授業で使えるのか）

（グウェイン様、一応、申し伝えておきますが、この世界はゆるふわですからね？）

（いや、だから分かっているが……何が言いたい）

（見ていただくほうがお分かりいただけるかと）

　何を伝えたいのかが分からないが、とにかく集合場所である地下迷宮前へ行こう。
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　無事に地下迷宮にたどり着くと、予想外の光景が広がっていた。

「なんだこれは……？」

　そこら中に露店が出ている。大人や子供が笑顔で食事をとっている。酒場もあるようで、〈青空酒場〉と掲げた出店が地下迷宮出入口付近に陣取っていた。まるで祭りだ。

（驚くのはまだ早いですよ、グウェイン様）

（これ以上、驚くようなことがあるのか？）

「先生、お待たせしました」

　呆あつ気けにとられていると、アトリアたちが話しかけてきた。魔術師、回復役ヒーラーと三人そろっている。

　アトリアの顔色は良いようだ。昨日の影響はみられない。あくまで外見は、だが。

　周りの光景になんともいえない情けなさを感じたが、いちいち構っていても先に進まない。

「では授業をはじめるか──」

『いいぞお！』

『よしきた、女だ！』

『おお、ありゃいい体しとるのう！』

　振り返る。

　突然、わあっと盛り上がったのは青空酒場だった。赤ら顔の老人を中心にジョッキを掲げて喝さいをあげている。

　首をさらに捻ひねって、老人たちの視線を辿たどる。

　──半裸の女たちが空から降っていた。

「なんだ、あれは」

「「「……？」」」

　俺の視線を辿る生徒三人。その間にも今度は半裸の女たちが着用していたと思われる装備がガシャガシャと落ちてきた。

　恥ずかしそうに体を隠しながら女たちが装備を集めてどこかへ消えていく。

　アトリアが俺を睨にらんだ。

「先生、最低です」

「いや待て、お前は誤解をしている──」

『お、またきたぞ！』

『男じゃねえか！』

『お呼びじゃねえんだよ！』

　思わず視線を向ける。

　──半裸の男たちが空から降っていた。

「あの現象はなんだと聞いている」

　続いて装備がガラガラと落ちてくる。男どもは恥ずかしがることなく装備を拾い集めている。

『あ、くそ！　デスぺナ、買ったばかりの盾だった！』

『だせえ、俺は左足の靴だったぜ』

『片方はだしの方がだせえ』

　アトリアは質問の意図が分からないらしい。お得意の胡う散さん臭くさそうな視線を俺に向けた。

「現象って……強制排除リムーブのことですか？」

「リムーブ……？」

　そんなものは知らない。何もない場所にいきなり半裸の人間と外された装備が落ちてくるのだ。出てくる場所はほとんど一緒で、定期的に排出されては、また誰かが落ちてくる。

　そのとき、後ろでそわそわとしていた回復役ヒーラーの少女が一歩進み出てきた。

「あ、あの、先生。よろしければご説明してもよろしいでしょうか……？」

「たしかお前の名は……タマモだったな」

「は、はい！　タマモ・キサラギと申します！　第七勇者と狐こ人じんの末まつ裔えいです！」

　やけに焦っているように見えるが、そういう気質なのだろうか。

　彼女は〈狐人〉と呼ばれる種族で、狐様の大きな耳と尻尾が生えている。獣人に分類されるべき種族であるが、狐人は元々中央世界の民ではなく異世界からの越境者だ。

「では、説明を頼めるか」

　タマモに依頼をかけると、「は、はい！」と慌てふためいた。

「あの現象はリムーブといいます。発生源は地下迷宮。迷宮内でパーティが全滅すると一定時間経過後、リムーブポイントに強制排除されます。もちろん内部で手に入れたアイテムは消失しますし、ペナルティとして装備もランダムで一つ奪われます」

[image: ]

「全滅して、戻ってくるだと……？」

（レイ。地下迷宮に何があった）

（だから申し上げたのです。心してくださいね、と。現状は見ての通りです。地下迷宮も世界の雰囲気に流されて、難易度が緩和されたというわけです）

（死人を当たり前のように生き返らせるのが緩和の範はん疇ちゆうなのか？）

（私に言われましても……ただ原理はとても単純ですよ。グウェイン様も迷宮に一歩足を踏み入れていただければすぐに構造を理解するでしょう。これはリザレクションやリビングデッドの類たぐいではありません）

　リムーブを眺めて念話をしていた俺に、アトリアが痺しびれを切らした。

「先生！　そんなに女性のリムーブが見たいんですか!?　私たちは授業を受けたいんです！」

「……わかった。地下迷宮に進むぞ」

　背後から老人たちの歓声が聞こえてきたが、もう振り返るのはやめた。
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　地下迷宮、二階。

　しばらくダンジョン内を歩いているうちに、俺はリムーブと呼ばれる現象のからくりに気が付いた。

（なるほど。入口で生命体情報を読み取って、本体は他の空間へ転送および待機。同時に生物の複製をダンジョン内に作成して、本体と精神同期──つまり操り人形を作って、本人に操作させているんだな。死ぬのは人形で、リムーブされるのが本体というわけだ）

　とても高度な魔法である。叫ばずにはいられなかった。

「地下迷宮まで、ゆるふわ化したのか!?」

　すでに敵と戦闘を始めていたアトリアが、こちらには目もくれずに声を上げた。

「先生、静かにしてください！　集中できません！」

（グウェイン様。あのガキ、そろそろヤっちゃいましょう）

（ヤるな、俺の生徒だ──それにしてもヒドい凋ちよう落らくぶりだな）

（仕方がありません。私が眠っていた地下迷宮も今や似たようなものですよ）

　地下迷宮はセントラルワールド特有のダンジョンであり、俺がゲートを通ってやってきたのも、それらを踏破したいという理由もあった。それがなんという体たらく。真ま面じ目めだった旧友が、久しぶりに会ったら借金だらけだったような情けなさだ。

　俺の落胆になど気が付くこともなく、三名は引き続き戦闘を続けている。

「攻撃魔法をお願い！　詠唱中は私が守る！」

　アトリアは魔術師に確認を取りながら前衛としての仕事を果たしている。誰かを守るときの動きは悪くはない。

「タマ！　回復もお願い！」

「〈生命への祈り〉！」

　削れていくヒットポイントを回復するのは、狐人のタマモだ。

　彼女は地面にひざまずき、目を瞑つぶり、原初の神々へ祈りをささげている。目の前にはお神酒やお供え物、専用の神具が置かれている。どうみても儀式用である。戦闘中にセッティングをする暇などあるわけがない。

（タマモ・キサラギは巫女みこというエクストラジョブを持っていますね。勇者コースではありますが回復という役割上、そちらも並行して育てているようです）

『詠唱終了』

　魔術師──ハルモニアという名の生徒だ──が詠唱を終えたようだ。かなり丁寧で効率の悪い詠唱だったが、この世界の中では優秀なほうなのかもしれない。

『サンダーボルト』

　バチバチ、と破裂音を伴った雷撃が敵の眉間を射抜いた。

『きゅううううううううう』と可愛かわいい声をあげて倒れた敵は、体長六〇センチほどのキングラット・ジュニアだ。ただの雑魚モンスターである。

（なあレイ。こいつ、昔はもっとデカくなかったか？）

（縮んだんです。外敵いませんしね。親玉のキングラットも縮みましたよ）

（どれくらいに縮んだんだ？）

（全長三〇センチぐらいですね）

（ジュニアよりジュニアだな!?）

　キングを名乗らせるんじゃない！

　三人は激闘を制したかのような疲労感を、体いっぱいに表現しているのだが、倒した敵は雑魚ねずみ一匹。キングよりでかいジュニアだ。もはや意味が分からん。

（これじゃあ解体も時間がかかりそうだな。アイテム取得で半日つぶれそうだ）

　モンスターは倒しただけではアイテムにならない。当然、解体をして毛皮や骨、肉や内臓を分類して各商店に売るのだ。毛皮や骨は武具になり、肉や内臓は食材や薬になる。

（グウェイン様、残念ながらその心配は必要ございません）

（なに？）

　答えはすぐに出た。

　目の前に倒れていたキングラット・ジュニアの体が小さく跳ね上がり、その場に再び落ちた。しかし落ちた姿はねずみ姿ではなく、皮や骨や肉に分解されていた。

　肉にいたっては傷まないように葉に包まれていたし、ポップアップで〈香ばしく焼いておきますか？〉と案内がでている。いいえ、とアトリアは答えた。

　絶句している俺をよそに生徒三人はアイテムを拾って袋へ入れる。どうみても小さすぎる袋であったが、全てのアイテムが入りきった。もはや何も言うまい。アイテムは間違いなく迷宮が一時預かりをしてくれているのだろう。

「先生、休憩をしてもいいですか？」

　俺は無言で頷うなずくしかなかった。

　アトリアたち三人は話し合いを始めた。何を話しているのかは分からないが、「今日は誰の使う？」だとか「このまえポイントたまったから交換したの！」だとか話している。

　何かが定まったようだ。アトリアはアイテムをしまっていた袋から、今度はお札のようなアイテムを取り出すと、迷宮の壁に貼はり付けた。

　ドンッ、と腹に響くような音が一度した後、迷宮の壁にはドアが一つ設置されていた。

　アトリアたちはドアの向こうへ消えていく。

　何があるのかと後に続いて覗のぞいてみれば、そこには小さな部屋が一つ生まれていた。それも無骨な石の壁ではない。まるで風通しの良い草原に建てられた小屋のような造りだ。どういう理屈かは知らないが、窓の外にはイメージ通りの草原が広がっている。

「……なんだ、これは」

　鼻歌を歌ってお茶を入れていたアトリアが『またこの質問か』というような顔を浮かべた。

「先生は本当に何もご存ぞん知じないんですね。これは迷宮用のセーフポイントです。迷宮専用アイテムを非戦闘状態で使用すると、このように部屋ができます。敵も来ませんから、ゆっくり休めるんです。ちなみに窓の外は幻影ですから出られませんよ？」

　俺は壁紙を見た。よくわからない丸っこいモフモフした生物がいくつも並んでいる。

「可愛いでしょう！　この前、ログインボーナスがたまったので交換したんです！」

「ログ……？　なんだそれは」

「なんだそれはって、毎日一回、迷宮をくぐればポイントがつくじゃないですか。先生だってついてますから、いつかはアイテムと交換できますよ。ほら、こうやればポイント見えますから」

　俺専用だというボーナスシートには、なにかのマークが押されていた。下には『ログインボーナスをためて、迷宮攻略を有利に進めよう！　※課金する場合には十分にご注意ください』と書いてある。

（ゆるふわですねえ）とレイが言ったが、俺にはもう、ついていけなかった。

「……毎日楽しそうで良かったな……」

「そうでしょう？　教えてあげたんですから頑張って続けてくださいね」

　褒められたと勘違いしたアトリアの鼻歌が再開された。

（どれだけ過保護なんだ、地下迷宮よ……）

（どこまでも過保護なのです──さて、グウェイン様。もう、さすがにお分かりですよね）

　かしこまったレイの声。何を言いたいのかはすぐに分かった。いい加減に、このゆるふわ具合に慣れろと言いたいのだろう。

（ペロペロタイムがやってきました）

　分かっていなかった。
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　地下三階でその事件は起きた。

　アトリアを先頭に、魔術師、回復役ヒーラー、俺と一列で細い道を進んでいたときのことだ。

　先頭を歩いていたアトリアの足元で、カチ、と音がした。足元の一部が不自然にへこんでいる。

「あ」とアトリアの声。

「ああっ！」とタマモが頭を抱えた。口数の少ない魔術師もさすがに「……あ」と追従。

（罠わなだな）

（罠ですね）

　アトリアが実に申し訳なさそうな表情を見せた。

「皆、ごめん。またやっちゃった」

「死にたくないですう」とタマモが頭を抱えた。

　踏んだトラップはモンスター引き寄せのようだった。

　皆が後ずさる。同時に、どこからか何かが蠢うごめいて近づいてくるのが分かる。が、なかなか近づいてこない。

「どうする？」だとか「引こうか？」だとか「死にたくないですううう」だとかの意見交換がなされる。誰も動かず、敵も近づいてこない。

　皆が動きを止める中、我慢できなくなり尋ねた。

「おい、なぜ動かない？　早く何か行動をしろ」

「なにを言っているんですか！　動いたら、敵も動いちゃうじゃないですか！」

「敵が動くのは当たり前だろう。それより早く動けばいいだけのことだ」

「敵より早く動くなんて……先生はよくそんなに卑ひ怯きようなことができますね……！」

「卑怯だと？　敵より早く動くのが卑怯だというのか？」

「いくらモンスター相手でもルールは守ってください！　相手が一歩歩いたら、こちらも一歩！　敵、私たち、敵、私たちとターンは交互に巡るんですから！」

　ちょっと待て。

（ターン、だと？　敵が行動を待つ、だと？）

（やっぱり戦いでも平等に進めるべきですよね。どちらかが恵まれていては、勝負とは言えませんから──というわけで、自分が動かなければ敵も攻撃してこない仕様です。一ターンずつ仲良く分かち合うわけです。もちろん迷宮だけの仕様ですが）

（それでいいのか地下迷宮！）

　もはや何度目か分からない衝撃を受けている横で、タマモは「ああ、死にたくないですう……」と涙ぐんでいた。

　狐こ人じんは生来、第十異世界シンラバンショウの民〈月つき人びと〉が使役する種族であった。太古より主従関係にあった狐人は〈使役〉という絶対命令の呪いを掛けられていたのだ。今でこそ呪いも薄まっているはずだが、そういう理由から他人に依存することが多いらしい。

「皆みんな、それじゃあ準備開始！　余計な動作には注意してね！」

　アトリアの声に各々が戦闘態勢に入る。

　空気が振動している。ターンが進んでいるらしい。

「お前ら、ちょっと止まれ」

「はい？」

　俺の言葉に三人の行動が止まる。モンスターの気配も止まった。

「動いてみろ」

「なんでそんなこと命令されないといけないんですか！」

　アトリアが反論する。モンスターも動き始めた。

（本当にターン制だぞ……）

（ゆるふわ世界を疑わないでください。そして受け入れるのです）

「さあ、先生なんて放っておいて、準備を続けて！」

　通路の奥から何かの大群の影が見えはじめた。威圧はどんどん大きくなり、じきにその発生源は姿を露あらわにした。

　角を曲がって現れ出たのは軟体生物〈スワロウ・ワーム〉だった。

　別名〈エントツ〉と呼ばれるそいつは、エサを頭から丸まる吞のみして直立し、ゆっくりと窒息死させたあと、時間をかけて消化していくという習性の独特なモンスターである。

「あいつら！　この前、三匹に全滅させられちゃったやつだ！」

「そ、それが何十匹もいますううううう!?」

　三匹程度に負けたのならば、この大群を乗り越える術すべはないだろう。

　諦めて死に戻りでもするのか、と考えていたが予想外の反応が見られた。

「大丈夫！　落ち着いて、タマ！」

　アトリアは臆していなかった。むしろやる気が増しているようだった。

「幸運にも通路は狭い！　私が耐えている間に範囲魔法で倒していけばいい！」

　俺は彼女の判断に口を出すことにした。

「アトリア。とにかくお前は自分が弱いことを自覚しろ。一人で前に出過ぎるな」

「弱いからこそ前に出るんです！　強くなる為ために！」

　アトリアが剣を鞘さやに戻し、盾に両手を添える。防御一徹の構えだ。

「トライアングラムの血は、いつの時も他者を守るために流すのです！」

（レイ、ここでこいつらが死んでも大丈夫なんだよな？）

（はい、もちろんです。我々の体は今、本体が操っている複製品という立場ですから）

　しかし、死ぬときは、しっかりと痛みや苦痛を感じるという。だからなのか、彼女たちは必死に抗あらがうことはやめず、死に戻りなんてことも頭にないようだった。

　タイムリミットはやってきた。ベゴン！、と先頭をうねるワームと、前衛のアトリアの盾がぶつかった。戦闘開始の合図だ。

　スワロウ・ワームは軟体であるため、爪や牙によるダメージはない。更に細い道に退避することも成功していたので、一匹から二匹のワームと対たい峙じするだけでよい。よって、アトリアの腕の見せどころは、ワームとの押し合い勝負ということになる。

「い、嫌です、もうあんな思いはしたくないです……！　苦しいのは嫌ですう……！」

　涙目のタマモが必死に防御関連のアビリティを実行しようとしているようだが、小道具を均等に並べていくうちに、体当たりの振動で振り出しに戻ってしまう。

　そもそも使用している小道具だが、神属性も聖属性も付与されていないただの物体でしかないため、配置せずともアビリティに影響は全くない。

　静観するつもりが、なんだか情けなくなり、思わず声をかけてしまった。

「そんなに死ぬのが嫌なら強くなれ。本来なら、冒険は一度死んだら、そこで終わりだ」

　反応はアトリアから返ってきた。

「先生！　そんなに偉そうに言うなら手伝ってください！」

「そうはいかん。これも授業だ、乗り越えて見せろ。そして強くなれ」

「くっ、うう……何なのこの人……、……絶対に……負け、ないんだからっ！　タマ、落ち着いてアビリティ発動を！　絶対に守るから！」

「あ……、う、うん！　アリアちゃん、ありがとう！」

　アトリアは俺の言葉で火が付いたのか、じりじりとワームを押し返している。

　しかし前のめりになり過ぎたのがいけなかった。

　防御ラインが上がった隙をついて、ワームの大きな口がアトリアの頭を狙った。

　タマモが叫ぶ。

「アリアちゃん！　危ない！」

「え？　あ……、きゃあああああああああ!?──ふぐうううううう!?」

　アトリアは見事な一本食いに遭い、盾は地面に落ちた。

「アリアちゃあああああん!?」

　敵の進軍が止まった。丸吞み中のワームが邪魔で、後ろのワームが前進できないらしい。

　昔、煙突に頭からすっぽりとはまった盗賊がいたが、アトリアはまさにそんな感じだった。足がバタバタ動いていたが、そのうちビクンビクンと痙けい攣れんし始める。

（レイ、ドレインを弱めろ。もはや見ていられん）

（本気モードのグウェイン様って本当に素敵ですう♡）

　ザワリ、とざらついた空気が辺りに充満する。

　下位の術は無詠唱、略式詠唱も可能だが、上位ともなると、俺でも多少の手順を要する。

　俺は魔術師を横に追いやり、タマモを後ろに控えさせながら、詠唱を始めた。

「天は万物を生み出す術すべとなる。ゆえに我、万物の祖となり、理ことわりを生む──」

　魔法式も術式もまた他の異世界の神秘も魔術も、呼称や習得方法や信念は別だが、発動すべきものの設計図を体内で組み立てるという基礎は一緒だ。

　胸の前に出した両の手が、絡み合い、握り合い、指を立て、体内にいくつもの短い式が複雑に組み込まれる。

　無風であるはずのダンジョン内に暴風が吹き始める。

　魔術師は帽子を押さえてしゃがみこんでいた。感情に乏しいタイプながらも、驚きに目を丸くしているようにも見える。

　背後のタマモはといえば、なぜか平伏して叫んでいた。

「う、うえええええええええ!?　か、神様なのですかああああああ!?　神様が降臨されているのですかああああああ!?」

　遠目に見れば、何も変わらぬ状況だろうが、俺の周りにいる奴やつらはそうはいかない。暴力的な空気は粘度を増し、一息するたびに体内を侵される感覚。吐き出したころには、絶大なる力の前にひれ伏すのみだろう。

「エントツワームよ。我に怒りをもたらしたことは褒めてやるが、少しは空気を読め！　後悔しても、もう遅いぞ──天術〈ソロ・フェア〉！」

　前方範囲天術ソロ・フェア。

　大きな風のうねりが通路後方から発生。俺たちだけを避けた暴風は、通路を埋めるワームを次々に捩ねじり切り、細かく刻み、風の流れに乗せて消失させた。

　アトリアが吞み込まれたワームは皮をむかれるように外側から削れていき、ある一定の薄さになると、耐えきれずに拘束を解いた。

（ドレイン再開）の命令と共に、力が魔剣に流れ込む。

　ぴくぴくと動くアトリアの呼吸を確認。どうやら無事のようなので、そのまま脇に抱えた。

　魔術師はすでに立ち上がり、戻る準備をしている。

　地面にいまだにうずくまっているタマモに声をかけた。

「よし、タマモ。とりあえずは上へ戻るぞ」

「は、はいいいい、神様ぁ！」

「……？」

　地面にうずくまっていると思っていたタマモだが、よく見ればその体勢は土下座というやつだった。遠い昔、サムライに会いに行ったときにジパングで見たやつだ。

「何をしている、タマモ。なぜ土下座をするんだ。俺は主君ではないぞ、教師だ」

「もちろんでございます、神様ぁ！　ははあ！」

（おい、レイ、どう見る）

（どう見るも何も、呪いが発動したのでしょう？）

（呪い？　呪いというと、狐人の呪いか……？）

（血が薄まっているとはいえ、発動条件を満たせば呪いも現れましょう。この狐人は圧倒的な力を見せつけられたことにより、グウェイン様を主君とあがめることを強制されたのです）

（俺は教師だぞ？　生徒を下僕にしてどうする）

（仕方がありません。呪いですから諦めてください。それともドレインで──）

（諦めるから生徒から吸うな）

　というわけで、二日目にして下僕ができた。




　地上に戻り、片付けや現状確認をしていると、「ううん……」とアトリアの意識が戻った。

　アトリアはゆっくりと体を起こした後、右を見て左を見て、空を見た。

　太陽は真上を通りすぎたころだ。

「あっ！　いけない！」とアトリアが急に起き上がる。

　しかし先ほどのダメージがまだ残っているのだろう。足元がおぼつかず、ふらっと俺によりかかってきた。

「もう少し休んでいろ」

「時間が無いんです！　アメが降ってきちゃう！」

　アトリアの声に、パーティの二人もなにかに気が付いたようだ。

　タマモが促した。

「アリアちゃん、後片付けとか精算とかは私たちでやっておくから、行ってきて！」

　口数の少ない魔術師もコクコクと頷うなずいている。

　俺には訳がわからないまま、アトリアは駆けだした。

「ありがとう、二人とも！　終わったらすぐ戻るね！」

（雨が降る？　雲一つない晴天だぞ）

（実際に見ていただいた方がお分かりいただけるかと）

　レイの助言に従い、俺はアトリアの背をゆっくりと追いかけた。




　　　　＊




　アトリアは町には向かわずに、草原を目指しているようだ。開けた場所にくると足を止めた。

「やけに盛況だな」

　草原は屈強な男たちを中心に人であふれていた。皆空を見上げている。アトリアもきょろきょろと空を仰いでいた。

　俺もつられて上に視線を向けた。

　ボヨン、と背中に何かが当たった。随分と柔らかい。

「ひゃっ！　す、すみません！」

　聞き覚えのある声に振り返った。胸を押さえたセルフィが頭を下げては上げてを繰り返していた。

「あれ……？　シグルド先生？」

「セルフィも居たのか。こんなところでなにが始まるんだ？」

「シグルド先生こそ、アトリアさんのお手伝いですか？」

「手伝いだと？」

「あれ？　異世界アメを集めにきたのでは？」

「そもそも異世界雨とはなんだ？　晴天だぞ」

「あれ……？　異世界アメをご存ぞん知じないですか」

「雨ぐらい知っている」

「いえ、多分その雨ではなく飴あめです。キャンディのほうです。異世界飴というのは、空から降ってくる飴のことなんです」

　セルフィはポケットから石を取り出した──いや、おそらくそれが異世界飴なのだろう。半透明の色とりどりの飴は、まるで宝石のようだ。

「異世界菓子のなかでも異世界飴はとくにレアリティが高いので競争率も高いんです」

　つまりここにいる屈強な男たちは甘いものを求めて集まっているということか。

（だが、なぜ空から菓子が降ってくるのだ）

（それはもちろん自然ゲートからお菓子が湧いてくるからです）

（異世界から菓子が？　どういう理屈だ）

（理屈もなにもありませんよ。第七十九異世界〈スイーツパラダイス〉から湧いているだけです）

（そんな異世界は聞いたことがないぞ）

（数十年前に繫つながったゲートですから、グウェイン様が知らぬのも仕方がありません）

　もはや何も言うまい。確信したが、ゆるふわ化しているのは中央世界ばかりではなく、異世界も同様のようだ。

　セルフィは、遠くで空を見上げるアトリアを見て、笑みを浮かべた。

「シグルド先生はきっと、アトリアさんが自分の為ためのお菓子を集めに来たと思っているでしょう？」

「違うのか？」

「ええ、違いますよ。アトリアさんは、孤児院の子供たちにおいしいお菓子を食べさせてあげるために、いつも異世界菓子の争奪戦に参戦しているんです。異世界菓子は売ると高いですし、限られたゲートなので輸出もできますから」

「なるほどな。孤児のためか」

　俺は辺りを見渡した。頑強な肉体を持つ男どもとアトリアの力の差は大きいだろう。

「アトリアが効率的に飴を集められるとは思えんのだが」

　困ったようにセルフィは微笑ほほえんだ。

「そうですね。お金が絡めば大人も子供もありません。私も後方支援をしたいのですけど、アトリアさんから断られてしまうので、こうして一人で挑戦してます。数個しかとれないですけどね」

「大人どもは金のために菓子を集め──傷だらけになりながらも、アトリアは孤児のために集めるのか」

　簡単に想像できた。アトリアが押しのけられ、弾はじき飛ばされながらも、子供たちが喜ぶのならと自分の力だけで成し遂げようとする姿。

「アトリアさんはとってもまっすぐな子なんです。飴集めだって……皆に手伝ってもらいたくないのは、異世界の菓子集めをする人間は心が卑しい、と酒の席で笑い話になることが多いからです。自分が笑われるのは良くても、他人が笑われるのは嫌なのでしょうね」

「アトリア一人だと、勝率はそこまで悪いか」

「そうですね……あまり良くはないです。周りはチームで動いたりもしますし」

「なるほどな。菓子集めは、立派な商売というわけか」

　その時、聞き覚えのある声がした。

「──間に合ったようですね。アリアちゃんはどこでしょうか？　お手伝いは断られているけれども応援はいたしましょう！」

　いつの間にかタマモが魔術師のハルモニアと共に近くに立っていた。どうやらアトリアを応援しにきたようだ。拾う気がないのなら、ちょうどいい。

「おい、タマモ」と俺は手招きをした。

「先生様！　こちらにいらっしゃったのですね。先生様も飴集めでしょうか？」

「俺は違う。悪いが一つ頼まれてくれないか」

「もちろんです！　いかがいたしますか？」

「急きゆう遽きよ、机が必要になったのだ。似たようなものでもいい。頼めるか？」

「お安い御用です！」

　タマモは四つん這ばいになった。

「どうぞ、先生様！　机です！」

「お前は何をしている」

　レイが二人になった気分だぞ……。

「服が邪魔ということでしょうか？　それでしたら背中を破いて──」

「ちょっと黙って、とりあえず立て。セルフィが青ざめているから、その誤解を解いたのち、酒さか樽だるを持ってきてくれ。机代わりにはそれがちょうどいいだろう。青空酒場に行って頼んで来い。代金はあとで俺が支払いにいく」

　セルフィは首を傾かしげた。

「何に使うのでしょうか……？」

　俺はにやりと笑って見せた。

「勇者の後方支援だ」




　タマモが持ってきてくれた樽たるを立てて台とする。

　セルフィもタマモも魔術師のハルモニアも、何をするのか？、と一様に首を傾げていた。

　アトリアも俺に気が付いたようだが、近づいてはこない。その視線は『今度は何をするつもりなのだ』という不信感に満ちていた。

「セルフィ。飴はもうすぐ降ってくるのか？」

「そうですね……夕ゆう陽ひが差す前には必ず降ってくるでしょうから、もうそろそろだと思います」

　ならば開始しても構わないだろう。

　俺は草原に立つ男どもへ声を張り上げた。

「金貨百万枚だ！」

　突然の声に、男どもはうろんげに振り返った。

　アトリアもぎょっとしてこちらを見ているが、なるべくそれを悟らせたくないのだろう。顔は空へ向けたまま、目線だけをこちらに向けていた。

「お前らはよほど力自慢とみた！　そこでだ！　俺に腕相撲で勝ったなら、早い者勝ちで金貨を百万枚くれてやる！　列から離れたら挑戦は認めん！　再戦はいくらでも認めてやろう！　さあ、かかってこい！」

『なに言ってんだ、あいつ』

『金貨百万枚なんてどこにあんだよ、んなもんあったら飴なんか拾いにこねえだろ』

『弱そうなやつほど大口叩くぜ』

（レイ。魔王城の宝物庫から金貨を転移させろ。盗もうとする奴やつはドレインでつぶせ）

（はーい！　グウェイン様のおおせのままにい♡）

　がすん!!、と俺の背後に宝箱が落ちてきた。崩れるギリギリまで積み上げた宝箱の中には、金色のコインがこぼれんばかりに詰められていた。二千年前の金貨ゆえに貨幣として使用することはできないが、溶かしてインゴットにでもすれば莫ばく大だいな資産となるだろう。

　あたりが一瞬にしてシン、と静まり返り──すぐに火山が爆発したかのような勢いで、罵声やら怒声やら騒音やらが草原中に轟とどろいた。

「シ、シグルド先生……？　こ、これは……？」とセルフィが大きく目を見開いている。

「か、かみさまあああああああ！」とタマモは先ほどからの呪いに行動を支配されている。

「この金貨……やっぱり……？」と普段から無口なハルモニアが俺をジッと見た。

　アトリアはというと、やはり顔を上向けたままだったが、茫ぼう然ぜんとしているのか口をぽかんと開けていた。

　その口に、ころんと一粒の飴が入り込んだ。

　ん、という表情をして口の中で飴を転がすアトリアの顔がその甘さにとろけていき──ハッとなった。

　空から飴が降ってきたのだ。

「異世界飴です！」

　セルフィが声をあげるが、聞こえているものはほぼいない。なぜならば俺の周りに集まった奴らが、金貨に目を奪われているからだ。

　アトリアはすばやく飴を拾い集めはじめた。背中に口の大きなカゴを背負っているのは、空から落ちてきた飴をダイレクトキャッチするためだろう。勇者の威厳とは程遠い恰かつ好こうだが、俺にはその姿が輝いて見えた。

　列整理をしているタマモが次々に挑戦者を運んでくる。

『うぎゃあああああああああああ』

『こ、こいつ……な、なんて力だ……ぐああああああああ』

『やっぱ挑戦やめます。やめます！　やめますからああああああああ！』

　アトリアが何か言いたそうにこちらをちらちらと見始めたが、俺は無視をした。

「勇者よ、間違っても魔王なんぞに感謝をするなよ」

　俺は大男の腕を次々に樽に押し付けて、敗者の山を築き上げていった。

　すべての挑戦者が意識を失う少し前、飴を拾い集めたアトリアは俺に頭を下げて、孤児院へと向かった。

「ああ、すごいです、シグルド先生！　私には思いつかないサポート方法です！　先輩、とっても感動しましたよ！」

　セルフィが両手を胸の前で合わせると、それにあわせて二つの山ができあがった。死し屍し累々だったはずの男どもが別の意味で黙った。やり方を考えれば俺よりも効率の良いサポートができそうな気もするが黙っておこう。

「さすが神様ですね！　このタマモ・キサラギ、先生様の机として一生ついてまいります！」

「せめて人としてついてこい」

　セルフィはタマモの様子を困ったように、しかしどこか穏やかな表情で見つめた後、飴が降りやんだ晴天を仰いだ。




　あくまで余談だが──。

　異世界飴が降ったその日、孤児院の子供たちはアトリアのプレゼントの到着をいまかいまかと心待ちにしていたという。そうして届けられた普段より多い異世界飴を見た子供たちは大いに喜んだらしいのだが、俺は魔王なのでそんなことは興味がないのである。
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　その日は本人たちの希望──主にアトリアの主張だが──もあって、地下迷宮の実習は三人だけで潜ることになった。

　死に戻りは情けないからやめろ、と注意すると「それも立派な戦略です！」などとムキになって反論していたアトリアだったが、「でも、先生のおっしゃることも覚えておきます」と付け加えた。

（グウェイン様、勇者も飴あめひとつで落ちるとはちょろいっすね）

（チンピラみたいな発言はやめろ。そういう目的で後方支援をしたのではない）

「そういえば、忘れていたな」

　あの時に使用した樽たるは、青空酒場から持ってきたのだ。その支払いがまだだった。

　リムーブポイント近くに店を構える青空酒場に足を向ける。屋台なので、椅子や机はすべて外に置かれている。

　歯抜けの店主に先日の礼と支払いの旨を伝えると、「飲んでってくれりゃいいわ」と豪快な笑顔を向けられた。

「ふむ。たまにはそれもいいか。では赤ワインをくれ」

　あいよ！、と威勢の良い声と共に、ワインのはいった木製カップと木の実が手渡された。席はどこでもいいらしいが、ほぼ埋まっている。昼間から信じられないことだが、それが平和というものなのだろう。

　カウンターがあいていたので座る。ワインを一口含み、鼻から空気を入れた。液体を口内で転がすと、上等ではないが木の実によく合うようなすっきりとした味わいが広がった。

　空は青く雲一つない。ときおりリムーブされた冒険者に沸きたつ客たち。怠惰ではあるが平和である。

（グウェイン様！　ゆるふわ世界にとりこまれてますよ！）

「はっ!?　ゆるふわ世界め……魔王をなめるでない！」

　その時、老人たちの歓声がひと際大きくなった。

　リムーブポイントを見ると、見覚えのある三人組が半裸で空から落ちてきた。

「やれやれ。天術を教えてやっても、戦術のほうはまだまだか」

　顔を真っ赤にして装備を集めるアトリアたちを手助けするべく、俺は一足飛びに青空酒場を離れた。




　　　　＊




　死に戻りをしたアトリアに話を聞くと、なんだか要領を得ないことばかり言う。

　根気よく尋ね続けていると、最終的に「罠わなを……踏みました……」と認めた。

　またそのパターンかと呆あきれてしまう。

「なんでもかんでも一人でつっぱしるからだ。少しは仲間を頼れ」と我ながら魔王らしからぬ助言をしてみたが、アトリアはむっつりと黙ったままだった。

　タマモは困ったように笑い、魔術師はボーっと俺を見つめていた。

　アトリアは憮ぶ然ぜんとした表情で下を向いている。

　ふと、異世界飴の帰りにセルフィが言っていた言葉を思い出した。

『アトリアさんは、他人を頼ることができないのだと思います。もちろん嫌っているわけではないですよ。お友達や孤児院の子たちにはとっても優しいですから。でもトライアングラム家の重荷が、アトリアさんの気持ちを押さえつけてしまっているのかもしれません』

　ようするに、トライアングラム家の伝説のせいで周りにバカにされている日々が、アトリアのまっすぐな気持ちを歪ゆがめてしまったということだろう。今でこそわかるが、確かに俺のファーストインプレッションは最悪だったに違いない。

「おい、アトリア」

「……なんでしょうか」

「お前が最強の勇者に成り得ることは俺が十分知っている。お前が弱いわけがないんだ。だからもっと自分に自信を持ってみろ。他者の言葉を素直に受け入れられるはずだ」

「……え？」

　ハッと面おもてをあげたアトリアのその表情は、一瞬ではあるが喜びに染まっていた。が、俺の顔を認めた途端、『こいつは信用ならん』といったような疑心の色を顔に浮かべた。

　アトリアはすぐにそっぽを向いてしまった。

「ありがとうございます。自称、魔王様」

　グウェイン先生、とは言わないあたり、やはりトライアングラム家の伝説に縛られているようだ。

（困ったものだ……）

（ドレインします？　わくわく）

（まだ判断するには早い）

（ドレイン中止です。シクシク）

　とりあえず今日は解散することにした。授業のペースは俺に任されているのだから、こういう日があっても良いだろう。

　アトリアは何かを言いたそうにしていたが、俺が言い返さないと、そのうち一人で立ち去って行った。




　地下迷宮から町に繫つながる道を一人で進んでいると、「ねえ」と背後から声を掛けられた。

　振り返ると、生徒の一人が立っていた。前衛のアトリアでも回復役ヒーラーのタマモでもない、無口な魔術師だった。背が低く、顔が小さい為ため、目が一回り大きく見える。その瞳の色は透き通るようなブルーだった。

　彼女の名は〈ハルモニア〉。

　正式な姓名を〈双星のハルモニア〉とする少女の耳は、わずかにだがとがっていた。それもそのはずでハルモニアは人間の勇者とエルフの子──ハーフエルフなのである。

　いつも眠そうにしていて、まぶたは半開きだ。たまに口を開いたとしてもぽつりぽつりと呟つぶやくだけのことが多い。これまでもあまり話をしてこなかったが、なぜか視線を強く感じることが多かった。

「どうした、双星のハルモニア」

「……ハルでいい。エルフの名前、変だし、長い」

「変だとは思わんが……まあお前が言うならそうしよう」

「ハルの名前、変って思わないの……？」

「ああ。変ではないぞ。昔はお前みたいな知り合いがたくさんいたしな。爆弾のエンゼファーとか頭がぶっとんでいたぞ」

「それ……魔王伝説の架空のエルフ……」

「あの大馬鹿野郎が架空だと？　それが本当ならばどれだけよかったことか。魔王城を見てみろ。あの右上の部分だけ、変につぎ足されている感じがするだろ？　エンゼファーが爆発させたからだ。いつか請求してやろうと思ったが、それも叶かなわなかった」

「お話、おもしろい……」

　ハルは口元の緊張を少し緩ませた。これが彼女にとっての笑顔なのだろう。

　エルフは種族によって違いはあるが、生まれた場所や、示唆される運命に関連する言葉を添えて、自身の名を名乗る。エルフは元々中央世界の民ではなく、第三異世界〈ミステリオス〉を故郷としている。つまり元は魔族の俺や狐こ人じんのタマモと同じ移住者の血だ。

　ハルはあいかわらず眠たそうな双そう眸ぼうで俺をじっと見つめた。

「ねえ、センセ。ニアが話したいって言ってる……いい？」

「ニア？」

　俺の疑問に答えたのはレイだった。

（おそらく資料にあった話では？　双星の名の由来です）

（ああ、あれか）

　俺の沈黙を肯定と受け取ったのだろう。ハルは目を瞑つぶった。

「じゃあ……ニアに代わるね……」

　ふっと、ハルの生命の色が変化した。白だった命の流れが、黒へと染まっていく。不快感はないが、一つの生命が姿かたちを変えぬまま、内面だけを変えていくのは自然な現象とは言いがたい。

「ニアというのは、もう一つの人格だな？　ダークエルフの」

　先行して発した台詞せりふだったが、タイミングは良かったらしい。

「うん、そうだよ！　ニアがニア！　よろしくね、センセ！」と元気のよい声が返ってきた。表情は別人のようで、半開きだった目も大きく見開かれていた。

（性格まで真逆か。人格変更によりダークエルフ化するとはいっても、肌色などは変わらんのだな）

（見てください。瞳の色は赤く染まっています）

　資料にはこう書いてあった──双星のハルモニア。勇者とエルフの子。ハーフエルフ。中途でダークエルフの血が入る。隔世遺伝により双星のハルモニアには明確にエルフとダークエルフの血が混ざり、結果二つの人格が一つの体に宿っている模様。

「センセ！　ニアはセンセに頼みごとがあって、ハルに代わってもらったんだ！」

「そうか。生徒の頼みを聞くのは教師の定めだろう。何でも言え」
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　いつの間にか、ニアは一冊の本を胸に抱いていた。遠目から見ると、それはエルフ語で書かれた書物らしい。エルフ語はとても難解な言語で読める者は少ない。

「うん！　ニアもセンセの下僕にしてください！」

「下僕だと？　そんなものタマモ一人で十分だ」

「タマモは『自分は机です』って言ってたよ！」

「異世界飴の命令が継続中なのか!?」

　あいつの呪いはどうなっているんだ。

「うーん……下僕がダメなら、じゃあ弟子にしてください」

「弟子か」

　懐かしい響きだ。魔族の住む異世界〈シックスヘイブン〉では、王ではなく闘神としてあがめられていたのだが、よく弟子入りしてくる奴やつがいた。強き者から技を継承する為である。

　こちらにも弟子を引き連れてきたのだが、今では一人も残っていない。魔族は転生する者が多い。弟子たちも何人か転生しているはずだが誰も会いに来ない。もしかすると俺がまだ生きていることに気づいていないのだろうか。引きこもった弊害だ。

「うん！　ニアはこれを読んでセンセのこと、勉強した！　センセを初めてみたとき、書いてある特徴と絵にそっくりだったから、確信した！　ハルが寝ているときに毎日読んでるから、間違いないよ！」

　ニアはそう言うと一冊の本を押し付けてきた。やはりエルフ語で書かれているようだ。当然読めるので、タイトルを読んでみた。

「〈魔王グウェイン、解体新書。イケメン魔王の秘密、すべて教えちゃいます特別号〉」

　どう考えても作者が身近にいる。

「（あああああ!?）」

　突如、レイが念話で叫びつつ、実体化もしつつ叫ぶという非常にやかましい行為をしてきた。

「叫びたいのは俺のほうだが……どうかしたのか」

　レイは、ニアの手ごと本を握りしめている。その体は大きく震えていた。普通は剣が人に化けたら驚くものだが、ニアは「あっ」と言っただけだった。

「こ、これは、千年以上前に発行した私の本です！　マニアのためのマニア本だったため、そもそもの冊数が少なく、さらにその後、保管場所ごと焼失してしまったので、この世にはもはや存在しないかと思っていたのですが……まさか残っていたとは……」

　ニアはごくり、と唾をのんだ。

「剣が人間に……、すると、あなたは著者の魔剣レイグリリィ様！　百ページにもわたるあとがき、いつも読んでます！　六十四ページの似顔絵イラストがすきです！」

　どう見ても三百ページ程度なので、三分の一があとがきである。

「おお……、おお……、なんという敬けい虔けんな読者！　トライアングラム家に訴訟を起こされたときは孤独を感じたものですが、私にもこんな素晴らしい読者がいたなんて……二巻、絶対に書きますから！」

　絶対に止めてやろう。

「ニアはまちがってなかった！　やっぱりセンセは魔王グウェイン様なんだ！　お願いします！　ニアを弟子にしてください！」

　レイは力強く頷うなずいた。

「弟子にします」

「俺の意思はどこだ……？」

「信じられません！　こんなに熱心なファンを見捨てるのですか!?　この鬼畜！　魔王！」

　確かに魔王だが……。

　レイはニアの肩に、そっと手を置いた。

「双星のハルモニアよ、私はあなたの真摯なグウェイン様愛を認めます。これからもグウェイン様への忠義心を忘れぬように……ただし、私の正体は絶対に誰にも言わないこと。そしてグウェイン様のことは当面、シグルド先生で押し通すように。わかりましたね？」

「はい、魔剣レイグリリィ様……サインください……ここに……イラストのとこ……」

「わかりました……さらさらさらっと……どうぞ……日々、精進するのですよ……」

　なんだこの神聖っぽさを出そうとしている感じは。ただのサイン会だぞ。

　二人は納得し合うと、今生の別れを前にした姉と妹のように固く抱き合った。

　レイは剣に戻り、ニアはサイン本を大事そうにしまうと、「じゃあハルに戻るね！」と手を振った。

「おい待て。一つ、いいか」

「なんでしょうか、お師匠さま」

　師匠か……まあ教師みたいなものだから許そう。

「ニアは……いや、ハルでもいいんだが、その本の内容をアトリアに教えたことはあるか？」

「ううん。ハルはこの本、読めないから。ニアはアトリアと話したことないんだ」

「ほう、そうなのか──ああ、なるほど、お前の瞳は魔眼なのだな」

　戦闘用ではなく分析用のようだ。多言語理解というエクストラアビリティがついていた。

「では一つ頼まれてくれないか、弟子よ」

「うん！　弟子はお師匠さまの言うこと、ききます！」

「よし、では聞け。そのうちで構わんから、アトリアに一つ、情報をくれてやれ──」

　ニアに頼んだ仕掛けは、いつか役に立つかもしれないし、立たないかもしれない。どちらに転がるかは分からないが、できることはしておこう。

　こうして下僕に続いて、弟子が一人できた。




　次の日──。

　迷宮内で礼のアイテムを使用して、セーフポイントを生成。

　休憩を取る段になって、アトリアが珍しく俺を席まで案内してきた。

　アトリアはやけにそわそわとしながら、お茶の載った盆を持ってくる。次の一手が見え見えの動きだったが、俺はとりあえず腕を組んでみていた。

「先生、お茶をどうぞ！　あああ、いけない！」

　あきらかにおかしい挙動のまま、お茶を俺の服にこぼそうとお盆を傾ける──が、もちろん避よけるに決まっていた。

「なんで避けるんですか!?　信じられない！」

「教師に茶をかけるほうが信じられないぞ」

「もういいです！　えい！」

　もはや隠すことなく、俺の背中に水をかけてきた。罪悪感がまるでみられない。

「なにがしたいんだ、お前は……」

　今日は白いシャツを着ていたため、水が肌に張り付いてしまった。アトリアは俺の背中を隅々まで確認してから、「はぁ……」とため息をついた。

「先生、失礼しました。この服は今乾かしますから──オーダー！　衣服乾燥！　対象、シグルド先生！」

　ボフン、と服が温かくなり衣服の水分が消える。もはやここに住めばいいと思う。

　アトリアは部屋の隅に寄っていたハルに近寄ると、こそこそと話し始めた。

「ハル！　やっぱり先生の背中に紋章なんてなかったわ！　魔王なんて私をバカにする噓うそっぱちなのよ！　騙だまされちゃだめ！」

「……でも、ニアは噓つかない……」

「あ、ごめんね！　そういう意味で言ったんじゃないの。全てあの自称魔王が悪いんだから、気にしちゃだめ！」

「うん……でもニアのおシショウさまだから……」

「もう一つの人格ね？　きっと洗脳されてしまったんだわ。大丈夫、私がなんとかするから！　タマも目を覚まさせてあげないといけないし……シグルド先生は確かにカッコいいから騙されそうになるけど、深入りしちゃだめよ！　私も経験あるから大丈夫！」

　なにが大丈夫なのかは不明だが、ニアに頼んだ件は無事に実行されているようだ。

　俺が頼んだのは〈魔王グウェインの背中の紋章〉に関する情報をアトリアに吹き込んでくれということだ。レイに確認したところ、紋章のイラストも本に載っているらしいので、提示するように頼んだ。エルフ語が読めずとも絵ならば問題ない。

　しかしどうやらニアから直接話すことはせず、ハルが伝聞調に話したらしい。その間に伝達ミスが発生したようで、一部情報が不足していたというわけか。

　紋章は〈常に背中にある〉わけではないのだ。

　厳密には〈普段は見えないが、最上位の術を使う時に背中に紋章が現れる〉のである。

　まっすぐな性格のアトリアらしく、聞き知った情報を確かめずにはいられなかったのだろう。

　方法論は褒められたものではないが、一つ確認できたことはある。

「アトリアめ。噓つきだの、自称魔王だのと言ってはいるが、俺が魔王であること……心のどこかでは否定しきれぬようだな」

　何かにすがらねばならない環境であれば、自称魔王でも信じたくなるものだ。

　勇者の心を理解しているのは、幸か不幸か、世界で魔王ただ一人のようだった。

「……？　でも」

　アトリアの言葉に、ハルモニアが首を傾かしげた。

「……ハルとニアとタマモはセンセに近づいちゃだめなのに……アリアはセンセの傍そばに居ても、いいの……？」

「え……？」
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「アリア、いつもセンセの話、ばかりしてるよ……？　楽しそうに、いつも、してるよ……？」

「[image: ]……？」

　ギギギギ、と首を回して、俺の顔を見るアトリア。ぼっと顔が赤くなる。トライアングラム家の勇者はみなそういう体質なのだろうか。アルサもよく近接戦闘で膠こう着ちやく状態になると、顔が赤くなるときがあった。

（レイとしてはその鈍感さ、失わないでいただきたい……！）

（意味がわからん）

「どうしたアトリア。もう出発か？」

　尋ねると、再びギギギギと顔を戻したアトリアは「い、いえ、もう少し」とたどたどしく説明し、いつの間にか増えていた別室──ポイントで増築したらしい──にハルとタマモを連れ込んで、なにやら別の話をし始めた。

「やれやれ……」

　女三人集まればなんとか──というのは、三千年前も今も全く変わらないようだった。
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　それを知ったのは、勇者学校の廊下をセルフィと歩いているときだった。

　セルフィはあたかも俺がそれについて知りえているような口調で尋ねてきた。

「グウェイン先生。対抗戦の指導は進んでいますか？　あっという間に本番が来てしまいますから早めの準備が大切ですよ。先輩からの助言ですっ！」

　えっへん、というふうに胸を張るセルフィだったが、服のボタンが一個ふっとんでいったことに気が付いていない。獣人のリルが本能で咄とつ嗟さに追っかけていったので平気だろう。

　それにしても、対抗戦とはなんだろうか。

　尋ねてみると、セルフィは目を丸くした。変なところが開いている胸元を一切隠さず、口元に手を当てた。

「あれ？　先生には説明していませんでしたっけ……？」

（グウェイン様、間違いなく説明されていましたよ）

　残念な反応ばかりのレイであるが記憶力は間違いない。

「すまん、セルフィ。一度聞いたらしいのだが、もう一度説明を頼めるか？」

「もちろんです！　だって私は先輩なんですからね！──対抗戦というのは、勇者学校内で定期的に開かれている実力判定の模擬戦のことです。このまえお見せしたのはその模擬戦を想定した授業というわけです」

　わかりましたか？、と背が低いセルフィが下から覗のぞき込んできた。ゆっさゆっさと胸が揺れて、二つ目のボタンが外れた。そろそろ教えてやったほうがいいのだろうか。

（グウェイン様。レイは今、新アビリティ〈おっぱいドレイン〉を修得しました。使用しますか？　使用しますね。使用しまあーす！）

（忘れろ）

「よくわかった。では今日の授業はそのための戦闘訓練でもするか」

「はいっ！　ぜひアトリアさんたちに初めての勝利をプレゼントしてあげてくださいね！」

「初めて、だと……？　一度も勝ったことがないのか？」

「え、あ、いえ……そういうわけでは……いや、そういうわけかな……？──で、でも！　とてもよく頑張っています！　人はいつか必ず報われる日が来ると私は信じていますっ！」

　ぐいっと身を寄せた瞬間だった。三つ目のボタンが胸の重量に負けて外れると、さすがのセルフィも「あれ？」と胸元を見た。

　リルがボタンを片手にたたたっと帰ってきた。
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「セフィ～、やっと見つけたのじゃあ～。ボタンじゃ～」

「──っ！　リ、リル！　なんでこんな悪戯いたずらをするんですか！　ぜ、全部出てしまったじゃないですか！」

「え？　わしは、ただボタンをとってきただけじゃよ……？」

「も、もう！　とにかく早く返してください！」

　セルフィは顔を真っ赤にして廊下を走っていった。

　リルはしょぼーんと肩を落としながら「感謝の干し肉がもらえんかった……」と気落ちしている。

　俺はその背中に声をかけた。

「おい、リル。これをやろう」

　俺は迷宮で手に入れた高級干し肉を手渡した。なんと迷宮で手に入れたアイテムは、特殊なアイテムストレージに自由に出し入れができるのだ。しかも食料は二年程度なら腐らないという謎仕様である。

「わあ！　肉じゃあ！──まぐまぐ。ぐふぇえんはええやふにゃあ」

「落ち着いて食え」

「ごっくん……ふう。おいしかったのじゃあ。セフィはいつも安い肉しかくれないのじゃ。わしはお主の飼い犬になろうかのう」

　ずいぶんと安いプライドだ。

「リル。一つ聞きたいことがある」

「一度も勝ったことのないアトリアパーティのことじゃろ？　いや、違うか。お主が聞きたいのは勇者コース全体の実力じゃな？　残念ながら勇者コースの人間はほぼ勝ちを知らん。毎回毎回、手を替え品を替えてくる冒険者コースの生徒にボロ負けじゃ」

「アトリアたちだけが弱いわけではないのだな」

「もはやこの世界の勇者は強者ではないのじゃよ。お飾りのジョブなのじゃ。対応する脅威がいないんじゃからの」

「対応する脅威か」

　世界は知らないのだ。悪が消え、弱小となってしまった勇者の一族。しかしその中にただ一つ、敵対する脅威がいまだに存在する勇者の一族がある。それこそが初代勇者、トライアングラム家。笑いものにされている伝説こそ、最強勇者への鍵であったというわけだ。

「リル。今度の対抗戦は瞠どう目もくして見ていろ。勇者とはいかなるものか、教えてやろう」

「おおう……お主、なかなか悪い顔をするのう。なんだか楽しみじゃ。今後も干し肉をくれるのならば、わしは喜んでお主についていくからの」

　はっは、と犬のようによだれを垂らしているリルにさらなる干し肉を与えた。どうやら俺は自称下僕となりゆきの弟子につづき、野良犬ならぬ野良狼おおかみの飼い主となったらしい。

（グウェイン様、この欲しがり狼はなかなかの強者といえましょう。全盛期の魔王軍勢力に一歩一歩近づいていますね！　目指せハーレム！　私が管理しますから、私が一番ですよ！）

　軍力か。弟子を取り続けて、技や術を継承させていたらいつの間にか増えていっただけなのだが。正直なところ、神級ウェポンを自力で見つけてきた奴やつ以外は覚えがまったくない。

（ちなみに最高で何人いたんだ？）

（そうですねえ。有象無象を合わせると、十万はくだらないかと）

（十万か──ならば軍力は今の方が上だろう）

（配下は私を入れても四人では？）

　たしかに俺を入れても五名。だが俺は魔王だ。そしてこの世はゆるふわ化している。

（もはや俺の力は一千万の軍が現れようとも揺らぐことはないだろう）

（な──）

（お前も日々戦闘力を上げておけ。さもなくば戦場で抜かれることなく錆さびつくことになるぞ）

　レイが、ひゅっと息を吞のむ気配がした。

（な、なんて、かっこいいことを……レイ、鼻血がとまりません……）

　腰に差していたナイフから血が垂れていた。まるで人を殺あやめた呪いの短剣のようだった。

（町中で血をしたたらせていたら誤解されるだろうが！　早く鼻血を止めろ！）

（と、とまりませえん……ああ……さいこうですううううう♡）

　……まあよい。目指す目標は定まったのだ。

　俺は最初の勝利をつかむためのプランを練りつつ、アトリアたちのもとへ向かった。
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　少し寄り道をしたのち、アトリアたちの元にたどり着いた。

　場所は地下迷宮に続く道から分岐した先にある泉の傍そばだ。邪魔が入りにくく、かつ修行のできる場所を尋ねたところ、アトリアが教えてくれた。

　今日は魔法の基礎を教えようと思っていたのだが、対抗戦の話を聞いた以上、予定は変更だ。

　集合場所の泉では、生徒三人が隅っこに集まって魔法の練習をしていた。

　中心に立つのはアトリアだ。先日からちまちまと練習を重ねている天術〈スパーク・バイト〉を行使するために、体内に術式を組んでいるところだった。

「天術──スパーク・バイト！」

　声と共に突き出される右手。

　シャーっというよりも、ミャーっという感じで飛んでいくヘビは、目標としていたらしい木にぶつかると、潰れるように消えてしまった。

「さっきよりいい感じ！」と喜ぶアトリア。

　何も良くはないのだが、練習していれば使い物にもなるだろう。本人の努力次第といったところだ。

「あ、先生！　おはようございます！」

　アトリアが元気いっぱいに頭をさげた。

　後ろに立っていたハルモニアとタマモもそれぞれ挨拶を行う。

「では授業を始めるぞ」

　俺は持っていた道具を地面におろした。

「その前に一つ聞きたいことがある。お前らは対抗戦に勝ちたいのか？」

　対抗戦、というワードに反応したのか、三人の顔がそれぞれの色で引き締まった。アトリアが皆の気持ちを代弁するようにしっかりとした口調で言い切った。

「負けたい試合なんてありません！　勝つためならどんなことでもします！」

「よし。その言葉、忘れるなよ？　では、それぞれに対抗戦で使用する秘策を与える」

　タマモが首を傾かしげた。

「ひさく、ですか？」

「そうだ。たとえばタマモだが……お前は戦闘時に小道具を使用するな？　アビリティ発動時に必要だと記してあるのだろう」

「そのとおりです、先生様。私は勇者のジョブのほかに巫女みこというジョブを取得しております。そのアビリティに〈神器を使用する〉とあるのです」

　タマモはそう言って見覚えのある自称・神器を取り出した。それはジパングの一般家庭にありそうな白い小さな器であったり動物かなにかを模したトークンだったりする。

「タマモ、よく聞け」

「なんでしょうか？」

「それは神器ではない。ただのガラクタだ」

「……え？」

　タマモは手元の自称・神器もといただのガラクタを見つめた後、困惑したように顔をあげた。

「ですが先生様、アビリティはきちんと発動しておりますが……」

　その件についてはレイ曰いわく（ゆるふわですから。それっぽければなんでも）で済むらしい。

「おそらくだが、形式的なものでも代用は可能なのだろう。しかし正しいものを使用すればさらに効果はあがり、戦術にも幅が広がる──よって、お前にはこれを授けよう」

　タマモに手渡したのは、月と太陽をイメージして作られた球体だ。水晶のように透き通っているが、力を注ぐと月は黄色く、太陽は赤く発光する。

「名を月げつ化か日び神じんという神級アイテムだ。くれてやるから使いこなしてみろ」

「こ、これが、伝説の神級アイテムなのですか!?」

「え!?　神級アイテム!?」

　タマモとアトリアが驚くのも無理はない。調べたところ、ここ数十年は神級アイテムの発見は休眠しているようだった。迷宮の奥底に存在するものであるから、それも当然だろう。

「こんな貴重なものを本当にいただいてよろしいのでしょうか……？」

「宝物庫から出してきただけだ、気にせずに使え」

　アトリアが「宝物庫なんてどこにあるのよ……？」などと呟つぶやいている。

　タマモがアイテムに力を込めると二つの球体がふわりと浮いた。そのまま落ちることなく、タマモの周りをゆっくりと回り始めた。

　このアイテムは発動条件となる神格性を大いに兼ね備えており、かつ、装備者の周りを浮遊するため、癖の多い巫女のアビリティでも移動しながらの発動が可能となる。

「タマモ、これでお前は小道具の配置に気をつかうこともないし、位置を制限されることもない。戦いに集中できるだろうし、戦略の幅も広がるだろう」

「ありがとうございます、先生様！　これで土下座でも机になりながらでも回復できます！」

「神級アイテムが家出するからやめておけ」

　タマモは嬉うれしそうに頭をさげると、さっそく制御の練習に入った。

　次に俺はハルモニアを見た。

「ハルモニアには、これを授けよう」

　古びた一冊の本を手渡す。

　表紙は古代語で書かれており、中身も当然古代語である。現在の中央世界では古代語の存在すら知られていないだろう。現に希少価値の高い古代のグリモワールが、勇者学校の鍋敷きになっていた。

　ハルモニアは表紙を見て背表紙を見て、それから中身を見た。

「……よめない」

「お前はな。しかし、ニアは読めるだろう？　奴やつの魔眼と合わせれば、その本はお前の力となるだろう。その本の名は〈無限のグリモア〉という神級アイテムだ」

「これも神級なの!?」

　ハルモニアではなくアトリアが驚く。

「こうかは……？」

「使用時にページを破って、発動すべき魔法名を唱えると共に魔力を流せ」

「これ、スクロール……？」

　スクロールというのは、巻物だったりする魔法が記録された紙だ。普段であれば体内に組成する術式や法式をあらかじめ物理的に記載しておき、使用したいときに魔力を流す。基本的に一度使えば破けてしまうのだが、この神級アイテムは一生使用できるのだ。

「そうだ。だがこの世界のスクロールの比ではないぞ。魔力も少なくていいし、しかし威力は大きい。だがそれではただの一級アイテムでしかない。神級である理由は、一晩経たてば破ったスクロールが復活するという点にある」

「すごい……たき火したいときに何回でも火種になる……」

「着火剤にするな。せめてスクロール魔法で火をつけろ」

「さすがお師匠様って、ニアも喜んでる……センセ、ありがとう……」

　ハルはさっそくニアと話をするようだった。ニアの魔眼を使用し、魔法名をハルに伝えれば、唯一無二の立派な武器となる。

「さて、最後はアトリアだ」

「は、はい！」

　明らかにそわそわしているアトリアが俺の前に立つ。神級アイテム二連続ときたので、自分もそういったものを手に入れられると信じているのだろう。

「お前には剣技を授けよう」

「剣……技？　また極意相伝ですか。スパーク・バイトも使いきれていないですし、私も神級アイテムでいいです。できれば盾が欲しいです！」

「前向きにねだるんじゃない。手段は多いに越したことはないぞ」

「それは分かりますけど……では剣技とはどのようなものなんですか」

「うむ。では見ていろ」

（レイ、片手剣へフォームチェンジだ）

（かしこまりました！）

　腰から抜いたナイフが、ブオンと独特な音を立てて片手剣へと変化した。

「手品……？」とアトリアが呟くが放っておく。

「一度で覚えられるはずだ。いくぞ──」

「いくぞって、あの先生、剣先が私に向いているのですが」

「当たり前だろう。術と違って技の場合は、一度その身で味わわねばならぬ」

「味わわねばならぬって、あの先生、まさかとは思いますが……」

　アトリアがおもむろに盾を構えた。

　言いたいことは分かるが、身をもって体感してもらうほかはない。うだうだ言われる前に、さっさと相伝してしまおう。

「天術と違って、俺の剣技はたいしてバリエーションがないのだが、お前にはこれを授けてやる──剣技〈アルゲイブ・シェアト〉」

　少し腰を落とした体勢からの踏み込みにて発動する十連斬撃、アルゲイブ・シェアト。片手剣技ではあるが、右手の補助に左手を使用する特殊な敏捷アジリテイタイプの技だ。

「せ、先生!?　ちょ、ちょっと待ってください──」

　アトリアは叫ぶが、その時には既に連撃は終了していた。本来の斬撃スピードをはるかに上回っているため、アトリアからすれば視認できなかったのだろう。だが、極意相伝技として使用したので視認の有無は関係ない。

「あ、あれ……？」

　アトリアは自分の体を確かめるが、何も変わっていないし、ダメージも入っていない。

　俺はレイをナイフに戻しながら答えた。

「ダメージは入ってはいないが体には触れさせなければならん。というわけで、お前の髪を整えておいてやったぞ。ほら鏡だ、確認してみろ」

「髪の毛ですか……？　あっ！」

　鏡に映った自分の髪型を見て、アトリアは嬉しそうな声をあげた。綺き麗れいに整えられた髪は太陽光を受けてキラキラと輝いていた。

「わあ、先生、魔王よりも美容師のほうが向いていますよ！」

「笑わせるな。それよりも修得はしているはずだ。確認してみろ」

「えっと……あ、はい。大丈夫です、出来ています……えっと、アルゲイブ・シェアト。片手剣技（盾使用時は発動不能）──え？　盾の使用ができない？」

　アトリアの動きがピタリと止まった。

　実のところ、他にも相伝できる技はあった。しかしあえてアルゲイブ・シェアトを選んだのは盾の装備ができないところに理由がある。

　アトリアはトライアングラム家の伝説にこだわりすぎている。そして勇者の象徴とは聖剣とそして盾だ。

　アトリアの戦闘スタイル自体に問題はないが、いついかなるときでも盾を使用しなければならないと妄信しているのは良くない。ときには盾を捨て、剣を構えること──つまり攻撃こそが最大の防御となる局面は存在する。選択肢を狭めることは、命を短くすることと同義だ。

　そういった理由を口頭で説明してやると、アトリアは口をとがらせた。

「私は盾が使いたいんです！　勇者は盾を使わないといけないんです！」

「目的を違たがえるなよ、アトリア。たしかに勇者の代名詞は盾だ。だが時として勇者も盾を捨てるときもあるのだ。第一、盾アビリティは覚えているのか？」

「それは……もちろんあります……」

「おおかたブレイブ・シールドあたりを言っているのだろう？　自在に発動できるのか？」

　レイに調べさせたのだが、勇者というジョブには特殊なアビリティがある。どこが特殊かといえば、発動条件が設定されており、それさえクリアしてしまえばレベルが低かろうとも最高レベルのアビリティが発動できるという点だ。

　ブレイブ・シールドの発動条件は一つ。仲間を守りたい気持ちを高めること──それが不可視のシールドを生み、通常では考えられないほどの攻撃を防ぐことができる。

　たしかに初代勇者も他者を守るためによく発動していたのを覚えている。極めれば町一つ守ることも可能だ。

「……今はできません」

「アトリア。お前は強くなる。そして最強の勇者へと至る道は一つではない」

「先生……私は……」

　顔をあげたアトリアの顔はさきほどと一転して紅潮していた。

　俺の言葉を吞み込むように、喉をごくりと動かした後──しかし続く言葉と共に首を横へ振った。

「私は、それでも……それでも、皆を守りたいんですっ！」

　アトリアは俺の言葉を待つことなく、踵きびすを返した。そのまま町のほうへと走って行ってしまう。

「やれやれ……どこまで頑固なんだ？」

（それでも嬉しそうなグウェイン様にレイは嫉妬パンチを入れたいと思います）

（却下だ）

（ペロスポイント３０００を消費して、命令拒否！）

（ポイントの出所について教えろ！）




　アトリアが立ち去った後、とりあえずはタマモとハルに神級アイテム使用のコツを教えることにした。神級アイテムとはいえ、使いこなせなければ何の意味もない。

　二人の素質は悪くない。ゆるふわ世界に飼いならされているだけであり、一個体の素質というものは基本的に退化しないようだ。二人は神級アイテムを徐々に支配下に置いていた。

　そろそろ昼飯にするか──二人に提案しようとしたところで、名を呼ぶ声が聞こえてきた。

「シグルド先生！　シグルド、せんせ[image: ][image: ]い！」

「ん？──アトリアか。どうしたのだ」

　立ち去った方角から、全速力で戻ってきたアトリアは、さきほどの陰りを払拭するかのような勢いで俺の体にすがった。

「せ、せんせい！　大変です！　ゲートが……なんだかとっても大きなゲートが開いたんです！　異世界飴あめが降ってきた、あの草原です！」

「なんだと……？」

　大きなゲート。つまり大規模ゲートが開いたということか。

「センセ、なんであせってるの……？」

「大きいゲートとは、どれくらい大きいのでしょうか？」

　ハルモニアとタマモが危機感のない意見を述べる。大規模ゲートは数百年現れていないというので、非常事態だと分かっていないのだろう。

（グウェイン様、一大事ですよ。大規模ゲートと呼ばれる規模のゲートは、意図的に大きくされたものです。あえて大きくする必要などないゲート。それをわざわざ広げるなんて目的は一つしかありません）

（一度に多くの個体を送り込むためだな）

（その通りです。異世界侵攻というやつですね）

（侵攻は数百年発生していなかったはずだが……それも今日で終わりということか？）

（平和とは突然終わるものです。しかし、ゆるふわ世界の民たちでは、平和どころか世界自体が終わりかねません。魔王城がある以上、中央世界が勝手に蹂じゆう躙りんされるのも考えものです）

（とりあえずゲートを確認しにいくぞ）

（かしこまりました）

「お前らもついてこい！　一足飛びでいくぞ！」

「「「え？」」」

　天術フェザーステップを最大出力で発動した後、複数の術を重ね合わせて俺の行動を模倣するように調整。これで本人の自覚なく、パーティメンバーは俺についてくることができる。

　かくして三人は俺と共に跳躍し──『きゃああああああああああああああ』というアトリアの悲鳴と共に、現場へと直行した。
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　異世界飴の時と同様に、草原は人であふれていた。

　皆、一様に同じ方向を見ている。ゲートが口を開いているのだ。あちら側がどんな異世界かはすぐに判別できないが、どうやら寒い季節の世界らしく一面が雪景色だった。

『なんだよ、あれ』

『あれが歴史から姿を消したとされる大規模ゲート……』

『めっちゃでけえな！』

　めいめいが好き勝手に騒いでいるが、本来ならばゲートが発見された時点で近隣諸国は対策を練らねばならないはずだ。はずだ、という憶測であるのは、もちろん俺がいつもならば攻め入る側のためである。

　アトリアが不安そうに俺の服の裾を握っている。本人には自覚がないらしい。

「先生、大規模ゲートが開いたとき、災厄が訪れると父に聞いたことがあります。アスタリスク島は大丈夫なんでしょうか……？」

　タマモが祈るように手を合わせた。

「ああ、先生様、タマモはあんなものを見たことがありません」

　ハルモニアも賛同するようにこくこくと頷うなずいている。

「とっても……おっきい」

　俺はただただ首を振ることしかできなかった。

（……ゆるふわ世界ということを忘れていたな）

（いついかなる時も我々の予想の上を行くのが、ゆるふわ世界でしたね）

　俺とレイの言葉は、目の前のゲートに向けられている。

　草原の真ん中にぽっかりと口を開いたゲートは、たしかに大きい。が、せいぜい直径五メートル程度の大きさである。正直なところ、ただのゲートである。

　俺は生徒三人を横一列にならべて指導した。

「お前らに一つ教えてやろう。大規模ゲートの直径は小さいモノでも二十メートルはある。よってあれは大規模ゲートではない。そもそも固定化も何もされていないから、いつ閉じてもおかしくない。大規模ゲートとは侵攻のためのゲート。よって安定化は必須なのだ」

「そうなんですか？　じゃああれは普通に自然発生したゲートなんですね……よかった」

　ふうっと安心したように息を吐きだしたアトリア。

　その時大衆がざわめいた。

『おい見ろ！　モンスターが出てきたぞ！』

　視線を向けると、のっそりのっそりと大型のモンスターがこちらに向かって歩いてきている。四足歩行の毛の長いモンスターだ。寒冷地仕様のモンスターは動きが遅いことが多い。

　アトリアの瞳が輝いた。

「名前はきっとモフモフビッグです……！」

　残念な名前を呟つぶやいたが、俺の持つ情報収集スキル〈ライフハック〉によればモンスターの名は〈ケナガマンモス〉。親子で行動する生物で、穏やかな性格だが子供を攻撃されると暴走する。

　ケナガマンモスは衆人がざわつくなか、こちらとあちらの境界線を越える間際でぴたりと立ち止まった。どうやらこちらの様子を窺うかがっているようだが、しばらくするとゲートの脇に進んだようで、姿は見えなくなった。

　恐ろしさ半分、興味半分で見ていたギャラリーだったが、しばらくすると代わり映えのしない景色に飽きたようだった。

『帰るか』

『大規模ゲートじゃねえらしいぞ』

『緊張して損したぜ』

　ぞろぞろと大人たちが退散していく。

　そうして残ったのはいつまでも飽きがこない子供とその親。そして子供のように興奮しているアトリアとその監督役の俺たちだけだった。

「そろそろ帰るぞ、アトリア」

「もうちょっと！　もうちょっとだけ待ってください！　もう一回だけあのモフモフを見たいんです！」

　先ほどからずっとこんな調子だ。どうやらああいう生物に目がないらしい。

「……アリア、おなかすいた……」

　ハルモニアがお腹なかをおさえて訴えると、さすがに諦めたのか、アトリアは「残念だけど、また後でこよう」と諦めの色を見せた。

　また来るのか……、という言葉を吞のみ込んで昼ごはんの選定に入っているときだ。

　タマモが「あら？」と呟いた。

「先生様、なにやら今、小さい生物がゲートの向こうから転がってきましたが……あ、何匹も転がってきますね」

「モフモフパラダイス!?」

　ぎゅんっとアトリアが視線を元に戻す。それから「きゃああああああ！」と叫び声をあげた。その声は歓喜に満ちていた。

　辺りの子供たちも『かわい[image: ][image: ]っ』と駆け寄る。

　ゲートの前には六匹のモンスターが現れていた。境界線を飛び越え、中央世界に足を踏み入れている。

　ライフハックを発動。どうやらケナガマンモスで間違いはないようだが、その大きさは数十センチほどだ。名称は〈ケナガマンモス・ジュニア〉。ケナガマンモスの子供のようである。

「かわいいいいいいい！」とアトリアが胸の前に手を当てて、体をくねくねとさせている。

『わあ！　これ、欲しい！　母さんに持って帰っていいか聞こうぜ！』

『でも平気かなあ……？　この子のおうちは？』

『飽きたら返しにくれば平気平気！』

　数人の子供たちが取り合うように抱きかかえると、すぐに親元に戻っていく。

　アトリアがどんどん減っていくモフモフを名残惜しそうに見ているが、事態はそんな単純な話ではない。

　俺は、話し合いの末にケナガマンモスの子供を持ち帰ろうとしている親子を遠目に見ていた。奴やつらはその行動がどのような結果を生み出すかを理解していないのだろう。

（止めねばならぬか）

（魔王が人を守るというのも新鮮ですねえ）

　そうしてレイと言葉を交わしている時のことだ。

「あっ！」

　突然、アトリアが声をあげた。

「あの子、ケガしてる！　ほら見て！　ゲートの向こう側！」

　アトリアが叫んだ方を見やると、ゲートの向こう側にもう一匹、モフモフの子供がいた。

「確かにケガをしているな」

　ゲートの向こう側に座りこむモフモフの子供は、足から血を流していた。

　俺はゲートに近づいて、あちら側を見た。ケナガマンモスの子供の背後は斜面になっていた。いくつかの筋が雪上に描かれているので、もしかすると上の斜面あたりを進行していたケナガマンモスのグループの子供が、滑り落ちてきたのかもしれない。

　そして六匹は外に転がり出てきたが、残りの一匹は雪の中の枝か何かに引っかかったというところだろう。

「早く助けないと……っ！」

　アトリアが焦りつつも、笑顔を浮かべてモフモフを見た。

「おいで！　お姉ちゃんが治療してあげるからね！」

「おいアトリア、野生の生物に関わるのは止やめろ。生きるのも死ぬのも命を持つ者の定めだ。不当な介入は命の冒ぼう瀆とくである」

「何を言ってるんですか！　助けなければあの子は私たちが殺したようなものですよ！」

「だが乗り越えられるかもしれん。親が見つけにくるかもしれん。いついかなるときも助けることが正解につながるわけではないぞ？」

「もう！　先生がそんなに怖い顔をして立ってたら、モフちゃん、怖がってこちらにこないじゃないですか！　あっちへ行ってください！　怖いんです！　先生は！　ね？　モフちゃん」

「怖いだと……？」

（グウェイン様、若干、傷ついてません？　怖い、は魔王の誉ほめ言葉ですよ？）

（もちろん分かっている）

　怖がられてこそ魔王である。もちろん分かっている。

　後ろに下がった俺にかわって、三人娘が手招きをすると、「きゅうう」と小さく鳴きながら、モフモフの子供がこちら側にやってきた。確かに足を引きずるさまは、見ていて痛ましい。

「わー、がんばったねえ！　いま、治してあげるからね！──タマモ、お願いできる？」

「はいっ、お任せください！」

　早速、神級アイテム〈月化日神〉を使いこなしているタマモが、えっへんといった感じで胸をはった。その大きな胸に周囲を回っていた太陽がつっこんで停止し、その後ろから月もつっこんだ。

（まさか神級アイテムまでゆるふわ化していないだろうな……？）

（レイはいつでもキツキツですう♡）

（常にユルユルだろうが）

　そう考えるとコイツもゆるふわ化しているのだろうか……いやまて。レイは出会ったときからこんな感じであった。

　無表情ながらも興味深そうに様子を見ていたハルが言った。

「……お腹、空すいてるみたい」

「そうだね、なんだか瘦せている気もするし……子供たちだけで迷っていたのかな……？」

　アトリアが心配そうに頭を撫なでると、モフモフの子供は安心したように目を細めた。

「とにかく連れて帰って、ご飯もあげなくちゃ」

「おい、アトリア。俺の忠告を聞け。野生のモンスターは野生に返すべきだ」

　アトリアは俺を見上げると、視線をさらに強くした。

「先生のおっしゃることも分かります。でもすでに数匹、町に入っています。この子だけ放置するわけにもいきません」

（まあ、正論といえば正論ですね）

（何が起きるか容易に想像できるだろうが）

（生徒の不始末は教師の不始末ですよ）

（……しかたない）

　俺は嘆息してから、首を振り、それでも最後は頷いて見せた。

「何かが起きた時には、すぐさま介入しろ。それが守るべきものの責任だ。分かったな？」

（親は即座に子を取り返しにくるでしょうか？）

（どうだろうな。タイムラグはあるかもしれん。だが、どのタイミングであろうとも、取り戻す時の親は暴走状態だろう）

　モフモフした生物が「くるるるう」と喉の奥で鳴くと、アトリアどころか、静観していたタマモとハルモニアさえもが目を細めて体を撫でた。

　俺の言葉を聞いたアトリアはパッと花火が爆はぜるように笑った。

「はい！　ありがとうございます、シグルド先生！」

「……うむ」

　その笑顔は初代勇者にうりふたつだった。
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　ゲート騒ぎの翌日だった。

　その日は雲が空一面にうすく広がっており、曇りとはいえないが晴天ともいえない曖昧な天気だった。

　そんな天気に引きずられるような不穏な大音声が、突然、町内に響いたのだった。

『──モ、モンスター襲来！　レガリア内にモンスターが入り込んだぞおおおおおお！』

　拡声魔法か道具で最大まで引き上げられた声だ。

　俺はレイが用意したレガリア城下町内の自室で、同じくレイが用意した朝飯を食べているところだった。

　とくに食事を必要とはしない体なのだが、レイが「むこう五〇〇年の楽しみを奪ったのですから、これぐらいは付き合ってください」と真顔で詰め寄ってきたので食べることにしている。

「敵襲か……レイ、感知できるか？」

「少々お待ちください」

　超広範囲ドレインを応用した探知能力の精度はレイのほうが優秀である。俺の場合は探知はできるのだが探知された対象が恐怖で逃げてしまうことが多いので町内では使用しないようにしている。現代の場合、最悪死者が出る。

「グウェイン様。この気配は……昨日の異世界モンスターと同一のようですね」

「やはり親が取り返しにきたか。何体だ」

　ええと、とレイが目を瞑つぶりながら口を動かす。

「これはまずいですね。おそらく親を中心とした子供奪還チームが結成されているようです。その数、なんと二十二体」

　どうやら群れで生活するモンスターらしい。

「展開は予想通りとはいえ、個体数は随分と上だな」

　あの大きさのモンスターが二十二体。三千年前ならば脅威にすらならないが、世が世である。先ほどの焦った声を聴く限り、災害認定されそうだ。

　レイの報告は続く。

「現在、正門を突破し、中央部へ侵攻中。群れのリーダーを中心に、各個体にバフがかかっています。移動速度５００％アップ、全ステータスに＋１００追加されています」

　親の力とはすさまじいものだ。

「レガリアの民には無理だな。目的地は町に散らばる各個体か？」

「肯定。目的地にはアトリア・トライアングラムの寮も含まれていると推測します」

「アトリアはどうしている？」

「調べます──現在、ステータスアップを確認。どうやら防具を装備したようです。おそらく何らかの事態に気が付き、戦闘行動に入るものかと」

「よし、十分だ。レイ、ウェポンフォームへチェンジしろ」

「かしこまりました。我が主あるじにご武運を」

「うむ。ご苦労であった」

　一切、冗談をはさむことなく進んでいくことに、ある種の安あん堵どを得ながら俺は外へ飛び出した。

　出がけに、（……特製の……液入りスープ……また作り直さないと……）とレイが呟つぶやいていた気がしたが、あえて聞こえないふりをした。
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『こ、こっちにきたぞおおおおお、昨日のやつだああああああああああああ』

『ああああ！　俺の家が！　家が潰されたああああああ！』

『や、やべえ！　剣が折れたぞ!?　昨日見たときはめっちゃ弱そうだったのに！』

　絶叫、戦闘、避難の嵐。町内はすでに混乱状態だった。

　レガリア城下町は世界規模で見ても色々とツッコミどころのある造りである。

　まず魔王城の周りは草原であり、堀や壁などの侵攻を阻害するものは存在しない。また町の周りは当然、城壁と呼ぶべき壁が囲んでいる。

　よって本来ならば城壁内に魔王城を配置すべきなのだが、残念ながら城は町外に建立されている。つまりレガリアは城下町というよりも、城横町なのだがそこはイメージ優先で城下町としているらしい。

　町の中心に位置する広場へ向かう。睥へい睨げいするように背の高い建物の上に立てば、そこではケナガマンモスが二体、町の自警団に囲まれていた。が、モンスターが頭の向きをかえて威嚇するたびにジワジワと狭めた円が広がり、ほころび、瓦解していく。

『ぶおおおおおおお』とマンモスが咆ほう哮こうした。

『ひ、ひいいいいいい！　た、たすけてええええええ』

　男の一人が牙ですくい上げられて空を舞う。

「世話のかかる奴やつらだ」

　丁度目の前あたりを通過したところで術をかけてやった。男の体がふわりと着地する。

『あ、あれ……？　た、たすかった……！　俺、着地の天才だったのか……！』

（前向きって大事ですよね）

（反省のあとでならな）

「──皆さん落ち着いてください！　ばらばらにならずに北側へ避難してください！」

「む？」

　広場から一本外れた道で避難誘導を始めたのは他でもないアトリア・トライアングラムだった。

　大きな布をうまく使いモフモフを背負いながら行動している。背中のモフモフは随分と気持ちよさそうに眠っていた。

「皆さん！　北側に退避を！　そちらはまだ安全です！」

　アトリアの誘導によって人の行動に線ができはじめた。

『ママぁぁぁぁぁ、どこおおおおおお』と泣いている子供を見つけるとアトリアは一目散に走っていく。子供の腕の中にはモフモフジュニアが居る。その子供は昨日、モフモフを持ち帰ったうちの一人らしい。

　アトリアは子供の両肩に手を置いて、目線をあわせた。

「ねえ、ボク！　お姉ちゃんと一緒にそのモフモフ、返しにいこう？　これはお父さんとお母さんがモフモフを取り返しに来たんだと思う！　私たちが返せばきっと終わるから！」

　アトリアは事態を把握しているようだった。

　しかしパニック状態の子供に道理が通るわけもない。

『ママぁぁぁぁぁぁっ！』と泣きじゃくる子供。

　それにつられてか、ケナガマンモスの子供も細く高い声で鳴き始めた。

『くるうううううううううううう』

（いけませんね）とレイが言ったのも無理はない。

　道を挟んだ広場で暴れていた個体が、子供の鳴き声に反応したらしい。

『ぐおおおおおおおおおおおおおん』と雄お叫たけびをあげると、広場を抜けて、アトリアたちのもとへと進んでいった。

「……っ」

　事態に気が付いたアトリアは盾を構え、子供の前に立ちふさがった。

　仕方のない判断だろう。

　子供からモフモフを奪っても、子供の安全が確保できない。

　子供と一緒に逃げても、モンスターにすぐに追いつかれてしまう。

　ならば、その場に立ちふさがるしかないのだ。

「どうすれば……っ」

　苦渋の選択を前にしながらも、仕方なく盾を構えるアトリア。だがそのままでは吹っ飛ばされるのがオチだろう。いくらなんでも全ステータス＋１００に対しての防御力は持っていない。

（グウェイン様、そろそろ手助けの時では？）

（そうだな）

　ゆらりと手をあげた瞬間だった。

　アトリアに背負われていたモフモフジュニアが、突っ込んでくるモフモフアダルトに対して『ぱおおおおおおおおおおおおおおおお』と雄叫びをあげた。

「え!?」と驚いたのはアトリアだけではない。

　突進してきたケナガマンモスの大人も体を大きく跳ねさせると、四肢を踏ん張って突進を止めた。

　しかしいきなり止まれるものでもない。アダルトはその体を後ろに引っ張って、なお努力し──。

「くっ」

　アトリアが構えた盾の数センチ前で、やっとその動きを止めた。

　あまりの驚きによりぽかんとした子供の腕からモフモフジュニアが降りてくると、『きゅいきゅい』とアトリアの背中のジュニアとやりとりを始めた。

（さすがになんと言っているかは分からんな）

（あ、私分かりますよ）

（なぜ分かる）

（一級試験、受かりましたので）

　なんの一級試験なのかが不明だが、分かるのならば通訳してもらうことにした。

（ええっとですね、アトリアの背のをＡモフ、子供のをＢモフとして、まとめますね──、

Ｂモフ『ようＡモフ、昨日はお愉たのしみだったか？』

Ａモフ『おう、Ｂモフ。この姉ちゃん、めっちゃ優しいわ。親おや父じたち、勘違いしてるから止めてくるぜ』

Ｂモフ『おう。俺もすげえうまい肉もらったからこの子の母親見つけてから行くわ。もしかしたらまた肉もらえるかもしれねえし』

　──といったところでしょうか）

（会話が生々しいんだが……）

（ゆるふわですからねえ）

　そういう問題なのだろうか……。

（とにかく光明は見えたのではないですか？）

　レイの言葉は正しいだろう。

　事実、アトリアも動物好きの直感からか、背中のモフモフの意図に気が付いたようだ。

「もしかして私たちを助けてくれたの……？」

「きゅいきゅい」

　アトリアはモフモフへ頷うなずいてみせた。

「ねえ、モフちゃん、私と一緒に皆を止めに行きましょう！」

「きゅいいいいいいいい」

　一人と一匹はこうして一致団結し、町中を駆け始めた。

（グウェイン様、あげたその手はどういたしますか？）

（やるべきことはまだあるだろう）

　術を行使する予定だった腕をそっと下ろし、俺は他の地域を見回ることにした。
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　勇者学校近くでは、すでにセルフィとリルが周囲で混乱する町民を学校敷地内に退避させていた。

　俺は懸命に避難活動を続けるセルフィの背後に降り立った。

「皆さん！　慌てずに学校敷地内へ！　高齢の方、幼少の方はさらに奥の建物内へ避難してください！」

「セルフィ、大丈夫か」

「シグルド先生！　今、リルと避難誘導をしているところです！」

「うむ。セルフィやリルの戦闘力であれば大型モンスターに後れをとることはない。勇者学校へ近づいてきた個体は全て広場方面へ押し返してくれ。アトリアが妙案を持っている」

「広場にアトリアさん、ですか……？　わかりました！　それにしても今、レガリアには何が起きているんでしょうか……!?」

　疑問はもっともだ。事情を知らねばモンスター襲来の意図すらくみ取れないだろう。

「一つ言えることは、俺たちは無関係ではないということだな」

「……勇者コースの教師として、ですか？」

「ああ、そうだ」

「そうでしたか」

　セルフィは微笑ほほえんだ。

「では教育現場の先輩として、シグルド先生に当該勇者の指導をお願いしたいと思います」

「わかった。任されよう」

「はい。任せました」

　セルフィが一層深く微笑んだとき、遠くから聞き覚えのある情けない声が聞こえてきた。

「せふぃいいいい、わしはお腹なかが空すいたのじゃあああ、限界じゃよおおおおお」

　セルフィは振り返って声の主の居場所を確認すると、俺に頭を下げた。

「まったくもう、朝ごはんが遅れたぐらいで！──ではシグルド先生、あとはよろしくお願いします。大型モンスターがこちらにきたときは広場へ追い返しますので」

「よろしく頼んだ」

　俺は懐から高級干し肉を取り出すと、涙目で空腹を訴えているリルの口めがけて放り投げた。

「──むぐっ!?　おお！　これは我が主あるじの干し肉ではないかあ！　感謝なのじゃあ！」

　着弾を確認した後、俺は次なる目的地へと飛んだ。
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　正門を入って西側へ進んだところに、タマモとハルモニアが住む集合住宅が存在する。

　アトリアは高名な勇者のさらに直系であるため裕福な北側の住宅街に住まいを置いている。

　正門に近いため、異変は察知しやすかったのだろう。タマモもハルモニアもすでに装備を整えて、大通りに向かう最中だった。

　自宅まで飛ぶつもりだったが、進路を変更し、二人の進行方向上に着地した。

「あ！　先生様！」

　月げつ化か日び神じんを周囲に漂わせたタマモが、俺の元へ駆けてくる。

「先生様おつかれさまです！」

「気づいているとは思うが、これは昨日の異世界モンスターの一件だ」

「はい、ハルちゃんともそうお話ししていたところです」

　背後のハルモニアがこくこくと頷うなずいた。

「うむ。俺は事態終息のためにレガリア内を飛び回っていたところだ」

「さようでしたか。ではお疲れですよね！　椅子が必要であれば仰おつしやってください！　布団も用意できますので！」

　タマモの目はらんらんと輝いている。奥に渦が巻いているようにも見える。そして俺はこういった状態のタマモが何をするかなど、さすがに理解している。よって否定以外の選択はありえない。

「どちらも不要だ。今は休んでいる場合ではないし、お前の奉仕を受けている場合でもない」

「先生様どうぞ！　（空気）椅子です！」

「そのでかい獣耳は飾りなのか!?」

　本当に話を聞かない奴やつだ。

「耳が……飾り……証明するには……？」

　はっとしたタマモは自分の獣耳を触って確認した。

「証明するには……切り落として、出血をお見せするしか──ないッ！」

「お前は歴戦の戦士か」

　ゆるふわ世界に拒絶されそうなほどに度胸のある奴だな……。

　ナイフを取り出したタマモの手をはたきながら、俺はハルモニアに話を振った。

「無限のグリモアは持っているか？」

「うん。もっている」

「どこかに騎乗用の生物を召喚するための魔法があるはずだ。それを使って効果的に町を駆けろ。そしてもし大型モンスターを見つけたら中央広場方面へ追い立ててくれ」

「中央広場……方面？」

「ああ、アトリアが例のモフモフジュニアと一緒に親を止めているのだ」

「うん……わかった……っ」

　こくこくと頷くハルモニアはグリモアを開いた。

　無限のグリモアは神級アイテムにふさわしい高度な魔法が多数記載されている。召喚獣もその一つだ。

　たしか〈ベヒモス〉と呼ばれる四足歩行の大型生物か〈グリフィン〉と呼ばれる飛行生物を呼び出すことができたはずだ。小さいものでいえば二人乗りの〈ユニコーン〉か。

「たぶん、このあたり……」

　ハルモニアはページをぺらぺらとさせて、該当するページを見つけ出した。スクロールは詠唱不要であるが、使用する魔法名は口にださねば世界に顕現しない。

　無限のグリモアのページを丁寧に破ると、ハルモニアなりに大きな声で魔法名を口にした。

「とっとこユニコーン……召喚」

「待て」

　なんだその気の抜けた生物は。

「……？」

　ハルモニアが不思議そうな目で俺を見た。不思議なのはこっちのほうだ。足元から徐々に実体化しているユニコーンっぽいなにかをよそに尋ねた。

「ハル。今、お前は何と言った？」

「……？　召喚、って言った」

「ちがう、その前だ」

「……ユニコーン？」

「その前だ」

「……えっと、『たぶんこのあたり』……？」

「戻り過ぎだ」

　じれったい。だが、ここまで来たら本人に言わせたいところだ。

「違うだろう、その前に何かあったぞ。思い出せ、ハル」

「えっと……うんと……」

「お前ならできる！　思い出すんだ！」

「あ」とハルモニアが声をあげた。

「……とっとこ？」

「そうだ、それだ！　とっとこだ！　思い出せたじゃないか」

「思い出せた……嬉しい……」

「良かったな」

「うん、良かった……ありがとセンセ……」

　二人して頷きあった。

「じゃあセンセ、行ってきます」

「うむ。何か忘れている気がするが、中央広場に追い立てる件、よろしく頼むぞ」

「うん、がんばる……」

「では行ってこい」

「とっとこユニコーン、しゅっぱつ」

「やはりちょっと待て！」

　思い出させることに夢中で見逃すところだった……。

「ハル。無限のグリモアを見せてみろ」

「……？　はい、どうぞ、センセ」

　俺は手渡された無限のグリモアをぱらぱらとめくった。

　大きく記載されている魔法名に目を通していく。ついでに目には見えない部分の〈スクロールに記載された魔法式〉を確認。

「〈疾風のグリフィン〉は……〈ぐんぐんグリフィン〉だと……？　ならば〈進撃のベヒモス〉は……〈どすどすベヒモスくん〉……？」

　発動時に必要な他の魔法名も全て変わっていた。

　それどころか発動までの魔法式もどこもかしこも手抜きが見て取れる。

「まさかとは思ったが、神級アイテムもゆるふわ化していたとは……」

（瓢ひよう簞たんから出た駒ですねえ。神級アイテムはすべて中央世界が生み出したものといえます。その世界がゆるふわってるのですから、神級アイテムも影響を受けたのでしょうね）

　つねに頭が南国状態の神級ウェポンからそう言われると、もはや信じざるをえない。

　俺はタマモの周囲を回っている月化日神を見た。先日、タマモの胸に衝突していたはずだった。

「では、やはりこいつらも……」

　感情の無いはずの月化日神が、ぎくりっとして周回コースがズレたような気がした。

　一言二言重ねようとしたときだった。

『うおおおおおおおお、こっちに大型モンスターがきたぞおおおお』

『に、にげろおおおおおおお』

『そうだ、死んだふりをしよう』

　騒音が響いてきた。近くに一体、居るらしい。

「センセ、そろそろいくね……？」

「仕方あるまい。この続きは授業でやろう」

「うん……タマもユニコーン──」

「──になりきって、先生様に乗ってもらえばよろしいのですね！」

「……ちがう、後ろにのって……皆を助けにいこ……？」

「私ごとき存在がお馬様に乗ってもよろしいのでしょうか……」

　タマモはいったいどこを目指しているのだろうか。それは分からないが、俺はとにかく二人を見送り、次の場所へと向かった。




　　　　＊




　その後も各場所の戦いを見て回り、時として助けて、大型モンスターが広場へ向かうよう調整していった。

　時折アトリアの様子を見に戻ったが、うまくやれているようである。落ち着いた大型モンスターが広場に集まり始めている。更に暴走したアダルトが広場までやってくると、すでに沈静化したアダルトが説得にあたっており、事態は収束に向かっていた。

　だが、総勢二十二体である。

　レガリアは土地面積が広大であるため、一度袋小路にハマってしまうと、広場までたどり着けないモンスターもちらほらと出てきた。

「そろそろだな」

　アトリア一人では限度がある。モンスターと中央世界人の間のステータス差も大きすぎる。せっかく中央広場にモンスターを寄せているのに、再び散開してしまうことは極力避けたい。

「では仕上げに入るとするか」

（生徒の責任は教師の責任でもありますね）

　俺は再び術を行使し、一足飛びに目標へと飛んだ。

　目標は──ジュニアと町を駆けまわるアトリア・トライアングラムである。




　　　　＊




　アトリアはすぐに見つかった。

　進行方向に降り立つと、「あ、先生！　大変なんです！」と説明を始めようとする。

「落ち着け。お前の行動は把握している」

「でも、私ひとりじゃ手が足りなくてっ……！」

　アトリアは涙ぐんでいた。

「きゅうううううう……」とジュニアも悲し気に鳴いた。

「アトリア。授業の時間だ」

「え？」

　下げていた顔をあげたアトリアは、事態が吞のみ込めていない。

「それはどういう──きゃっ」

「ついてこい。お前はよくやったが、一つだけ教えたいことがある」

　アトリアを小脇に抱えて天術を行使。宙にひかれた見えないレールの上を滑るようにして、滑空する。

　当初こそ悲鳴をあげていたアトリアだったが、すぐに町の各所に視線を走らせた。

「先生！　あちらの袋小路に一体、あちらの水路の奥にも居ます！」

「任せておけ──だが、一つ理解するんだ」

「理解、ですか……？」

　脇に抱えられたまま顔をあげるアトリアとモフモフ。

「アトリア。お前の行いは決して間違いではないと言えよう。だが間違いでないからと言って、それが必ずしも正解であるというわけでもない」

「どういう意味でしょうか……？」

（グウェイン様、単刀直入に言わねばわかりませんよ）

「お前は怪け我がをした子供を助けたかもしれない。しかし、大人が入ってくる一つの原因を作ったとも言える」

　アトリアは不安げに町の様子を見渡すと、小さく首を振った。

「でも、私、そんなつもりじゃ……」

「お前の行動にケナガマンモスの親は感謝しているだろう。それは間違いがない──が、町を危険にさらしたのも事実。反省はしろ」

　アトリアは何かを言い返そうとしたが言葉はでない。直じきにしょぼんとしながら、小さく頷うなずいた。

「……ごめんなさい」

「よし、それでいい。後は俺に任せておけ。教え子をフォローするのも教師の役目だろう？」

「先生……？」

　滑空を終えて、広場に戻ってきた。

（レイ、町内に散らばる全ケナガマンモスを捕捉しろ）

（かしこまりました。捕捉開始……終了。グウェイン様、いつでもオッケーです）

「先生！　はやく、この子を返さないと……！」

「落ち着け。既に全て終わっている」

「え？」

（レイ、いくぞ！）

（えいえい、おー！）

「広域天術〈スカイ・ウォーカー〉!!」

　敷地に散らばったケナガマンモスを捕捉したレイの感覚に合わせて、俺は術を発動させた。

　町を覆おおうように、緻密に構成された紋様が広がっていく。広範囲に術式を組んだゆえの現象だ。この術はその名の通り空中歩行を可能とする術である。

『ぶおおおおおおおおおおおお』

　まず町中のケナガマンモスが浮き上がっていく。極力丁寧に術をかけてやったので、宙に浮いている自覚はないだろう。

「きゃっ!?　せ、せんせい！　体が！　体が浮きます！」

「落ち着いて、バランスを取れ」

　続いて術対象者に入れておいた俺とアトリアの体も浮いていく。

　ゆっくりと浮上していく初めての体験にアトリアは困惑しっぱなしだ。いつもは俺に抱えられているため感覚が慣れないのだろう。

　普段であれば抱えてやるところだが、今日ばかりは自分の足で立たせることにした。

「落ち着いて制御をしろ。地面に立っている感覚を思い出しながら空中を蹴るんだ」

「で、でも──」

「お前が落ちたら、胸に抱いているモンスターも同じ運命をたどるぞ？」

「……っ、わ、わかりました！　やってみます！」

　アトリアは及び腰だった体をまっすぐに保ち、空中にいながらも地面に立つように、足元を踏み固めながら起立した。誰かを守るためならば空でも地と思い込むのがアトリアの良いところだろう。

「よし。では親子の再会といくか」

　親子総勢二十九体のモンスターらには必要以上の魔力と術式を向けて、浮いていることさえ自覚させないように気を付ける。多少はじたばたとしていたが、直に空も地も変わりがないと感じたのか、当たり前のように空中を四本足で踏みしめた。

『ぎゅおおおおおおおおおお』

『むおおおおおおおおお』

　おそらくＡモフの親──ケナガマンモスの父親と母親が叫ぶと、アトリアが抱いた子供も呼応した。

『みゅおおおおおおおおお』

「あっ」とアトリアが声をあげるのと同時に、子供は胸から飛び出すと、地面を蹴るように空を駆けて、親の元へ向かった。

「余計なことして……ごめんね」とアトリアが小さく呟つぶやく。

　すると駆けていたモフモフが振り返り、小さく首を振った気がしたが、事実かどうかは定かではない。

　アトリアはほっとしたのか、大きなため息をついた。それともに、肩の位置が下がっていく。よほど緊張していたらしい。

『みゅおおおおおおおおおん』

『ぎゅおおおおおおおおおおおん』

　モフモフジュニアは親に叫んだようだが、親のほうは俺たちのほうへ顔を向けて叫んだ。何かを伝えたいようだ。

（なんと言っている？）

（翻訳します──『マンモスの父です。この度はお騒がせしました。息子を保護してくださっていたようで、大変感謝をしておりマンモス』と言っていますね）

（なるほどな）

　語尾が気になるが、誤解はとけているようで安心した。

　更に後ろに控えていた一番大きな個体がのっそりと進み出てくると、『ぐぎゅいおおおおおおおおお』と咆ほう哮こうをあげた。

　アトリアがびくりとする。

「怒っているのでしょうか……？」

（レイ、なんと言っている？）

（『長老です。この度はありがとうございマンモス』と言っていますね）

　もう我慢できない。

（その語尾はなんだ。それもゆるふわ効果なのか？）

（あちらの世界の方言みたいですね）

　ゆるふわ関係ないのかよ……。

「先生、大丈夫なんでしょうか？」

　アトリアが心配しきっている。

　俺は安心させるように、きちんと伝えてやった。

「落ち着け。奴らは感謝しているぞ。『ありがとうございマンモス』だそうだ」

「……は？」

　アトリアが眉根を寄せた。

「先生、こんなときに、そんな親おや父じギャグみたいなこと言わないでください！……せっかくカッコよかったのに……もう……」

　アトリアはそっぽを向いてしまった。

「本当に、この人は……冗談言ったり、カッコよくなったり……よくわかりませんっ」

　全くもって冗談ではないのだが、仕方がないか。

『ぐごおおおおおおおおお』

『くりゅううううううう』

　それぞれのケナガマンモスたちは再会を分かち合うと、今一度我々に叫んだ。

　その後、するりするりと地面へと向かって前進し──異世界ゲートの向こう側、雪の山の中へと消えていった。

　空中からその様子を見ていたアトリアは、「バイバイ……元気でね……」と呟いた後、こちらに向き直って頭を下げた。

「先生、本当にありがとうございました」

　たなびく髪を押さえながら微笑むアトリアは、かつての勇者とうり二つだった。

「トライアングラム家の標語は〈一歩も退ひかず〉。その言葉の意味をもう一度深く考えてみます」

「うむ。学ぶことだ、勇者アトリア・トライアングラムよ」

「……はいっ！」

　感極まったように勢いよく頭を下げるアトリア。

　その時、かなり強い風が彼女の体にぶつかった。

「きゃっ」

　その体がぐらりと揺らぐと、先ほどまでは無意識下で制御していただろう姿勢が乱れた。

「わっ、わっ、きゃああああああああ!?　ちょ、ちょっと!?　落ちるっ!?」

　落ち着け、と口にする前にアトリアは何もない空中で足を踏み外した。がくん、と体が揺れて術式が解ける。解けてしまえば地上へ真っ逆さまだ。

「た、たすけて、せんせ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

「やれやれ……手のかかる勇者だ」

（それでも嫌そうではないのが、グウェイン様の懐の深さであり、レイのため息の深さでもあります）

（そう言ってくれるな）

「せんせ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

「ま、暇をしないのは事実だがな」

　空中を高速度で滑走し、無事にアトリアの元へ追い付く。

「あ、ありがとうございます──」

　ほっとしているアトリアには悪いが、両手で体を抱いて、そのまま空中滑走することにした。速度は着地の瞬間にでも落とせばいい。その方が早いしな。

「ちょっと、先生!?　きゃあああああああああ、なんでそのまま落ちてるんですかあああああああ!?」

　アトリアの絶叫の中、遠目に見える雪山のゲートが閉じていく。アトリアの声を聞きつけたのか、向こう側からケナガマンモス・ジュニアが中央世界を覗のぞいていたが、ゲートの口がどんどん狭まっていくと、そのうち何も見えなくなった。

　ゲートが閉まり切る間際、「きゅるうううううううう」と甲高い声が聞こえたが、それはゲートが閉じ切った後も中央世界に残響していた。
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「では授業を始める」

「「「よろしくおねがいします！」」」

　本日は晴天なり。授業の参加者は相変わらずの三名であるが、先日のモンスター襲来の後から、アトリアの表情はどこか柔らかくなっている。

　モフモフ大暴走としてレガリアを騒がせた事件。その復興が着々と進むなか、勇者学校に通う生徒らも放課後に手伝いをしている。とはいえ対抗戦も近い為ため、授業の力を抜くわけにもいかないのだった。

　俺はアトリアを見た。

「色々とあったが、対抗戦に勝ちたいという気持ちに変わりはないな？」

「はい、先生。私は盾を捨てて戦います！」

　俺はアトリアの頭を手刀で軽くたたいた。

「ばかもの」

「いたひっ！──な、なにをするんですか！」

「お前は本当に極端な奴やつだな。俺は盾を捨てろとは言っていないぞ」

「え、で、でも、盾を使わずに剣を持てと……」

「最初にも言ったが〈状況によって使い分けろ〉と言っているだけだ」

「そ、そうでしたか……」

　途端に目を泳がせるアトリア。そういえば今日、アトリアの装備に盾がない。

「お前、まさか……」

「す、捨ててませんよ!?　倉庫の奥に封印しただけで……！」

　慌てふためくアトリアを見て、心理状況を推測する。おそらく、盾を捨て、剣を持つことを心から納得するために盾を目の届かないところにしまい込んだのだろう。

「今からとってきます!!」

　アトリアが走り去ろうとするので、その肩をがしっとつかむ。それから、用意していた品物をアトリアに差し出した。

「開けてみろ。これをお前にやろうと思っていた」

「これは……？」

　布に包まれたそれを受け取ると、アトリアを筆頭に、パーティメンバー全員が注目する。

　布がゆっくりと外されていく中、レイが感慨深く言った。

（いやあ、しかし世の中何が為になるかは分からないものですねえ）

（うむ。勇者との戦いにおけるゴミだからな。よもや収集癖のエンゼファーに感謝するときがくるとはな）

　布が全てはがされたようだ。ハルモニアやタマモが「わー」と声を上げると、アトリアもそれに続いた。

「わあ！　綺き麗れい！」

　現れたのは小ぶりの盾だ。本来は大型の盾だったのだが、それを加工して小さくしたものだ。

　アトリアはパッと顔をあげた。随分と嬉うれしそうだ。

「不思議なデザインの盾です！　本当に頂いていいんですか!?」

「そもそもそれはお前らトライアングラム家のものだ。なにせ割れた勇者の盾を再加工したものだからな」

「え？」

「それはお前の先祖が一時期使っていた盾だ。元は神級ウェポンだったが、破損したためランクはいくつか下がっている。お前にはちょうどいいだろう」

　かつて、勇者とは何度も戦ったことがあるが、魔王城で戦った時には必ず勇者の武器が破損したり、魔王城が破壊されたりした。

　そんな時いつも片づけを任せていたエンゼファーという弟子が勇者の私物をとにかく集めまくっていたのだ。先日魔王城から金貨を呼び出した時に、レイがアトリアの色と似た魔力を備える盾に気が付き、本日に至ったというわけだ。

「まさか……そんな……」

　疑いつつも、どこか否定しきれないように盾を指先でなぞる。同じ質しつの魔力が流れているので、物への愛着という点で言えば他人の物には見えないはずだ。

「でも、どこか懐かしい感じがします」

「シールドバッシュをしやすいように小ぶりにしておいた。先日のケナガマンモスの一件でレベルがあがったんだろう？」

「はい！　そうなんです！　ですからシールドバッシュかハイスラッシュで迷っていたのですが……シールドバッシュを取ろうと思います！」

「うむ。それがいいだろう」

　ジョブ〈勇者〉は戦闘だけでレベルがあがるわけではなく、様々な貢献度でもレベルがあがるようだ。先ほど聞いたところによると、なんとレベル４までの道のりはほとんどが人助け──異世界飴あめ拾いだとか──であげたらしい。

　嬉しそうに皆に見せびらかしているアトリアへ俺は告げた。

「では修行を始めるぞ！」

（グウェイン様、授業です）

　俺にとっては同じことなのである。




　さて、ここで一つ問題がある。正直なところ、対抗戦は来週の頭に開催されるという。そして今日は週末である。つまり時間がない。

　よって手っ取り早く強くなる方法を教えるしかないだろう。

　俺は三人に向かって言った。

「魔法式のコツを教えてやろう。このレベルの世界では、もはや〈秘伝〉と言い換えてもいいかもしれんな」

「コツ？　秘伝？」

　ハルモニアが首を傾かしげると、タマモが補足した。

「おそらくラーメンのスープの話かと……！　もしくはやきとりの軟骨とタレの話かと！」

　おそらくも、もしくは、もない。

「二人とも、ちゃんと先生の話をきかないとだめよ」

　アトリアが笑いながら注意すると、ハルとタマモは真ま面じ目めな顔でこくこくとうなずいた。

（グウェイン様、もはや勇者も我が魔王軍の手先ですよ）

（それはそれで目的からずれるな……）

　案外、魔王が教師役というのは難しいのかもしれない。

「さて、アトリアよ。天術を撃ってみろ。あれも魔法も変わらんからな」

「はい。では……」

　イメージをしやすいようにか、最初から手を突きだしたまま、アトリアが詠唱を始める。

「緩やかに逆巻く風のように、今、我の想像をもって創造されるは金色の牙──天術〈スパーク・バイト〉！」

　以前よりはわずかに頼もしく見えるヘビがアトリアの腕に巻き付いた。あとはこれを射出すればダメージを与えることができる。

「よし、そこで止めろ、アトリア。ここからもう一つ、手順を追加する」

「手順、ですか……？　でももう術式は構築してしまいましたし、何もできないのでは」

「たしかに体内で術式を組み、魔力を流し、それを発現させた場合、あらたに術式を組むことはできん」

（グウェイン様はできるじゃないですか）

（俺を基準にするんじゃない）

「できないなら、どうすれば……？」

　アトリアが首を傾げると、ハルモニアとタマモも真ま似ねをした。ついでに腕にからみついたヘビも首を傾げていた。

　俺は腕を組み、断言した。

「新たに術式を組み込めないのならば、同じ術式を更に重ねればいい。いま発現しているスパーク・バイトの上に、さらに同じ式を組んでみろ」

　既に引いてある線の上に、さらに厚く線を引けばいいのである。術式とは式ではあるが絵のようなものでもある。すでにできている絵に何かを書き足すと作品は崩れてしまうが、修復するように同じ線を重ねていけば、作品が壊れることはない。

「重ねて……？　たしかにそれなら出来そうです」

　アトリアは目を細めて考えていたらしいが、ある一点で問題に気が付いたようだ。

「ですが先生、私はスパーク・バイトの術式に注げるだけの魔力を注いでいます。これでは新たに魔力を注入しても意味がありません」

　少し難しい話になるが、術式や法式を体内に組み込む際も、体内の魔力を使用して線を引いていく。魔力を使用する筆で体内に絵を描いていくと思えばいい。しかし魔力の総量が少ない奴は式の規模も小さくなる。筆につける絵の具がすぐになくなるからだ。

　そして術式が小さければ注げる魔力も少ない。よって、アトリアのヘビは大きくならないし、これ以上の魔力を注いでも、受け皿である術式が小さいので漏れ出てしまうのだ。

　だがそれはあくまで体内の魔力で作るときの話だ。

「お前の話は体内で術式を構築している場合だろう。俺の話は発現させたあとの話だ。魔力は中央世界のマナを使え」

　マナとは中央世界、ひいてはどの異世界にも充満している世界そのものが持つ魔力のことだ。普段は呼吸によって体内に取り入れた人間が、自分の魔力の質に変えていく。その魔力の元を利用してしまえば、いくらだって使い放題だ。

「マナを……確かにそれを利用して術を強化できるかも……」

「かも、ではない。できるのだ。やってみろ」

「はい……！」

　集中するように目を瞑つぶったアトリアは、自分の魔力ではなく、世界のマナを利用して、自ら創造したスパーク・バイトを上塗りしていく。

「……もう少し……、これをこうして……、……できた！」

　結果、先ほどまでの子蛇が大蛇のような荒々しさで再臨した。

「うっ」とアトリアが自分の手のヘビを見てのけぞるほどには迫力のある形をとっている。

「アリア……すごい……弟子入りしないと……」

「か、神様並みですうううううううううううう」

　ハルモニアとタマモが別人格を出すぐらいには未知の技術だったらしい。

　アトリアも「こんな方法があったなんて……」と目を丸くしている。

「よし、それでは次はハルモニアだ」

「……はいっ」

　期待のためか、いつもより若干大きめの声で反応したハルモニア。その瞳が若干赤みがかったのは、ニアが薄く発現したからだろう。

　さらに自分の番を楽しみに待つタマモの周囲では、月げつ化か日び神じんが異常なほどの速度で回っており、どう見ても物理攻撃用の武器にしか見えなくなっている。

　そして更に練習を重ねるアトリアは、魔力の運用に努め、身を反らしながらも腕にからみつくヘビを成長させていた。

　対抗戦まであと数日。

　勝利への道は随分明るくなっていると言えよう。
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　対抗戦・対策授業も終わり、残すは週明けの試合当日を待つだけとなった。明日は一日、試合を忘れずに休みということになったのだが、放っておいても自主練をするだろうから心配はしていない。

　ハルモニアとタマモも吞み込みは早く、少々の時間を要するとはいえ、まず間違いなく一撃で対戦相手を屠ほふることのできる状態にはなっている。

「じゃあね……センセ、アリア」

「先生様！　椅子が必要なときにはぜひお呼びくださいね！」

　ハルモニアとタマモは手を振りながら帰路についた。二人は同じ集合住宅に住んでいるため、夕飯を一緒に取っている。そのため二人で夕飯の食材を買っているらしい。

　アトリアは北側の高級住宅地に住んでおり、なおかつ天術のコツをつかみかけていたのを逃したくないのか、自主練を繰り返していた。

　しばらく修行を見た後、俺はアトリアに声をかけた。

「アトリア。試合前、最後の授業を行うぞ」

「授業、ですか……？」

「いや、正しくは決闘だ」

「け、けっこん？」

「決闘だ」

（ユウシャ、コロス）

（落ち着け）

「あ、け、決闘ですか、そうですよね……！」

　アトリアの手に巻き付いていた蛇が情けない音と共にしぼんでいった。

「魔法戦士もいいが、やはりお前は近接前衛の盾勇者がいいのだろう。よって、その為ための最終授業を行う」

　俺は徒手空拳で構えた。

　冗談ではないと悟ったのか、アトリアも傍かたわらに置いていた盾と剣を装備した。

「先生、私も本気でいきますよ」

「それが……俺の本望だ」

「先生……？」

　アトリアは首を傾げたが、答えがないと知ると、戦闘態勢をとった。

（グウェイン様、なにかお考えがあってのことですか？）

（黙って見ていろ。じきに分かる）

（はいですう♡）

「ではいくぞ！　しっかりと受けきってみせよ！」

「──っ！　望むところです！」

　盾を構えるアトリアへ突進する。アトリアは定石通りに盾を構えた。

　全力で──とはいえドレインで調整はしているが──右ストレートを叩たたき込む。ガギン、と戦闘開始のゴングが鳴り響いた。

「てやああああああ！」

　シールドが光り輝くと共に、「〈シールドバッシュ〉！」とアトリアの宣言が続いた。あきらかにアトリアの腕力を超えた動きで盾が俺の腕を押しのける。

「手が透けて見えるぞ！」

　開いた腕の間をつくように、アトリアの短めの剣が突きだされるが、それは百も承知である。俺はぐいっと体を反らせたまま、それを避よけた。

「これはどうですか！」

　アトリアはそのまま剣をくるりと回転させると、柄つかの部分を下にして叩きつけてくる。

　俺はそれを反った形のまま手で弾はじいた。

「っ──ではこうです！」

　アトリアは弾かれた剣に引っ張られるように体を捻ひねると、そのまま盾の通常攻撃を行ってきた。

「打撃ばかりだが、悪くはない──が、まだまだ甘い」

　俺はいつぞやの出会いの時のように、盾を手のひらで受けきった。

　アトリアはここぞとばかりに叫んだ。

「狙い通り！〈シールドバッシュ〉!!」

　きいいいいいん、と再び盾が光る。アトリアの体勢を無視してアビリティが行使されると、盾を受けていた俺の手のひらごと腕が弾かれた。

「せやあああああああああっ！」

　アトリア渾こん身しんの一突きが俺の胸の中心を狙った。

「同じ手は通用しないと思え」

　似たような展開だったが、今度は反るのではなく、アトリアの盾側へと避よける。

「……っ！」

　アトリアは俺の狙い通りの動きにつなげた。

　盾側に立っている俺の体を弾こうと、やはりアビリティを使用してきた。

「〈シールドバッシュ〉ッ!!」

「終わりだ」

　俺は発動前の光り輝く盾を押さえ込むと、流れのままにアトリアから盾を奪った。

「えっ!?」

　盾を奪われるということは予想だにしていなかったらしい。アトリアは自分の手と俺の持った盾を見比べると、頰ほおを膨らませた。

「私の盾を返してくださいっ！」

「命をかけた戦いではなにが起こっても不思議ではないのだ──例えばそう、この俺が盾専用アビリティを使用するということが起きても不思議ではないということだ！」

　装備をせずに手で持っている盾。その盾がキイイイイイインと光り始めた。

　アトリアが俺の手の中で光り続けている盾──アビリティ発動前の予兆を見て、驚きを隠さずに叫んだ。

「え!?　アビリティ発動!?」

「これがお前への最後の贈り物だ。よく見ておけよ──アビリティ〈スワロウ・シールド〉！」

「そんなアビリティ聞いたことない……!?」

　俺の宣言と共に、アビリティが発動する。アビリティによる補正によって、俺の行動は強化され、装備している盾がその対象となる。

　水平に後ろに引かれた腕が前に差し出された時、勇者の盾が射出されてアトリアの脇を滑空していく。

　キュイイイイイイン、と音を立てて回転飛ひ翔しようする盾は、アトリアの脇をかすめ、その美しい髪を何本か切り取ると、空中で大きな弧を描いて旋廻し、アトリアの後方に突き刺さった。

「なるほど。まだまだ投とう擲てき角度と回転速度に改良が必要だな」

　アトリアは背後に不時着した盾を見てから、俺に言った。

「先生、こんなアビリティどこで覚えたのですか？」

「覚えたのではない。俺が作ったのだ」

「作った!?　アビリティって作れるのですか!?」

「作れるに決まっているだろう。作れないのならば、そもそも誰が一番最初に一般ジョブなんていう任意修得の汎用ジョブを生み出すのだ」

　アトリアはハッとなった。

「てっきり中央世界創世のころからあるものかと……」

「馬鹿を言え。人間どものジョブは、人間どもが開発してきたに決まっている」

（もはやジョブを一から組み立てられる人間は存在しないでしょうからね）

（あれは古代でもなかなか難しいことだったからな。仕方あるまい）

　アトリアは盾を拾ってくると、ぼうっとそれを見続けていたが、ぽつりと疑問を口にした。

「先生はどうして盾専用のアビリティを私に……？」

「トライアングラム家の標語はなんだ」

「……？　〈一歩も退ひかず〉、です」

「それ即すなわち攻防一体ということだ。今のお前であればそれを理解していると考えた。だからその技を託すのだ」

「先生……」

　異世界からの輸入能力である〈極意相伝〉は、技熟練度がＭＡＸとなった技を弟子に教えることができるというものである。だが一度、その身で攻撃を受けなければならない。

　さきほどアトリアは身をもってアビリティを体感したのだから、既にスワロウ・シールドを使用することができるはずだ。なにせ生み出した瞬間から、俺のスワロウ・シールドはレベルが最高値だったからだ。

　アトリアの手の中で盾が光りはじめた。無事にアビリティが相伝されたようである。

「先生は……その、なんていえばいいのか……、本当に何者なんですか……？」

　俺は何も答えない。

　魔王グウェインといったところで信じまい。試合前にそんなことで気持ちを揺らがせる必要もない。

　その代わりに俺は授業終了の合図を出した。

「アトリア・トライアングラム。これにて試合前の授業はすべて終わりだ。あとは全力で戦って見せろ。俺は必ずお前らが勝つと信じているぞ！」

　アトリアは口を半開きにして話を聞いていたが、直じきにしっかりと頷うなずいて見せた。

「はい！　頑張ります！……先生のためにも、頑張りますから、見ていてくださいね」

　日没が近い。

　そして試合開催の日も間近だ。
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　翌日は予定通りの休日となったが、俺は夕刻より予定が入っていた。

　レガリア城下町はアスタリスク島という小島にある。しかし町の規模はオーリアス大陸内に存在する大きな町と同等程度である。

〈鐘鳴らしのカエル亭（居酒屋）〉と書かれたプレートを掲げるその店は、西側の商店通りを一本奥に入った陰気な場所にあった。居酒屋というのは、酒屋と料理屋が合体したものらしい。以前は酒場と料理屋は別々で、どちらか一方の提供だった。時代は変わるものだ。

　まだ月も出きっていないというのに、店の前には既に酒に潰れたらしい獣人が、樽たるによりかかってうなだれていた。具合が悪いらしくうなっている。

「ううううう、お腹なかがすいたのじゃああああああ」

　リルだった。

　酔っているのではなく、空腹で動けないらしい。あと数歩歩けば居酒屋だというのに。

「おい、干し肉をくれてやるから正気に戻れ。そして居酒屋に入れ」

　アイテムストレージから特選干し肉を取り出してリルの口の中に入れた。

「お腹がすいたのじゃあああ、ううううううむぐっ!?──ううう、うまい!?　こ、この味は我が主あるじ様の特選干し肉ではないか！　もっとくれい！　もっとくれい！」

　プライドもへったくれもないように、足元にすがってくるリル。

「残念ながら特選は品切れだ。続きは居酒屋の料理にしろ」

「うううう、あんなに甘美な味を覚えさせておいて、お預けなんてなんと鬼畜なやつじゃやあ……たのむう、たのむぞお……わしにあの甘美な味をもう一度、おねがいじゃあ……」

「既に一個食っておいて、お預けはないだろうが」

「主殿お～、リルに、このリルに、どうか特選お肉をくださいなのじゃあ」

　ジリジリと足元から這はい上がってくるリルの頭が俺の腰辺りに到達したところで、居酒屋のドアがギイっと音を鳴らして開いた。

　現れたのはセルフィだった。

「ちょっと、リル？　いい加減に入ってきなさいっ！──って、な、なななななにしてるの、リル!?　ははやくそこから頭をどかしなさい！」

　腰にすがりついたまま、リルが振り返った。

「んあー？　なにをそんなに慌てているのじゃ？　わしは干し肉をねだっていただけなのじゃ」

「べ、べつに何も勘違いしてません！」

　真っ赤な顔でぶんぶんと顔をふるセルフィへ、俺は挨拶をした。

「セルフィ、今日はよろしく頼むぞ」

「あ、はい！　こちらこそよろしくお願いします！　それではメンバーもそろいましたし、始めましょうか。ほら、リル！　早く居酒屋に入りなさい！」

「何を始めるのじゃ？」

　立ち上がったリルが不思議そうに言うと、セルフィはこれでもかというほど深いため息と共に肩を落とした。

「だから、何度も言っているでしょう。今日はシグルド先生の着任祝いと、明日の対抗戦の決起集会ですっ！」




　至る所に魔法を応用したアイテム〈灯石〉が設置された店内は、夜とは思えぬあたたかな光に満ちていた。表通りの人気店にはないどこかさびれた雰囲気もあるにはあるが、俺にはこちらのほうが心地よい。

　既に食事と酒をとりはじめてから一時間は経過しただろうか。セルフィは酒をあまり飲まず、反面、リルはうわばみのように飲み続けていた。

「リル、明日は試合当日なんですよ？　少しは慎んでください」

「そうはいっても、わしは明日は戦わんしのう。セフィに頑張ってもらうとするのじゃ」

「もう……」

　言い合う二人には、それでもどこか親し気な雰囲気が漂っていた。

「明日はセルフィも試合にでるのか？」と俺は尋ねた。

「あ、はい、そうなんです。教師は生徒や関係者に対するエキシビションマッチみたいなものですから、勝敗は関係ないんですけどね」

「そうはいっても、勇者コース全員負けてしまっては恰かつ好こうがつかないからのう。いつもセフィは阿あ修しゆ羅らのごとき気迫で、冒険者コースの教師どもを打ち抜いておるわ」

「ちょ、ちょっと！　やめてよ！　私はそんなに怖い顔をして戦ってないし、そもそも今回はきっと勇者コースの皆は勝てますっ！」

「そういって早何年が経たったのかのう──おおい、店主！　ジパング酒を五合追加じゃあ」

「いい加減にしなさい！」

「うへえ、セフィは怖いのう。ではわしが自分で取ってくるとしよう。老齢の店主に持ってこさせては怒られてしまうからの」

「誰が持ってくるかで怒っているわけじゃないの！」

「セフィはいつも難しいやつじゃのう。どれ、それでは店主のために食器も下げておいてやるかの。酒も少しずつ残っておるから、これとこれと……余ったこいつを調合して特製ヴォルカニックドリンクを作って、と──おおい、店主、空あいたコップじゃぞお」

　いくつもの容器をバランスよく持ったリルが、せっせとカウンターに向かう。その背中を見送ったセルフィは息を深く吐はいたあと、水の入ったコップを傾け、俺の顔を見た。

「でも、本当に私は今回、勇者コースの生徒たちが勝利をつかむと思っています。もちろん全ての生徒ではありませんが……きっとアトリアさんたちは勝てると思います。そう思いませんか？」

「無論だ。なにせ俺が教えているのだからな」

「ふふっ」

　セルフィは笑ったあと、ハッとなって両手を振った。

「あ、すみません！　バカにしたわけじゃないんです。私も同じことを思っていたので、それで面白くて」

「ほう？」

「アトリアさん、最近は言わなくなりましたけど、先生が赴任した当初は、いっつも私に言ってきたんですよ。『あの人は魔王を自称する頭のおかしい人です！　今すぐ解任してください！』って。私もさすがに魔王というワードには驚いてしまいました」

「……ふむ」

（まあ、自業自得ですよね）

（ゆるふわとは、難しい世界だ）

「でも、それからのアトリアさんは……きっとシグルド先生の言葉に、逆に救われていったのではないでしょうか。本心を隠された付き合いよりも、先生のようなまっすぐな方のほうが、きっと付き合いやすいのでしょうね」

「そういうものか」

「そういうものです」

　ニコリと笑ったセルフィの笑顔はとても美しいものだった。それは信念を持った人間だけが持つ、混じりけのない笑みだった。

「セルフィの笑顔はとても美しいな。失なくさないようにするといい」

「……え？」

「聞こえなかったか？　お前の笑顔は美しいと言ったのだ」

　セルフィは口をぽかんと開いた。

「……そ、それはつまり、プ、プ」

「どうした」

「プロポーズですか!?」

（コイツ、コロス）

（落ち着け）

　ボッと顔が赤くなったセルフィの脇をぬけて、お酒を両手いっぱいにかかえたリルが椅子に座った。

「大漁大漁じゃあ──む？　セフィ、どうかしたかの。ずいぶん顔が赤いようじゃが」

「リル!?　べ、べべべべべつに!?　別に美しくないですから!?」

　セルフィは首を小刻みに振り続けながら、リルの近くに置いてあったコップを手に取った。

「あ、セフィ、それは、わしのヴォルカニック──」

「も、もう！　本当に、リルったら！　何を言うのかしらっ！　まだ出会ったばっかりなんだから、結婚なんて！　お、おたがい、肌も触れ合ってないのに……っ！」

　ほてった体を冷ますように、透明な液体の入ったコップをあおるセルフィ。

　その動作を口を開けてみているリルが、ぽつりと呟つぶやいた。

「それはわしが作った高濃度のアルコールドリンクなんじゃが……」

「へ？」

　気の抜けたような声をあげたのもつかの間、セルフィは別の意味で顔を真っ赤に爆発させて、地面に倒れ込んだ。

　リルが慌てて抱き起こしたが、もはやセルフィに意識はないようだった。

「セフィ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!　目を覚ますのじゃああ！　いやじゃあ！　いやじゃあ！」

　涙目のリルがセルフィを抱きしめた。

「誰がお金を払うのじゃああああああ」

　もっと心配することがあるだろう、という言葉を吞のみ込んだまま、俺はポケットに何かが入ったのを確認する。

（グウェイン様、とりあえず金貨を数枚転送しておきましたのでこちらでお支払いくださいませ）

（うむ。苦労をかけるな）

（グウェイン様に関することなら惑星爆発だろうとどんとこいです）

「セフィ、はよう目を覚ませ[image: ][image: ]、支払いはどうするのじゃああ～、焼きドードーも食べたかったのじゃあ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　リルを見ていると、レイはなかなかよく出来た参謀であると思わされる夜であった。







[image: 第七章]




　対抗試合当日の朝は、昨夜の惨事を引きずったまま始まった。

「うう……、世界が……、揺れています……」

　選手控室でセルフィがぐったりと座っていた。顔色は白く、指先まで血が通っていないような色をしており、どう見ても健康状態は良くない。

　ようするに昨日、リルの作った高度数のアルコールドリンクを一気飲みしたせいで、二日酔いなのである。

　本来であれば選手控室で、生徒のための言葉を一言二言口にしている時間だが、出てくる言葉はいつまでも同じであった。

「あ、頭が痛い……、世界が揺れています……」

　タマモが水を持ってセルフィの傍かたわらにやってくると、背中をさすりはじめた。

「セルフィ先生、さあ、冷たいお水をどうぞ。背中をさすってさしあげますから、どうかお気を楽に」

「あ、ありがとう、タマモさん……」

「なにかお辛つらいことはございますか？」

「頭が痛くて、割れてしまいそうです……」

「先生、ご安心ください」

　タマモは優しく微笑ほほえんだ。

「割れているのは、おしりです」

　ハルモニアが小さく首を振る。

「タマ……セルフィ先生は冗談に付き合う余裕、ない」

「え!?　冗談!?」

　タマモが口に手をあてた。

「おしりは冗談のつもりで割れていたのですか!?　で、ではおしりが真ま面じ目めになったそのとき……二つが一つにくっつくのですか……っ!?」

　やれやれ、と周りの生徒が親し気に首を振って諦めるあたり、タマモというキャラが特殊でありながらも愛されていることがうかがい知れる。

「しっかし、情けないのう」

　リルがあからさまに肩を落とした。

「試合当日に二日酔いとは……さすがのわしも呆あきれるぞ」

　原因はどう考えても昨夜の決起会において、リルが作ったスペシャルドリンクである。だが飲んだ経緯はセルフィに責任があるため、本人もなかなか強く言えないようだった。

「……っ、そもそもリルがあんなとこにお酒を……っ！──ああ、頭が痛いです……」

「天才美少女セルフィちゃんも、大人になってはただの人なのかのう」

「その話は今はやめて……」

　従うべきはずの二人の教師たちがこんな様子であるため、生徒である勇者の卵たちもさすがに不安だろうと思ったのだが、こういった場面には慣れているようだ。各々が自分たちの役割でもって試合までの準備に勤いそしんでいた。

（勇者は万能タイプ。一人で何でもこなす気質が多いですからね）

　レイの言葉の通り、開始までの準備は万事問題なく進んでいった。

　だが、ある一点において選択が必要となってしまった。教師の対抗戦の代表についてである。

　昨夜の話だと模擬戦のような形で、勇者コースの教師と冒険者コースの教師とが戦うということらしい。

　セルフィがうめくように言った。

「リル、申し訳ないですけど、あなた、戦って……」

「ええ？　わしは嫌じゃあ。そもそも冒険者コースのやつらは陰湿な奴やつが多いからのう。拳こぶしを交わしたいとも思わん」

「そんなこと言わないで……っ」

「わしよりも適任がおるじゃろう？」

「ええ……適任……？　あ……たしかに」

　リルは俺を見た。つられてセルフィも俺を見た。ついでにアトリアを筆頭に、周囲の生徒の全員が俺を見た。

「なんだ？」

（おめでとうございます、グウェイン様──）とレイが言った。

（史上初、勇者チーム代表の魔王です）
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　今日は温かな日差しであり、過ごしやすい気候である。

　だが試合会場である円形闘技場に入ると、天蓋がないにもかかわらず、むわっとした熱気が体を包み込んだ。

　いつぞやの模擬戦とは違い、本日の客席は満員だ。

『姉ちゃん！　こっちにもエール三つ！　いや、その背中の樽たるごとおいてってくれ！』

『アスタリスク島名物、焼きドードーだよ～、スクウェアイモのバター焼きもあるよ～』

『さあさあ、皆さん、予想券はあと一時間で締め切りだよ！　オッズはこちら！　チーム戦の勝ち負けを当てるのもあれば、全試合の個人成績のもあるよ！　一番難しいのをストレートで当てたときにゃあ、念願のレガリア北区一軒家が手にはいるよっ！』

　そこかしこに親子連れの笑い声やら予想屋のダミ声やらが響き、酒と代金、賭け金と賭け証明書やらがあちこちに飛び交っている。

　祭りというよりも、何かの戦に見えなくもない。参加者である勇者学校の生徒たちよりも気迫に満ちていた。

「これは凄すごい熱気だな」

　思わず呟つぶやくと、傍らのアトリアが言った。

「アスタリスク島にもいくつかの集落はありますが、大規模な町はレガリアだけです。娯楽も当然、大陸ほど発展していませんから、こういうイベント時には島中から観客が集まってくるんですよ。お金もこういう時ばかりは出し惜しみされません」

（商売人としては稼ぎ時というわけだな）

（魔王城も一般開放して、観覧料を取っていますからご心配いりません）

　我が城のセキュリティが心配なのだが……。

　セルフィはすでに、「うう……少し良くなりましたが、シグルド先生、後はよろしくお願いします……」と言い残して立ち去った。

　去り際に秘薬を渡しておいてやったので、あれを飲んで寝ていれば、なんとかなるだろう。ただし命を救う丸薬であるため、二日酔いに即効性があるかは不明だ。

　勇者コースの面々を引き連れて歩いていると、聞き覚えのある男の声がした。

「おやおや、そこに居るのは初代勇者の血を引くアトリアちゃんじゃねえか！」

　見やれば、なんてことはない、いつぞやの冒険者コースの坊主だった。アトリアの腕を折ろうとしたバカ者だ。おそらくパーティメンバーだろう男女四名を引き連れて偉そうにしているが……名前を思い出せん。

「今年もわざわざ負けにきたのか！　お前、なぶられるの好きなんじゃねえの？」

『ぎゃはははははっ、勇者のくせにそういう趣味かよ、こいつ！』

　仲間内でアトリアを筆頭に勇者コースに対する下げ卑びた罵倒が始まった。

「──っ」とアトリアの体が強こわ張ばるが、言葉を吞のみ込むのは成功したようだ。

　勇者コースの面々もなんとか耐えていたが、そのうちの一人が前に出た。

『おい貴様ら。俺の剣の錆さびとなりたいようだな』

　美麗な鞘さやにおさまった細剣に手をかけてすごむ。

　しかしすぐに、『はいはい、ブラフィ君はしゃしゃりでない』とパーティメンバーの一人が腕をとって引き下がらせた。賢明な判断である。

　こいつの立ち居振る舞いは俺でも錯覚するほど、ものすごく強そうに見える奴なのだが実際は恐ろしく弱いのである。どうやら〈剣を構えただけで相手を威圧し続けて世界を救った〉とされる勇者の家系らしく、現在は歴代史上最弱勇者の家系と言われているらしい。

　だが俺はそんな勇者の心意気が嫌いではない。

「アトリア。して、この坊主の名はなんといったか」

　尋ねると、アトリアはその名を口にするのをためらうような口調で答えた。

「レッグス・レッドリーです、シグルド先生」

　レッグスが大仰にのけぞった。

「おい、聞いたかよ！　あんな得体のしれないレベル１を〈先生〉だとよ！　とうとう勇者のプライドを捨てたか！　そこは褒めてやるよ！　ついでに盾も捨てちまえ！」

『ぎゃはははは』と周りの者が同調すると、アトリアはぎりっと歯を鳴らした。何かを言いたいのだろうが、試合前であるため抑えている。暴力は不戦敗だ。相手もそれを分かって煽あおっているのだろう。

（この馬鹿どもに灸きゆうをすえねばならんが……教師としてはどう立ち振る舞うべきか）

（グウェイン様。対抗戦は人数の関係上、冒険者コース対冒険者コースという図がほとんどですが、アトリアたちのパーティは、このレッグスパーティとの試合になっています）

（ほう。それは都合がよいな）

　俺は坊主を指さした。

「おい、そこの……坊主。つまりレッドリー家の、なんといったか……」

「おい、てめえ。まさか俺様の名前を忘れたんじゃねえだろうな!?　レベル１のくせに！」

　弱い奴の名前はすぐ忘れてしまう。

（レイ、こいつの名をもう一度教えろ）

（はい、レッグスです）

「ハイレッグスよ！」

「ちげえよ！　レッグスだよ！」

（グウェイン様はハイレグがお好きなんですね！　レイ、メモします！）

　意味が分からんが、名は分かった。

「レッグスよ。お前は俺の生徒ではないが、一つ教えておいてやろう」

「ああ？」

「アトリア・トライアングラムは、今日、お前を完膚なきまでに倒すだろう。調子に乗ると立ち上がれんぞ」

「……は？」

　レッグス一同は目を丸くしたあと、顔をくしゃくしゃにさせて笑った。

「な、なに言ってんだ、コイツ！　笑わせるのもいい加減にしてくれよ……っ！」

　嘲笑の中、アトリアは強い意思を感じさせながら、「……先生、私はこんな人たちには絶対に負けません。負けたくありません」と小さな声で宣言した。

「あ[image: ][image: ][image: ]、最高に笑わせてもらったぜ！　試合前の緊張ほぐし、ありがとうよ、中央世界の最弱先生さんよ！」

　そう言うと、レッグスはその時ばかりはまるで貴族のような恭うやうやしい動作で頭を下げて、「ではこれにて失礼。落ちこぼれ勇者コースの皆々さま」と立ち去った。

「実に不愉快なやつじゃのう。冒険者コースのくされ教師どもにしろ、生徒にしろ、真っ当に戦う気すら失うせるやつらじゃ……どうせ今回もなにかしてくるんじゃろ」

　リルはなにかを予言するようにぼそりと呟いた。
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　開会式がはじまった。

　円形闘技場は広大であり、総勢三百名ほどの勇者の血族たちが集まっても、なお余裕があった。

　特別に設しつらえられたステージでは司会が慣れた口調で進行している。

『続きましてカキモチ校長の挨拶です！』

　紹介されたカキモチ校長は、肥えた体を揺らしながら壇上にあがると、せっかちな性格なのかすぐに言葉を並べ始めた。

　まずは勇者コースの生徒十三名へと、「各自の勇者の先代の名のもとに、また勇者学校に通う生徒としての誇りを忘れず、正々堂々と戦うように」と言葉が贈られた。

　途中、「……ひっ」と声が漏れたのは、俺と目があったからだが、何とか自分のペースに戻していた。

　続いて冒険者コースの面々には満面の笑顔を向けて、「貴殿らの家系はとても優秀な血筋であるから、今後も立派な冒険者となってお金持ちになってください。そして勇者学校はいつでも寄付金を受け付けております」と頭を下げた。

（今更だが、これが学校内設備が第一と第二で分かれている理由なのだな）

（残念ながら、お金は何事においても必要ですからね。生徒数も少なければ、コースごとに差はでるものです。とはいえカキモチはあからさますぎるので、オーナーとしてお仕置きをしておきましょう──えいっ）

「であるからして──うっ!?」

　壇上で意気揚々と話をしていたカキモチがお腹なかを押さえた。

（何をした。相手の生命力が弱すぎてデバフ効果まではわからん。体調変化か？）

（ドレインの応用で魔力の流れを乱して、下痢にしておきました）

　下痢で全てが許されるのか……。

「で、であるから──ぐおおおおおおお、エマージェンシーっ！」

　カキモチ校長は立ち去った。

『校長のご挨拶でした！』と司会役はぶれずに進めていく。『続きまして、各コース筆頭教師からのご挨拶になります！』

　青い顔で退場したカキモチに代わって、どこか見覚えのある男が壇上にあがった。

（筆頭教師とはなんだ？）

（教師の統括役ですね。勇者コースの場合はセルフィ・オーキッドになります）

　つまり目の前の男は冒険者コースの統括教師というわけか。

　金色の髪は長く、戦闘には向かない式典用のローブを着ている。色白ではあるが優男というよりも、気難しそうな印象を受ける顔立ちだ。ひ弱というよりも、狡こう猾かつという表現が似合っているだろう。やはりどこかで見たことがあるが、どこで見たかは思い出せない。

　教師として俺と並んで立っていたリルが嫌そうに教えてくれた。

「あいつじゃ、あいつ。あのいやらしそうな男が、冒険者コースの筆頭教師〈アグリーメント家〉三男の〈ハニバル・アグリーメント〉じゃ。お前さんも、アグリーメント家ぐらい知っとるじゃろう？」

「確かにどこかでは見たな」

　厳密には奴やつの〈魔力〉を感じたことがある気がするのだが、はて、どこであったか。

（グウェイン様、最初にアトリア・トライアングラムを連れ去った際に、闘技円台のまわりに居た監督役が、まさしくこの男でした）

（なるほど。あの時の魔力か）

　確かに周囲から浮いた魔力があった。それがこいつだったか。

　勇者の魔力は清らかだ。レッドリーのような腐った勇者でさえその魔力はなめらかで美しい。しかしこの男は、どちらかというと俺寄りの魔力をしている。とげとげしく、攻撃的なのだ。

（アグリーメント家とは勇者の家系か？　まさか勇者の敵ではあるまいな）

（勇者の敵ではなく、勇者の一族で間違いありません。それもかなり有名な家系ですよ。知略のアグリーメントと言われています）

（どのように知的なのだ？）

（知的ではありません知略です。アグリーメント家は、勇者でありながらも〈三つの願いを叶かなえる魔神インバース〉と手を組み世界を征服──したとみせかけて、魔神を裏切り、背後から魔法を浴びせ、結果的に世界に平和をもたらしたという異質な存在なのです）

（それで〈知略〉か）

（〈裏切りの〉でもありますね）

『それでは続きまして、冒険者コース筆頭教師、ハニバル・アグリーメント様のご挨拶になります！』

　茶ちや化かすことの多い冒険者コースの生徒たちが顔をひきしめて拍手をした。まるで軍隊のトップを前にしたかのような変わりようだ。それだけでハニバルという者の質しつが分かる。

「冒険者コースの生徒たちよ」

　ハニバルが厳かに口を開き始めた。

「世界は変わった。もはや勇者など不要の時代において、なお我々の血に刻まれた運命に翻弄される者は愚かである。そしてその力を己おのが一族の繁栄に効果的に利用する貴殿らこそ、勇者の名に縛られぬ真の勇者といえよう。今日はその証明の一日である」

　言葉を切ったハニバルが勇者コース一同を見た。視線に〈恐怖〉の魔法を載せているようで、「……っ」とアトリアたちは身をこわばらせた。

　俺は背後で身をこわばらせる勇者たちを一いち瞥べつしてから、嘆息する。

「くだらん」

　小さく言葉を吐きだし、その〈言葉自体〉に魔法解除術式を載せて、恐怖の視線を解除した。一般人からしたら何に〈魔法式〉を刻んだのか分からないだろう。詠唱でもないし、唇にも魔法式は刻まれていない。

「……？」とハニバルが首を傾かしげる。

　現代の教科書では基本的に〈血の通った自身の体〉に魔法式を載せられると書いてある。視線も、視線そのものに魔法式が載っているわけではなく、眼球に刻んで発生させているということになる。魔法式を刻んだ視線が太陽光のように伸びているわけではない。

　だが、この世界では知られていないかもしれないが、自身が発生源となっているので言葉そのものにすら魔法式は刻めるのだ。抜けた髪の毛にすら魔法式は刻める。

　昔はよく、達人の爪の垢あかを煎せんじて飲ませるべき、という格言があったが、あれも結局、爪の垢にその達人の魔力や魔法式が刻まれているという裏がある。

「……、……」

　ハニバルは言葉を止め、再び恐怖の視線を実行。

　俺はすぐさま打ち消す。今度は吐と息いきに魔法式を刻んだ。これは一般的な方法ではあるが、やはり感知できる者はいない。

　ハニバルの眉が歪ゆがんでいき、疑惑の目で俺を見ていたが、しばらくすると余裕を取り戻したようだ。

「……勇者の生き残りに、心からの祝福を」

　そうして壇上から降りた。

　司会役が進行を続ける。

『では続きまして、勇者コース筆頭教師のセルフィ・オーキッド様──ではないようですね、予定が変更されたようで……はい、わかりました。それではセルフィ・オーキッド様に代わりまして、代理のシグルド様よろしくおねがいします！』

（何を話せばいいのだ？）

（お好きなことをお話しいただければ）

　壇上にあがった俺は、生徒の顔を順繰りに見た。

　冒険者コースの生徒は一様に腑ふ抜ぬけているようだ。中には数名見所のあるやつもいるが、目の光は失っており、勇者としての魅力はない。

　半面、勇者コースの生徒十三名は全てが光り輝いていた。原石と言っていい。その中でもアトリアはひときわ輝いて見えた。

　俺は一つ頷うなずくと冒険者コースの生徒たちへ言葉を贈った。さきほどのお返しで〈鼓舞〉の術を言葉そのものに載せた。誰にも打ち消すことはできないだろう。

「俺はシグルド、勇者コースの教師である。冒険者などという逃げ道へ進んだ勇者の末まつ裔えいに告げる！　先祖の七光りをまとう白馬に乗って闊かつ歩ぽする冒険は楽しいか？　誇らしいか？　今日は一つ、お前らに敗北という言葉の本当の意味を教えてやろうではないか！」

　生徒と教師は言葉を失ったように静かだ。中には怒りで顔を真っ赤にしている教師もいる。

「そして勇者コースの生徒たちよ！　貴様らこそ、本当の勇者である！　もしも俺が──我が魔王であったのならば、ぜひこう言うであろう。『我を倒せるものならば倒して見せよ、真の勇者たちよ』と。だが、今日の敵はひとまず冒険者である！　健闘を祈る！」

　ふははははは！、と笑っていると、客席から大きな歓声があがってきた。

『よく言った、にいちゃん！』

『頼むぞ！　頼むぞ！　青空酒場のツケがやべえんだ！　たのむぞおおおお！』

『やだ、あの子かっこいいじゃない……♡（おっさんボイス）』

　壇上から降りるとリルが笑っていた。

「危うく惚ほれてしまうところじゃった」

　アトリアがすり足で教師の列まで進み出てきて言った。

「先生、今日ばかりは魔王というワードも見逃します」

「そうか、ならばあとは勝つだけだな」

　そう言ってやるとアトリアは力強く頷いた。







[image: 最終章]




　学内対抗戦のルールはいたって単純である。パーティ単位で対戦相手が決まり、あとは勝ち抜き戦を行う。パーティ人数に差がある場合には負けたメンバーが連戦をして数を調整するなど、大規模であろうとあくまで学内大会であるため自由度は高い。

『てやあああああああ！』

『うらああああああっ！』

　剣と盾のぶつかる音。

　現在、勇者コースの一パーティが戦闘中であり、アトリアを含めた俺の生徒は傍かたわらで固かた唾ずを吞のんで見守っている。

　勇者コースの戦闘は防戦となることが多く、そのまま押されて終了というパターンが多かった。一度、場外から熱くなり過ぎたタマモが回復アビリティをかけそうになり、あやうく反則退場となるところでもあった。

　ギインと剣と鎧よろいが打ち鳴らす大きな音が響いた。勇者コースの選手が倒れ込んだ。

「勝者！　冒険者コース！」

　勇者チームの負けが決まった瞬間、アトリアの体から力が抜けた。手をきつく握り過ぎているし、過緊張状態なのだろう。

　勇者コースの生徒はたったの十三名。チーム数にしてたったの四チームだ。対して冒険者コースはおおよそ三百名ほどが在籍し、チーム数も百近いようだ。

「二パーティとも、あと少しで勝てました……」

　誰にともなく呟つぶやくアトリアの言葉は、残念ながら過大評価である。たしかに悪いパーティではなかったが、勇者コースの誰もが力足らずだった。

　リルが干し肉を嚙かみながら言った。

「まあしかし、去年は一方的だった試合展開も、今回はどちらのチームも大将戦までは粘ったのう。正直、びっくりじゃ」

「そういうものか」

「お主は勝ちを狙っているのじゃろ」

「もちろんだ。アトリア、そうだろう？」

　俺に促されたアトリアは、背後のタマモとハルに頷いてから、強い視線をこちらへ向けた。

「負けてしまった皆の為ためにも、私は全力を尽くします！」

「頼もしいもんじゃ」

　だるそうなリルの言葉であったが、その表情は笑顔だった。

　その時、背後からセルフィの声がした。

「ア、アトリアさんたち……どうか、皆の為にもがんばってね……」

　アトリアが口元に手をあてた。

「セルフィ先生！　大丈夫なんですか!?」

「頭が割れるから大きい声は……ちょっと……」

「す、すみません……」

「先生、アリアちゃん、二人とも落ち着いてね」

　後ろに控えていたタマモがそっと一歩を踏み出して、微笑ほほえんだ。

「割れるのは頭ではなく、おし──」

　ハルモニアが口を挟んだ。

「……タマ、すこし、静かにしよ……？　みんな、タマを入場口につれてって……？」

　ハルモニアの言葉に、『よし、分かった』と勇者コースの数人が腕まくりをする。四肢をがっしとつかまれたタマモが目を白黒させた。口まで押さえられており、扱いは完璧だ。

「む[image: ][image: ][image: ][image: ]!?」

「ふう」と息を吐はいて、なんとか背筋を伸ばしたセルフィが、ゆっくりと頭を下げた。

「シグルド先生、あとはよろしくお願いします」

　秘薬が効いてきたのだろう。もう少しすれば完治するはずだ。残念ながらこの秘薬は命を救うための薬であるため、二日酔いには効きが悪いようである。

「うむ。任せておけ」

『次！　勇者コース、〈トライアングラム・パーティ〉！　第三闘技円台、東へ！──続いて、対戦パーティである〈レッドリー・パーティ〉、第三闘技円台、西へ!!』

　コールが掛かり、アトリアが傍らに置いていた盾を手にもった。

「先生、まいりましょう」

　凛り々りしいその表情にかつての勇者を重ねながら、俺は腕を組んだ。

「お前の力、とくと見せるが良い。初代勇者もそれを望んでいることだろう」

「はい！　さあ、行くわよ、ハル！　絶対に勝つんだから！」

「……うん、がんばる」

　ハルモニアには珍しくぐっと拳こぶしを握った。

　緊張もなく、良い状態だろう。

　遠くから「先生様～、私も精一杯がんばりますう」と声が響いてきたが、これもまた通常通りで良しとしよう。




　　　　＊




　第一試合が始まる前にオーダーを出す必要がある。

　俺はアトリアとタマモ、ハルモニアに向かって指示を出していた。

「こちらは三名、レッドリーたちは男三名に女二名の計五名だ。相手側の女共二人はお前らの敵ではない。よって三対三と考えられる。相手チームと負け数を合わせるルールであるからこちらは二度負けても問題はないが、負けることなど考える奴やつは負ける。忘れろ」

　三人がこくりと頷く。

「レッドリーは、女をかばうような奴には見えんからな。初手に弱い女二人を送り込んでくるはずだ。よって回復主体のタマモを先せん鋒ぽうとする。女二人を倒して良し、続く男を倒せればおつりが出るだろう。特訓の成果を見せてやれ」

「はいっ！　先生様！　私はぜひ勝って、優勝台になりたいです！」

「台になるな。台に立て」

「はい！　同じことですが頑張ります！」

　同じではないのだが……。

「月げつ化か日び神じんらも気を引き締めよ」

　びくりっ、とした神級アイテム〈月化日神〉が、まるで頷くようにふわふわと周回した。

「先生様、月つきちゃんも、日にちちゃんも、私のためにとっても良くしてくださいます」

「ふむ？」

　いとおしそうに、周回していた二つの球体を抱きしめるタマモ。球体以上にデカい胸がアイテム二つを包み込んだ。

『／／／』

　アイテムが赤く発光している。

（なんだこの反応は）

（少なくともこいつらのアイテム属性は〈男〉に違いありません）

　断言するレイの何かを感じたのか、びくりっ、とした月化日神が高速で周回しはじめた。

「続いて、ハル。お前には次じ鋒ほうを任せよう。仮にタマモが男に負けた場合でも、相手はタマモ相手に消耗をしている。初撃は見送るか、ペースを遅らせてくるはずだ。そこを狙って術式を最速で二重にかけて、必殺の一撃を食らわせろ」

　俺はハルモニアの瞳の奥を見た。

「ニア、お前にも重要な役割がある。特訓の成果を見せるんだ」

　ふっと、瞳が赤くなった。

「まかせて、お師匠様ー！　自主練だってしたもんねっ！」と腕をぶんぶん振った。

　アトリアはニアを見るのは初めてだったようで、若干驚いているようだが、「そして大将はアトリアだ」と声をかけると、顔を引き締めた。

「はいっ！　勝ちます！」

　やはり猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプ。勝つか負けるかしかないらしい。だが、間違いなく、これまでのアトリアとは別人である。

　その証拠に、アトリアは余裕のある笑みを浮かべて付け加えた。

「引くときに引き、出る時に出ます。盾にこだわらず、剣を振るい、剣にこだわらず、盾を構え、かならずや大将戦までもつれ込ませます」

「よし。それでいい。大将のレッドリー家の坊主などお前の敵ではない。存分に打ちのめしてこい！」

「はい！」

『それでは先鋒から前へ！』

　最終コールがかかり、第一試合が始まった。




　　　　＊




『両者、位置に！』

　審判の掛け声とともに二人が前へ進み出る。

　第一試合は、やはりタマモと女との戦いとなった。

　相手の女は槍やり使いのようで、ひゅんひゅんと小ぶりの槍を回している。曲芸師としては評価できるが、戦士としての意味はない。

　タマモをなめたような表情で、「あーあ、アトリアじゃないのか、つまんないのー」と発言した。

　対するタマモはさすがと言うべきか、自分のペースで頭を下げた。

「よろしくお願いいたします。タマモ・キサラギと申します。狐こ人じんと勇者一族の血が流れております。キサラギ一族は──」

「──っは！　なにがキサラギ一族よ。そんな勇者いねーだろ！　ようするに本家ではない分家、ただの勇者の愛人ってことでしょ？　私たちみたいに勇者の直系でないかぎり、勇者の素質なんてただのゴミなのよ！　勇者を名乗ることすら罪なの！」

『ぎゃははははは、あいつ胸が小さいから巨乳のキサラギにキレてやがるぜ！』

「う、うっさいわね！　そんなんじゃないわよ！」

　味方であるはずのパーティメンバーからチャチャをいれられて、槍使いは振り返って大声をあげる。

　タマモは首を傾かしげた。

「わたくしはゴミではありませんよ？　椅子ではありますが……」

「ふんっ！　たしかにね！　あんなゴミ教師に頭さげてんだから、あんたはゴミ以下の、クズ女よ！」

　タマモの動きがピタリと止まった。

「ゴミ教師……？　まさかそれは先生様のことでしょうか……？」

「それ以外にゴミなんて居ないでしょ？　あのシグルドとかいう雑魚教師」

「それ以外にゴミは居ない……？　いえ、居ますよ。いま、できましたから。わたくし、掃除は得意なんです。ゴミは早く捨てないと」

「はあ？」

　その時だった。あきらかに膨大な魔力が、周囲のマナをも巻き込んで、神級アイテム〈月化日神〉に流れ込んでいる。発生源はどう見てもタマモだ。

（おい、なんだこの魔力の流れは）

（グウェイン様。これは俗にいうキレる若者というやつです。私にもこういう時期がありました）

　何千年前の話だ。

『それでは、両者用意はいいな!?──はじめっ！』

「すぐに殺してやるよ！〈アサルト・ジャンプ〉！」

　掛け声とともに、槍使いが飛ひ翔しよう。通常のジャンプとは比にならないほどの高度で飛び上がった。

　槍使いが叫ぶ。

「死ねこの化け物（巨乳）女！」

　足元が光っているが武器は光っていない。つまりこれは攻撃アビリティではなく、ジャンプするだけのアビリティなのだろう。だが物理法則にのっとり、攻撃力は数倍になる。

　しかし点の攻撃でしかない。個人戦での槍運用は本来、平面になぎ、そこに点を混ぜることで相手を翻弄するところに利点がある。上からくるのが分かっているのだから、避よけるのは容易だ。

　しかしタマモは動かなかった。アトリアが叫んだ。

「タマモ!?　なにしてるの、避けて！」

　タマモは先ほどからうつむいており、その表情は垂れた髪に隠れて全く見えない。しかし口元だけが小刻みに動いており、何かを呟つぶやいているようである。

「先生、タマモは魔法を詠唱しているのですか!?」

「ふむ」

　俺は聴覚が強化される術を使用した。指向性をもった聴覚がタマモの呟きを捉えた。詠唱ではなく独り言らしい。

「……先生様をゴミ扱いするとはこの下げ賤せんめ、我らキサラギ一族は命をもって主従を誓い、死をもって主従を証明するのだというのに、わたくしはまだ先生様の椅子にならねばならぬゆえ死ねぬ。では、どうするか──」

　かっと、頭上を見上げたタマモの瞳が金色に光っていた。特殊能力というよりも、膨大な魔力の流れにより粘膜部分が染められているのだろう。

（あの狐娘、怒りで力が増加するタイプのようですね）

　レイの言う通り、タマモの魔力が爆発的に増えていく。

「ならば、そう、貴様の死をもって証明してくれよう」

　タマモが獣じみた咆ほう哮こうとともに命令をだした。

「先生様の頭上に飛び上がることはなお許されぬ！　月化日神よ！　奴を引きずりおろすのです！」

　タマモの掛け声とともに、月化日神が『きゅいいいいいいいいん』と高速回転をはじめる。

「あれは、たしか……タマモが特訓中にしてた、制御失敗時の高速回転……？　暴走状態ってやつですよね」とアトリア。

「うむ。あの動きを見て、一つ、策を与えておいたのだ。予想以上の結果になりそうだが」

「偽（乳）勇者が、死んでわびろやあああああああああああッ！」

　槍使いの下降が始まり、タマモの頭を槍のきっさきが狙って落ちていく。

　タマモが腕を差し出した。

「今です！」

『きゅいいいいいいいいいいいん』と高速回転した月化日神が、はじけるようにタマモから離れた。それは本来の用途とは異なる打撃属性の飛び道具となり──。

「は!?──ぐあっ」

　落下軌道を変えられない空中の槍使いの横っ面と脇腹に、二つの球体がぶつかった。

「ぎゃああああああああああああああ!?」

　空中から放り投げだされた槍使いは、不思議なことに地面にぶつかる前にふわりと浮いて、やわらかに地面に着地。

（……？　レイ、いま浮遊魔法がかけられたぞ）

（ええ。一瞬でしたから、発生源は不明。しかし選手は無関係のようです）

（ふむ。不正か？）

　本来、選手以外の介入は反則負けとなる。

（浮遊アイテムの保持を確認しない限りはなんともいえませんね）

（しばらく様子を見るか）

　審判が近づいて槍使いの顔をのぞく。白目をむいて痙けい攣れんしているのを確かめると、手を振った。

『勝者！　タマモ・キサラギ！』

「や、やった！　先生！　タマモが勝ちましたよ！」

　アトリアとハルが手をとって喜んでいる。

　さらに背後に控える勇者コースの面々も手をあげて喜んでいた。

「まだまだこれからだぞ。気を引き締めよ」

「はいっ！」

　頷うなずくアトリアは、それでも笑顔だった。




　タマモはその後、同じ方法で続く弓使いの女を倒したが、三人目の男には負けてしまった。負けたというよりも、月化日神に魔力を吸われ続けたせいで、途中でギブアップとなってしまったのだ。

「申し訳ございません、先生様……」

　しゅんとうなだれるタマモであったが、成果は上々だ。

「よくやったぞ、タマモ。狙い通りに三人目の体力も奪っている」

「ほ、ほんとうですか！」

「うむ。存分に誇るといい」

「はいっ！　ではヒジ置きにランクアップということでよろしいですか!?」

　ランクの定義が分からないが嬉うれしそうなので放っておく。

『トライアングラム・パーティ！　次鋒前に！』

　掛け声とともに、ハルがゆっくりと前に進み出た。

「ハル、そしてニア。両者手をとり、一撃必殺を見舞ってやれ」

「うん、まかせて……、──お師匠様、がんばるね！」

　ハルとニアが同時に現れたような反応。

「先生、これは……？」とアトリアが眉をひそめている。

　特訓や自主練時も、ハルの場合は成果が分かりにくいため、今日がその発表会というところだろう。

「じゃあ、いこう……ニア」とハル。

「よおし！　ハルと一緒にがんばるぞー！」とニア。

　二人の息はぴったりのようである。




　　　　＊




　エルフに姓はなく、仮にそれが勇者の直系一族だとしても同じである。〈トライアングラム〉だとか〈レッドリー〉だとかを名乗る場合にも、枕まくら詞ことばとして付くだけである。

　双星のハルモニアの正式名称は〈ホリィ一族の双星のハルモニア〉と呼ばれる。重要なのは〈双星〉にあたる部分で、これはエルフの素質を示している。爆弾のエンゼファーの性質は言わずもがなだ。

　すでに承知の通り、双星とは〈二重人格〉の意である。しかしこれまで、ハルとニアは互いに体を譲り合っている状態だった。積極的に奪うことはせずに、席を空けた後に、そこに座るという方法だった。

　操縦席を譲り合っていたというわけだ。

「それを変えたのだ」とアトリアに説明を終えた。

　アトリアはわかったように頷うなずいていたが、ふと疑問を呈した。

「それで、何が変わるのでしょうか……？」

『両者、前に！』

　対戦相手の男は大剣使いだ。とはいえ大男というわけでも、筋肉質というわけでもない。

「俺の大剣、かっこいいだろ？　これ、最新モデルなんだぜ。それにしてもお前の、装備はひでえな。なんだそのきたねえ本は。貧乏か？」

　聞いてもないのによくしゃべる奴やつだ。

　つまり、カッコよさだけで武器を選んでおり、自分のスタイルを無視したバカ者だということだ。

「ハルとニア。あの二人にはそれぞれ特徴がある」と俺は説明を続けた。「ハルは詠唱に秀でており、ニアは魔眼による解析にすぐれている。ハルは魔力にすぐれており、ニアは敏びん捷しようさにすぐれている。スタイルによって得意なジャンルがちがうのだ」

「つまり……？」

「つまり、こういうことだ」

『勇者の名のもとに正々堂々と──試合はじめっ！』

「おうらああああああああああああ」

　体に不釣り合いな大剣を抱えて走り始める男。しかしその足はときおり力が抜けている。さきほどのタマモ戦でスタミナを消費しているためだ。

「ニア……体の制御、おねがい」「りょーかいだよーっ！」

　ハルとニアの精神は二つあるが、そこに操縦席が一つだけとは限らない。片方が活動しているときに、片方がひっこむ道理などないのである。

「うらあああああああああっ！」

　男が大剣をふりおろす。鈍重な動きであるが、ハルによる完全回避は難しい。しかしニアならこんな速度、何の問題もない。

　ニアはさっとステップを踏むと、横に避け、そのまま相手の背後を取る。

　それから背中に掌底をあてた。

「えいっ」

「うおっ!?」

　背中を押された大剣男は剣の重さもあいまって、前につんのめる。倒れることはしなかったが、地面に手をついてしまった。

『おい！　何してんだよ！　早く決めちまえ！』

「うるせえな！　いまやるよ！」

　先ほどまでは笑ってばかりだったレッドリーたちだったが、タマモの試合を見て何かを感じ取ったらしい。先ほどからアトリアたちへの罵声はなく、仲間内で言い合っている。

　ぺっ、と唾を吐きすてて、大剣を構えなおす男。

　ニアはたんたん、とステップを踏みながら、小さく呟いている。

「お師匠さまが教えてくれたこと……、硬くなりすぎずにステップを踏んでおくこと……、相手の動きじゃなくて視線を確認すること……、必ず死角に移動すること……、」

「うらあああああああああああ、くらいやがれえええええええ」

　ずしんずしんと地を踏みしめて詰め寄る大剣男は、肩から振り落とすように、大剣を使った。

「こっちっ！」

　ニアはセオリー通りに背後へ避ける。先ほどのように死角に移動するが、相手も同じ手段は食わないとばかりに、「うらあああああ」と裏拳を撃つ。だが、すでにニアは相手から離れている。先ほどのように背中を攻撃していたら、ダメージは避けられなかっただろう。

「同じ戦術を二度つかわないことっ！──ハル！　体を返すよ！　二重魔法式の補助にうつるねっ！」

「……うん、ありがと、でも時間を稼いでくれたから……魔法式も、重ね書きも全部終わった」

「そっか！　じゃあ一緒にたおそーっ！」

「うん」

　その時、左の目だけが赤くなり、右手がゆっくりと持ち上げられた。

　大剣の男ははっとなって、走り出し、しかし間に合わないと悟ったのか大剣を盾代わりにかざした。

「痛いかも……ごめんね……？」

　双星のハルモニアはそうして魔法を発現させた。

「〈サンダーボルト・ダブル〉」

　ハルモニアの手のひらからイカズチが射出された。

「びびらせやがって！　たかがサンダーボルトなら対魔防具で耐えきれるぜ！」

　男は勝利を確信したかのように口角を上げた。

　だが、その刹那。サンダーボルトが大剣を弾はじいた。

「え？──ぎゃああああああッ!?」

　金色の線に体を貫かれた大剣男は体をびくびくとひきつらせると──口から煙を吐き、白目をむいたままどさりと倒れた。

「やったね、ハル！」

「……ぶい」

『勝者、ホリィ一族の双星のハルモニアっ！』

　こうして三人目を突破した。

「やった！　先生やりましたっ！」

「こりゃ、おもしろくなってきたのう。おい、姉ちゃん、こっちにも酒をくれいっ！」

「こら、リル、生徒が戦っているのにお酒なんてダメに決まってるでしょう……っ！」

『やったぞ！　初の勝利が見えてきた！』

　勇者コースの雰囲気も最高潮のようだった。




　続く四人目。

　敵は双剣使いの敏捷アジリテイタイプの男であった。本来であれば、魔術師の天敵であるが、ハルとニアの連撃は素晴らしく、俺の想像以上に効果的にはたらいていた。

　いわば現在のハルモニアは魔闘家のような動きであり、敏捷タイプに対しても弱点は存在せず、二人で一つの体を操作しているために詠唱しながらの回避も可能だ。

　結果──。

『しょ、勝者、勇者コース、双星のハルモニアっ！』

　審判はどうやら冒険者コースの教師らしい。快進撃を続ける勇者コースに面食らっているようだ。

　ハルモニアが闘技円台から降りてくる。その動きには疲労感がありありと出ている。アトリアが心配そうに駆け寄ると、体を支えた。

「センセ、次も頑張る……」

　アトリアが振り返った。

「先生、ハルはもう……っ」

「無論だ。よくやった、ハルモニア。あとは休み、アトリアに全てを任せろ」

「うん……やっぱり、そうする」

　ぺたり、と地べたに座ったハルモニアはそのまま「すー、すー」と眠ってしまった。普段より二倍、脳が活動しているはずなので、疲労感がすさまじいのだろう。

　勇者コースが大将へとうつる旨を伝えると、審判は深く頷いた後、背後を振り返り、客席を見て、最後にレッドリーを見た。

『大将戦、両者前に！』

「では、行ってきます」

　アトリアはひと際、表情を引き締めると、一人何かに頷いた。

「行ってこい。中央世界の勇者、アトリア・トライアングラムよ」

「はいっ！」

　振り返ることなく進みゆくその背中には、もはや恐れはなく、あるのは皆の期待を一身にうけた勇者の輝きだけだった。




　　　　＊




　そうして両チームの大将である二人は対たい峙じした。

　初代勇者直系──アトリア・トライアングラム。

　六代目勇者直系──レッグス・レッドリー。

　随分、調子が良くなったと見えるセルフィが祈るように手を重ね合わせた。

「アトリアさんは大丈夫でしょうか……？」

「やれることはやった。あとは生徒を信じるのが務めだろう」

「確かにそうですが……シグルド先生は、新人教師とは思えないほどの器ですね……」

『両者、前に！』

　コールがかかり、二人はそれぞれ円台に進む。

　この試合はただの実力テストでしかない。優勝だの、褒章だのというきらびやかな話もない。しかしアトリアにとっては何よりも大切な一戦となるだろう。

　レッドリーは腰に差していた剣をだるそうに引き抜きながら舌打ちをした。

「まさかこんな状況になるとはな。クソみてえなパーティだと思ってたが、少しはやるみたいじゃねえか」

　アトリアも同じく剣を抜く。左手には盾。

「お褒めいただきありがとうございます。ですが、ご自身の心配をされたほうがよろしいかと」

「なんだと……？　雑魚が俺様を倒すとでも言うのか」

　レッドリーがいつもとは違う雰囲気に眉をゆがめた。

　無自覚だろうが一瞬だけ、レッドリーの周囲に闘気が発散される。闘気とは自分の魔力に何らかの感情を載せて、相手の精神に直接作用させるテクニックである。

　怒りにまかせた粗い質しつではあったが、感知全般に才能のあるハルは、眠りながらも居心地悪そうに身をよじった。

（あの小僧もなかなか良い闘気を出すことはできるではないか）

（腐っても勇者直系の一族ですから。育ちも良いようですし、よくあるタイプの学生バカってやつなのでしょうね。卒業まではバカ騒ぎするというルールを定めたお馬鹿さんです）

「その通りです。私はあなたを倒します。そして──」

　アトリアは剣のきっさきをレッドリーに向けた。

「私はもっともっと強くなるッ！」

「笑わせるなッ！」

　審判の声がいまにも飛び出さんとする二人の背を押した。

『勇者の名のもとに正々堂々と──試合開始！』

　掛け声とともに、レッドリーが飛び出した。まるで猛獣のごとき突進だ。

「アトリアあああああああああッ！　俺の攻撃を防いでみやがれええええええええ！」

「受けて立ちます！」

「シールド馬鹿がッ！」

　レッドリーは既視感のある動きで剣を大きく振りかぶる。

　次にくるのは蹴りか剣か。

「おらッ！」

　大きく振りかぶった剣はそのまま振り落とされた。

「ここッ！」

　アトリアが盾をわずかに傾けた。それは剣を受け流すように構えられていた。

　剣撃は真正面から盾とぶつかることなく滑っていくと、地面をたたいた。

（悪くないな）

（基礎的な修行の成果は出ていますね）

「なんだとッ!?」

　レッドリーは驚きの声と共に体勢を崩してしまったが、すぐに踏ん張り、剣を構える。

　何かを言いたげにしていたレッドリーだが、微動だにしないアトリアを見て、言葉をひっこめたようだ。

『レッグス！　しっかりしろ！　一撃できめるんじゃねえのかよ！』

「うるせえ！　負けた野郎は黙って見てろ！」

　周りからの野や次じをうけて顔をけわしくしたレッドリーは、「おらあああああッ」と剣を振りかざしながら再び突進。

　それは最初に見た二人の戦いを思い出すようなシーンだった。

　あの時、レッドリーは上段と下段の攻撃をフェイントを交えながら繰り返していた。それに真正面から付き合っていたアトリアは翻弄されっぱなしであった。真ま面じ目めなやつほどかかりやすい二者択一。一瞬の迷いが重なった敗北。

　しかし、今回は違う。アトリアは強くなったのだ。

「うらあッ！」

　レッドリーは普段よりも更に甘い上段攻撃をしかけた、とみせかけて下段の蹴りへと切り替えた。レッドリーの口元がわずかに動いた後、蹴りだした足が発光し始めた。なんらかの体術アビリティであることは間違いがない。

　至極単純な引っ掛け攻撃。とはいえアトリアのように真面目な人間には実に効果的な手段だが──アトリアは引っ掛からなかった。

「甘いっ！」

　盾を構えていた上段への攻撃がないと判断すると、アトリアはすぐさまバックステップで距離を取る。

「なにッ!?」

　レッドリーの蹴りが空を切る。アビリティは失敗ではなく、単純に発動したとみなされて発光を止めた。ミス判定というやつだ。

　勢いよく振り出された足がレッドリーの体の軸ごと引っ張っていく。勢いを緩め始めた足が再び地を踏む前に、「てやああああッ！」とアトリアの剣による突きが繰り出された。

「食らってたまるかッ！」

　レッドリーの反射神経は悪くないようだった。攻撃を視認した後、空を切った蹴撃アビリティの反動を利用し、体をよりいっそう捻ひねり、空中で斜めの姿勢を取る。

　わずかな差で、さきほどまでレッドリーの胸のあった位置にアトリアの突きが入った。

　互いの視線が交差し、火花が散ったのは見間違いではあるまい。お互いが感情を込めた闘気を無意識のうちにぶつけあっているのだ。

「まだまだッ！」

　アトリアは先日、俺と戦った時のように剣をくるりと反転させると、柄つかの部分を打ち下ろしてくる。

　空中制御が満足にいかないまましたたかに肩を打ち付けて落ちたレッドリーは、視線だけはアトリアを追っていた。

「くそッ！」

　地面に落ちきったレッドリーは苦しそうな顔をしながら、アトリアの打撃をころがって避よけようと身をさらに捻る。

　一瞬の差で、ガキンと音が鳴る。地と柄がぶつかった音だ。レッドリーは再び回避に成功し、そのまま距離を取っていた。

　レイが、ほう、と感心したように言った。

（アトリアも悪くはありませんでしたが、レッドリーの体術的な動きはなお悪くないです）

（起き攻めを意識したアトリアを反射神経だけで避けたな。あいつは剣ではなく徒手空拳向きと見た）

（レッドリー一族はもともと武闘派ヒーローですからね。カラーズという五人一組の勇者集団なんです）

　互いの距離は振り出しに戻った。しかし状況は段違いである。

　アトリアは静かに盾を構えた。体力に余裕がある。

　レッドリーは起き上がりながら、唾を吐く。精神的にもぶれていた。

「少しはやれるようになったようだな、アトリア。それだけは認めてやるよ。だがな──そんな程度で何かが変わると思うなよ！」

「もう今までの私ではありません！」

「夢でも見てろッ！」

　二人は言葉を交わし、再びレッドリーが距離を詰める。

　見慣れた光景。ずっと続けられてきただろう常じよう套とう手しゆ段だん。だが、それは今日変わる。

「トライアングラム家の標語は〈一歩も退ひかず〉！　私は信念に則のつとり、絶対に負けるわけにはいかないッ！」

　アトリアは再び盾を構えた──が、それは防御の姿勢ではなかった。

　ぐっと腕を水平に引くと、「アビリティ！」と宣言した。

「な──」

　決まり切っていたはずの展開を外れた、予想外の動きにレッドリーはまず目を見開いた。それから盾が光りはじめたのを視認すると、悪手を選択した。

　突進していた速度を落とし、身を引いてしまったのだ。様子見でもするつもりだったのかもしれない。だがその直後、自分とアトリアが直線で繫つながっていることに気が付き、ステップを踏もうとした。しかしその一瞬の悩みと判断はわずかな硬直を生みだした。

　そこにタイミングよくアトリアのアビリティが重なっていく。

　俺は祈り続けているセルフィに声をかけた。

「アトリアによる有利行動の連続。レッドリーは不利行動をとり続けた。両者の均衡はこれで崩れたな」

「ということは……！」

　パッと顔をあげたセルフィの表情が笑顔に変わった。

　アトリアが叫ぶ。

「一歩も退かずに攻撃に転じる──」

　その言葉は己に向けたものだろう。では次なる攻撃は誰に向けたものか。

　水平に引かれていた腕は勢いよくレッドリーへと突き出された。

「〈スワロウ・シールド〉ッ！」

　キュイイイイイイイイイイン、と回転しながら飛ひ翔しようする盾がレッドリーに迫った。

「シールドバカが盾を手放しただと!?」

　驚きよう愕がくに目を見開いたレッドリーは、しかし持ち前の俊敏さで体を捻り、地面に飛び込んだ。

「ぐおっ」

〈スワロウ・シールド〉を避けるための飛び込み行動は見事に成功した。回転飛翔する盾はレッドリーの脇をかすめたものの、ダメージは地面不時着のほうが高いレベルだ。

　スワロウ・シールドによる一撃は失敗に終わったのだ。

　だがそれはあくまでワンシーンを切り取っただけの勝敗。余裕のない回避は結果的に地面に倒れる形となり、不利状況は決定的なものとなった。

　地面に倒れ込んだレッドリーの手からは、装飾きらびやかな長剣が離れていた。

　地面を這はうようにして長剣に近づいていく。四肢を使って逃げ延びる様はまるで野生の動物のようだ。

「逃がしません！」

　千載一遇のチャンスを見逃すようなアトリアではなかった。むしろこの状況を狙ってすらいたのだろう。アトリアは回避行動が出る前から、投げた盾を追いかけるようにレッドリーの元へ走りはじめていた。

　背後に隙を見せたままのレッドリーに近づいていく。それはアトリアにとって有効射程範囲内だった。

（終わりですね、グウェイン様）とレイが宣言したのと、レッドリーが剣を拾い改めて構えたのとは同じタイミングだった。

　そこにもう一つ重なる行動がある。アトリア・トライアングラムによる剣技発動だ。

　アトリアの剣に〈力〉が注がれていくのが分かる。〈力〉とは、魔力とは似て非なる原動力である。己の命をつなぐ力は、使い方を変えれば相手の命を奪うそれとなる。

「な……」

　レッドリーが剣を構えたまま体を硬直させた。未熟であろうとも、最高潮に達した力によるアビリティ発動を予測できたらしい。それは自身の終わりを暗示していた。

「剣技──」

　アトリアはニコリともせずに、ただ技名だけを口にした。

「〈アルゲイブ・シェアト〉」

　対象との距離は適正。問題なく発動するだろう剣技は、数瞬後にアトリアの身体能力を大きく超えた高速十連撃を可能とする。

　ブオン、とアトリアの剣がしなったように見えた。

「やめ──」

　レッドリーの表情がひきつる。

　アトリアが最初で最後の一歩を踏み出した。

「たあッ！」

「うわああああああああああああああああああっ!?」

　レッドリーは腕を顔の前に突き出す。必死に拾い上げた長剣を落としたことにも気が付かない。

　落ちていく剣が地面を叩たたく前に、アトリアの体はレッドリーの背後へと移っていた。

「ああ？　なんとも……ない？」

　レッドリーは不可解そうな顔で自分の手のひらや体を確認したあと──、

「ぐふっ……」

　遅れて感知した全身へのダメージに屈した。吐しゃ物で地面を汚しながら、石造りの円台の上にドシャリと倒れた。

　観客席から声はなく、勇者コースの面々すら言葉を忘れていた。

　だが俺がおざなりな拍手を送ってやると、皆がハッと心を取り戻し、口々に賞賛しはじめた。

『うおおおおお、すげええええ』

『な、なんだよ今の技』

『あれが落ちこぼれ勇者のアトリア……!?』

「ふう」

　アトリアは、キンッとかろやかな音を鳴らして剣を腰に戻すと、戻り切らずに落ちていた盾を拾いに歩いた。髪を垂らしてそれを拾った時、あたりの騒々しさに気が付いたように顔をあげた。

「……あ」

　驚いたように周りを見る。アトリアはようやく周りのざわめきが自分に向けられていることに気が付いたらしい。

　今まで感じたことのない雰囲気に当初は面食らっていたようだが、一歩を踏み出す前に四方へ頭を下げると、自分が退場すべき東側へと歩みを進めた。その顔は自信に満ちていた。ようやくアトリアは勇者としての矜きよう持じを取り戻したと言えよう。

　そんな空気を壊すつもりはなかったのだろうが、レイは低い声で言った。

（グウェイン様、少しおかしいです）

（なんだ？）

（審判が試合終了の宣言をしていません）

　たしかにそうだった。今までの試合ではすぐに敗者の名が呼ばれ、最後に勝者の名が宣言された。だがそれが今はない。

　それどころか、審判はレッドリーの傍そばへ行くと、肩を何度か叩いた。その叩き方に違和感を覚えたのは俺ばかりではないようだ。審判の手の中に何かが握られている。アイテムだろうか。それは使用されたのか、霧散して消えた。

（これは少々、胡う散さん臭くさい話になりそうですね）

　レイに返答をする前に、俺は今まさに円台から降りようとしているアトリアを止めた。

「アトリア、降りるな！　試合は終わっていない！　勝利者の名が呼ばれていないぞ！」

「え？」

　驚愕の色は勇者コースの関係者全てから発された。

　冒険者コースの面々はこちらを見て、ニヤニヤとしているだけだ。

「決着はつきました！　コールをしてください！」

　アトリアは審判に向けて確認をするように叫んだ。

　審判は口角をいやらしくあげながら、首を振った。

「なぜ……えっ!?」

　疑問を形にする前に、アトリアは別の驚きに歩を止めた。

　レッドリーが起き上がったのである。

「ぐっ……効いたぜ、くそがっ！」

　審判が顔をのぞきこんで、『まだ戦うか？』と確認した。

　レッドリーは血の混じった唾を吐くと、「当たり前だろうがッ！」と叫んだ。

（やはり何かのアイテムか）

（その通りかと。魔力の流れが感知できませんでした）

（止めることは……無理か）

　証拠がない為ため、止められない。事実はレッドリーが立ち上がったということだけ。もしもここで無粋に試合を止めたのならば、アトリアの誇りが傷つくだろう。

　そして、事態はさらに変化していく。

（グウェイン様。レッグス・レッドリーに出所不明の強化魔法がかけられ始めました。魔法レベルは中級程度。しかしこの世界では十分な威力を持ちます）

（とことん腐っているな）

　つまり一対一の決闘において、負けそうな側に補助魔法がかかりはじめたということだ。一度は気絶したはずがアイテムで復帰し、その後は外部からの強化魔法。不正のオンパレードである。

（レッドリーを負けさせたくない冒険者コースの人間でしょう。そしてこのレベルの強化魔法は生徒には扱えません。つまり少なくとも主犯格は生徒ではありません）

（冒険者コースの教師だな）

（解析します。人が多すぎる上に、我々よりもレベルが低いので、探知に時間がかかりそうです）

　砂の中にまぜた砂鉄であれば磁石を使えばいい。しかしどれもただの砂でしかない為、ふるいにかけるのに時間がかかる。

　残念ながら証拠がなければ止めることができない。逆に我々が悪者扱いされるだろう。告発するまえに証拠をすべて消されて終わってしまう。犯人を断定してからが勝負だ。

　だが、それらに一切気づかぬアトリアと、勇者コースの面々。

　そして、レッドリーは自分のステータス変化に気が付き、冒険者コースの関係者は互いに視線を交わしている。

「ここまですげえのは初めてだぜッ！　めちゃくちゃ体が軽い！」

　レッドリーは一人で興奮している。普段とは比にならないステータスに万能感を得ているのだろう。

　困惑のままアトリアは剣と盾を構えた。

「……、……」

　無言のまま俺を見つめてくる。

　俺は小さく頷うなずいた。アトリアもそれに応じた。

（良いのですか？）

「先生、良いんですか？」

　レイとセルフィが全く同じ質問をした。

　今度は大きく頷くと、俺はアトリアの背中に向けて宣言した。

「アトリア・トライアングラムは負けぬ！　胸に勇者の誇りがある限りな！」

　アトリアは力強く頷くと、剣と盾を構えた。

「はいっ！」

『それでは試合再開ッ！』

「てやああああああああああああ」

　宣言と同時にアトリアは特攻を仕掛ける。相手に蓄積されたダメージを見越しての行動だろう。

「遅いぜ！」

　アトリアの攻撃を、レッドリーは大げさな移動で避よけた。

「なんで……!?」

　アトリアの言葉も仕方がない。常人では到底不可能な距離を一足飛びに飛んでいた。

『うおおおおおお、いけええええええ』

『レッグス！　俺のカネをふやせえええええ』

『さすがレッドリー家！　標語は〈手の内を見せず〉！』

　観客は盛り上がるだけだ。普段からのレッドリーの装備や実力の詳細を知らない為、なにかしらのアビリティを発動していると勘違いしているのだろう。

「まさか……」

　だが普段から相手の実力を知っているアトリアからしたら別だ。何かに気が付いたようだが、話をする暇はなく剣を構えなおす。

　傍らのセルフィも「一体どうやって……」と驚いているだけで、事態の本質には気が付いていない。

　なるほど。これは今回に限らず、勇者コースと冒険者コースの試合には、実力差以上のからくりがありそうである。

（まだか、レイ）

（もう少々お待ちください──でました。まずこの魔法の効果は全ステータス＋15程度の魔法です）

（ほう。ゆるふわ世界ではなかなか上位の魔法ではないか）

　付与できるステータスは総合値できまる。敏びん捷しようだけをあげるなら十五のみだが、全ステータスをあげるならば百近い。

（いや、違いますね、これは……なるほど。数人の低級魔法使いが全力で一つのパラメーターを十五あげています。それを総括するボスがいて、そのボスを介して、レッドリーに能力を付与していますね。直接的な補助ではないので見つかりにくいというわけです）

（反射魔法リフレクトの応用か。直接かけないのは、目立つのを嫌うため。随分と慣れているな）

（ええ。衆人環視の中、詠唱なんてしてられないですからね。強化魔法使いはどこかに隠れあらかじめ判明しているボスとパーティを組んでおく。ボスは状況を見て、バフが必要な相手にリフレクトで操作しているのでしょう。なかなか狡こう猾かつです）

（で、そのボスはどいつだ？　ああ、いや、リフレクトがかかっている奴やつを探せばいいのだな）

（ええ、そういうことになります）

（ということは──あいつか）

（グウェイン様、残念ながら間に合いません。魔法の効果はすでに発動済み。解除をしてもよいですが──）

（それでは何もなかったことにされてしまうな）

（その通りです）

　アトリアの驚きよう愕がくを前にして、レッドリーはにやりと笑った。

「なんで、だと？　理解しろ。これが実力差、これが答えの全てってことだ！──さあ、今度はこっちの番だ！　すぐに終わらせてやるよッ！」

　再び突進。しかしそのスピードは段違いだった。

　レッドリーによる蹴りが繰り出された。咄とつ嗟さに盾を構えるが、すぐに弾はじかれてしまう。

「──くっ！　アビリティ〈シールドバッシュ〉！」

「おっと！　あぶねえ！」

　レッドリーが大きく離れる。互いの距離は最大、アルゲイブ・シェアトの範囲外である。

「あんな大技どこで覚えたのか知らねえが、二度と喰くらってたまるかよ。近づかなきゃ俺の勝ちだ」

　アトリアは大きく深呼吸をした。距離は離れている。咄嗟の攻撃はないだろう。

　十分に落ち着いた後、アトリアは静かに言葉を発した。

「レッグス・レッドリー。あなた、本当に勇者の誇りを失ってしまったのね」

　アトリアは手を下げた。だがその手はどこか不自然だ。具体的には盾の向き。手を下ろせば自然と横向きになるはずの盾が、相手に向けられている。まるで手のひらを隠しているようだ。

　そこに小さな黄色のヘビが生まれた。

「あっ……」とタマモが口を押さえる。

「しっ」とハルモニアがタマモを制した。

（あら。アトリアもなかなか図ずう々ずうしいではないですか）

　天術〈スパーク・バイト〉。雷で作られた金色のヘビが、アトリアの腕の中で育っていく。二重掛けを応用し、丁寧に成長させていくが、盾に隠れているためレッドリーや冒険者コースの面々には気が付かれていない。

　タマモが納得するように頷いた。

「アリアちゃん、ずっと練習してたから、あんなに上手に……」

　俺も賛同した。

「うむ。ここ一番で集中できている。今までの中で一番出来が良い」

　売り言葉に買い言葉の応酬が何度かやり取りされた。

　アトリアが秘密裏に行う作戦に気が付くことのないレッドリーは、感情に任せて言葉を並べていくだけだ。

「っは。てめえみてえなダセえ生き方ができるか！　世の中強さと金なんだよ！　勇者の誇りなんて一銭にもなりやしねえ！」

「そうですか。それを聞いて安心しました。そして勝利を確信しました」

「は？」

「勝利を確信したと言ったのです」

　アトリアは相手を挑発するように、余裕の笑みをニコリと浮かべた。

「勇者である私が、あなたのような勇者くずれの小僧に負けるわけがありませんから」

「ア──」

　レッグスの血管がぐわりと浮き上がった。

「アトリアああああああああああああああああああああああッ」

　ぐっと力をためてからの突進。剣は既に捨てており、体術アビリティか魔法かに頼るのだろう。

　どんなに力が強くとも、戦術が育つわけではない。何度みたか分からぬレッドリーの愚直な突進攻撃が、アトリアに襲い掛かる。

「きなさいッ！　私の名はアトリア・トライアングラム！　初代勇者、アルサ・トライアングラムの血を継ぐ勇者ですッ」

　アトリアは腰を落として、腕を水平に引いた。

「攻防一体、アビリティ発動──」

　キイイイイイイイイイイイイインと光りはじめる盾。

　アトリアは相手を威圧するように叫んだ。

「〈スワロウ・シールド〉ッ！」

　勢いよく振り出された手から射出される盾を目で追って、レッドリーは大きく跳ねた。最短時間でアトリアに到達するための手段として、進路をかえずに上に逃げたというわけだろう。

「同じ手を喰らうわけがねえだろうがッ！　アビリティ〈飛ひ燕えん脚きやく〉！」

　強化によって常人では考えられない高度で飛ひ翔しようするレッドリーの右足が光った。

　しかしアトリアは慌てなかった。

「ええ、同じ手が通用しないことは知っています。グウェイン先生にも言われましたから」

　アトリアは天に目を向けた。物理法則を無視した急降下攻撃が今まさに始まらんとしていた。

「死ねやあああああああああああああああああッ！」

　レッドリーが叫ぶ。

「さあ、きなさいッ！」

　威嚇と共に、アトリアは剣を捨てた。それから自分の左手──盾がない代わりに大きなヘビが一緒になって敵を威嚇している手──に右手を添えた。

「──っ!?」

　レッドリーが異変にようやく気が付いた。だが飛翔してしまった後ではどうにもならない。アビリティも発動した今ではすべてにキャンセルが効かない。

　発動したレッドリーの強襲攻撃が一直線にアトリアに向かう。

　アトリアは、右手が添えられた左手を突き出した。まるでレッドリーの攻撃を素手で受け止めるかのような姿勢を取ると、己を鼓舞するように叫んだ。

「トライアングラム家は一歩も退ひきませんッ！」

「くそがあああああああああああああああッ！」

　両者の距離が途端に縮まっていく。

　その最さ中なか、俺は見た。

　レッドリーの攻撃がその身に当たる瞬間。

　アトリアは突き出した左手をレッドリーの体に押し付けて、声を荒らげた。

「〈スパーク・バイト〉ッ！」

　盾の陰で育ったヘビが日の目を浴びた。アトリアの腕をスルリと抜けて、レッドリーの体にかみつく。

「ぐおおおおおおおおおおおおおお!?」

　アトリアの体に蹴りを押し込むような体勢のレッドリーであったが、ゼロ距離で射出されたスパーク・バイトの勢いを殺しきることはできなかった。

「──っ！」

「──っ!?」

　まるで互いの力を吸収し合ったかのように、両者の体が停止して──次の瞬間、二人の体は別方向に吹き飛ばされていった。
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「アトリアさん、しっかりして！　ヒーラーの皆は、こちらへ！」

　勇者コース内の回復役ヒーラーが集められてアトリアの治療にあたりはじめた。

　俺は吹っ飛ばされたアトリアから視線を外し、同じく反対側に吹っ飛ばされているレッドリーを見た。あちらは専用のアイテムを用意していたようで、気絶状態からすぐに復帰していた。

（レイ。アトリアの生命力はどうだ？）

（ドレイン対象にはあがってきますので、問題ありません。意外と固いですね、あの小娘。胸が薄いからでしょうか。その点レイはやわやわですう♡）

（悪いが、お前の策には乗らんぞ、レイ。俺にも見逃さないことはある。冗談を言って怒りを鎮めようとしてももう遅い）

（……さすが、グウェイン様、私のことをよくわかってくださる……ええ、わかりました。それではレイはついていくだけです）

（うむ。我の覇道に敗北はない）

　呆あつ気けに取られていた審判だが、ようやく事態を把握すると震える声で叫んだ。

『りょ、両者場外ッ！　引き分け──』

「いえ、引き分けではありませんね」

　口を挟んできたのは、冒険者コース筆頭教師だった。名は確か──。

（グウェイン様。奴こそがリフレクトの首謀者、ハニバル・アグリーメントです）

（うむ。都合が良いな）

　ハニバルは何もかもがバレるはずはないという自信を浮かべながら、審判に言った。

「どう見ても先に場外へ出たのは勇者コースのトライアングラムだった。常識的に考えて、勝ったのは冒険者コースのレッドリーでしょう」

『そうだ、そうだ！』と取り巻きの教師や生徒が加勢する。

　審判も一度唾を吞のみ込むと、ゆっくりと頷うなずいた。

『先ほどの宣言は撤回とする！　場外に落ちた順をかんがみ、勝者は冒険者──』

「笑止」

　俺は一瞬で円台上に移動すると、審判の首をつかみあげた。

「っぐっ──」

「お前は審判失格だ。そこで寝ていろ、あとは俺が審判を下してやろうではないか」

　男を場外へ放り投げる。

　すると、いつの間にか目を覚ましていたアトリアが叫んだ。

「せ、先生！　私！　私、負けてしまいました……っ！　先生がせっかく色々教えてくれたのに！」

　セルフィが落ち着かせるように、肩に手を置いた。

「落ち着いて、アトリアさん！　大丈夫、あとはシグルド先生に任せましょう！」

　俺は首だけでアトリアを見た。

「勘違いをするなよ、アトリア。お前は負けてはいない。あとのことは、全て俺に任せるがいい」

「……はいっ、先生っ……おねがい、します……ッ！」

　下を向いていたアトリアは、涙で濡ぬらした瞳を隠すことをやめて、大きく頷いた。

「さて、首謀者は分かっている」

　すでに闘技円台の周りは関係者に包囲されていた。俺が探していた人物も、そこに混じって立っていた。都合が良い。

　警戒して近づいてこない冒険者コースの教師陣の一人──ハニバル・アグリーメントの顔を、真正面から指さした。

　ハニバルは神経質そうにまなじりをぴくぴくと動かした後、冷静を装うように口をゆっくりと開いた。

「シグルド先生。これはどういうことか、説明していただけるかな。我ら冒険者コースの生徒にどんな恨みがあり──」

「ハニバルよ。円台にあがれ。稽古をつけてやろう。審判は俺だ」

　周囲がざわついた。

『あ、あいつ何を……』

『ハニバル先生に命令口調だと!?』

『先生、あんな馬鹿なやつに付き合う必要はありませんよ！』

「稽古とは……これまたどういうことか説明をいただきたいですね」

「説明も理由もお前の中にあるだろう？　教師によるエキシビションマッチとでも捉えておけ」

「エキシビションマッチに出る予定はなかったのですがね……」

　ハニバルは薄く笑ったが、すでに俺が何かに気が付いていることを察知しているだろう。さすがは知略の勇者。保身にかけては群を抜いている。

「ここで言ってもいいのだがな」

「……勝利条件は？」

「勝利？　エキシビションマッチに勝利が必要か」

「少なくとも私には必要だ」

（グウェイン様、これはつまり結果次第では黙っていろということです）

（それぐらい分かっている。勇者とは思えん駆け引きだ）

「そうだな。それではこうしよう。俺は十分間、何もしない。お前がその間に俺を傷つけることが出来たなら、お前の勝ちとする。どうだ？　簡潔だろう」

『あいつバカだ！』

『ハニバル先生の高威力魔法を知らないぞ』

『しっ、黙っておけ、ちょうどいい……』

　ハニバルは顔をひきつらせた。それが怒りによるものなのか、プライドによるものなのかは分からないが、何かを刺激したことは間違いがなかった。

「よろしい。どこからその自信が来るかは不明だが、あなたのお望み通りにしよう」

「ただし、俺からも条件を出させてもらうぞ」

「それが狙いですか」

「狙いも何もあるか。真実を認めさせるだけだ」

　俺は心配そうにしているアトリアを見てから答えた。

「俺が勝った場合には、さきほどのアトリアの試合、お前らの負けを潔く認めろ」

「笑わせてくれる……認めるも何も、あれは我々の勝ちに違いはありません」

　ハニバルは鼻を鳴らした。

「そこまで我々に負けを認めさせたいのなら、そちらは勇者コースの看板ぐらいかけてはいかがですか？　我々は将来の進路をかけた負けられない戦いをしているのです。貴方あなたたち勇者ごっことは訳がちがう」

「ほう？　ならば俺が負けた時には、勇者コースを廃止させてやろうではないか」

「なに……？」

　ハニバルが感情を隠さずに尋ねてきた。

「あなたにどのような権限があって、そのような判断ができるのです？」

「俺はオーナーであるレイの旧知だ。昔に助けてやったことがあってな、俺の依頼は通る」

「確かにあなたの採用には不可解な点が多かった。レイ様の知人とも聞いていたが……」

　ハニバルはしばし考えたが、裏のありそうな笑みを伴って決断した。

「いいでしょう。その約束、忘れないように──ではさっそく始めましょうか」

　冒険者コース、筆頭教師、ハニバル・アグリーメントはそうしてゆっくりと頷いた。




　　　　＊




　一度、闘技円台から降りることになった。アトリアが近づいてきて、首を振る。

「先生！　いくらなんでもあんな条件では……！　それに勇者コース廃止なんて……！」

　ハルとタマモも心配そうな表情だ。

「先生様、椅子にはなれますが、私は壁にはなれません……！」

「センセ……、大丈夫……？」

　セルフィも背後から近づいてきて、説得をはじめた。

「シグルド先生。ハニバル先生は一撃必殺の高威力魔法を得意としているんです。半面、瞬発力はありませんが……あのルールでは何発でもその攻撃をゆるしてしまいます！　それに勇者コースの看板をかけるなんて……いくらなんでも無む茶ちやすぎますっ！」

　リルが珍しく真ま面じ目めな口調で皆を止めた。

「お前ら、その辺にしておけい。我が干し肉の主あるじ──いや、シグルド殿も考えなしに言っているわけではないじゃろう？」

「無論だ。俺があのレベルの人間に後れを取るとでも思っているのか。それにここまでしなければ奴やつら冒険者コースの厚い面の皮は剝はがせんぞ？」

　俺の言葉に皆は黙ったが、そこに疑いや否定の色は見えなかった。

「もしも俺が負ける相手が居るのだとすれば──」

　俺はアトリアを見て、小さく首を振った。

「いや、その言葉は未来の楽しみにとっておくとしよう」

『では冒険者コースと勇者コースの教師によるエキシビションマッチをはじめる！』




　ハニバル・アグリーメントは先ほどの衣装とは別の戦闘スタイルになっている。勇者というよりも魔術師のような恰かつ好こうをしており、その戦闘スタイルも聞き及んでいた通り、魔法を主体としたものなのだろう。

「約束通りでいいんですね？　後から恨み節を言われても困りますが」とアグリーメントが確認をしてくる。

「無論だ。時間を倍にしてもいいが、それだと俺が寝てしまうかもしれんから却下だ」

　次に起きたとき更に二千年後になっていたら、笑えもしない。

「そうですか、それは安心しました──」

　アグリーメントは顔を近づけてくると、俺にだけ見えるようにニタリと笑った。

「それでは、死んでも自己責任ですね」

「お互い様だな」

「……お互い様？」

　俺の言葉をうまく理解できなかったようだ。しばらくしてから気が付き、いやらしく笑った。

　さて、試合が始まる前に一つだけ確かめておかねばならない。

「なぜ強化魔法を使用した？　生徒間の試合で、なぜそこまで介入するのだ」

「なぜ、ですか？」

　アグリーメントがきょとんとする。

「勇者コースの勇者に負けたとあっては、恥でしょう？　今後の人生にだって多分に影響してくる。あなたも勇者学校の教師であれば、生徒のことを考えるべきだ。つまり勇者コースなど早くつぶしてしまうべきです。これは学校のためなのですよ？」

「その言い分だと、今までもそうしてきたような言い方だな」

「今までもそうしてきましたが、正直なところ、ここまで強力なバフ魔法を必要とするほどの展開は初めてですね。やはりネズミは力をつけるまえに、早めに殺しておかねばならないようだ」

「自分を疑う気はないらしいな」

「勇者コースの面々に言ってあげなさい。自分たちの血を疑いなさいと。もはやこの世に勇者は不要なのです」

　心底、自分の行為が正しいと思っているようなきれいな笑顔をアグリーメントは浮かべた。

（グウェイン様。この調子ですと、こいつは常習犯。つまりこれまでの試合、勇者コースの連敗は、ひとえに実力不足だけというわけでもなさそうです）

（そのようだな──とはいえ、勇者コースが弱いことに間違いはないが）

（ええ、異論はございません）

　異論なし。ならば結論は出た。

「よく分かった」

　俺は会話を終わらせた。

「やはりお前には稽古……いや、指導が必要だな」

「指導？　筆頭教師である私に、新人のあなたが指導？」

　笑いが起きる。俺も一緒に口元だけで笑ってやるが、その笑みの意味を理解できる奴はいないだろう。

「お前も勇者の一人であろう。ならば勇者コースの教師である俺の生徒ともいえよう。感謝するといい、俺の授業は楽しいぞ？」

「どこからその自信が出てくるのでしょうねえ」

『両者一度離れて、位置へ！』

「では、十分間、決して動かぬよう。約束を違たがえたら、一生、あなたを笑いものにしてやりますよ。まあその時に命があればの話ですが」

『両者位置について！　勇者の名のもとに正々堂々と──試合はじめっ！』




　試合が開始された瞬間から、アグリーメントは詠唱を始めた。

　魔力を一度、使い古された特級レベルの杖つえに送り、倍増させる。その後、体内に魔法式を構築している。これは魔力の総量をあげる行為であり、魔法式の重ね掛けとは意味合いの違う行為であるが、威力をあげる方法としては一番簡単である。絵の具を増やすのだ。

「常とこ闇やみに見み出いだすは一筋の光明。この名は灯となり、続く光に道を与えん──」

（こいつ、腹黒野郎のくせに光属性を使うんですね。空気読めって話ですよね）

（何を使っても同じことだ）

　詠唱が終わった。

「光よ一筋の熱となれ──〈フォトン・ロード〉ッ！」

　アグリーメントが手を差し出すと、腕全体が発光し、熱線が射出された。熱線は俺の心臓を的確に貫く。

「先生!?」

　アトリアの焦りの声が聞こえた。

　アグリーメントの口元が歪ゆがんだ。

「あなた、私がただのデスクワークの教師だと思っていましたか？　筆頭教師になるために私の魔法がいくらの命を奪ったとお思いですか。あまり我々を舐なめないほうが良い」

　確かに今まで出会ったゆるふわ世界の中では、なかなかの魔法使いのようである。その証拠に何も付与していない俺のシャツが、一瞬で焼け落ちた。

（グウェイン様！）

（落ち着け、この程度の攻撃、傷一つつかん）

（上半身裸なので、一枚、写真を撮らせてください！）

（少々だまっていろ）

（残念です……けど強気なグウェイン様はやっぱり素敵ですう♡）

　俺は焦げた衣服を上半身からはぎ取った。

「これで筆頭教師とはたかがしれるな。シャツを焼くだけが関の山とは」

「な、なに……？」

　腕を差し出したまま演説を始めていたアグリーメントが、ゆっくりと手を下ろした。

「どうした？　まだ八分は残っているぞ」

「っく、な、なにが──いや、きっと闇魔法か何かで相殺を……ならば、数回で防御効果もきれるはず！」

　アグリーメントは自分だけで結論付けると、再び詠唱を始めた。

「夜よ夜よ夜よ、目覚めよ夜よ、天は千の命を生み出し、我らが敵を焼き滅ぼす──〈サンシャイン・パニッシュメント〉！」

　俺の頭上に、押しつぶすように展開した平面の熱ダメージ源が発生する。

　俺は大きく息を吐はいた。

「範囲攻撃はやめておけ。威力が弱すぎて話にならん。単体攻撃に寄せてこい」

　言葉の通り、範囲ダメージは俺の体にぶつかると、すぐに霧散してしまった。薄いガラスを鉄球に押し当てるようなものだ。魔法自体が維持できない。

「な、なに……？」

　アグリーメントが腕を下ろす。

『あの教師、なにしてんだ？』

『ウォームアップじゃないの？』

『いやでも、あの魔法ってかなり強いやつじゃ……』

「どうした。もう終わりか？」

　腕組をしたまま、俺は尋ねる。

「っく、こいつ……何者だっ！　くそっ！」

　アグリーメントは腕を持ち上げると、何かを指示するように指を動かした。

（きっと仲間に強化魔法を指示したのでしょうね。今度はリフレクトせずに自分で受けきるために）

　こざかしいことだが、レイの言う通りだろう。

　事実、各パラメーターを強化する魔法が、アグリーメントの元に集まっていく。全てのパラメーターが強化された。必然的に魔法の威力も強くなる。

「これでもはや私は無敵だ！　今一度後悔するがいい！　既に遅いがな！」

　万能感でも感じているのか、さらにいびつな表情をするアグリーメント。

「天より出いでし空の神、地上の命運は我の手中にあり──〈ゴッド・ジャッジメント〉！」

　前方斜め上から差し込む光熱が、俺の額にぶつかり──はじけた。

　針を石にうちこむようなものだ。折れないわけがない。

「かゆくもないぞ。さあ、どうした？　早く次の魔法を撃ってこい。さあ」

「……ど、どうして？」

「どうして？　そんな疑問は持つな」

　俺はニタリと笑った。

「絶望の淵ふちから戻れなくなるぞ？」

「う、うわああああああああああッ！」

　腐ってもアグリーメントも勇者である。おそらく俺の魔王としての資質に何かを感じたのだろう。本来であれば敵対する相手が出来た場合は、覚醒や成長をするはずだが、ゆるふわ世界では単なる災厄として認識されたらしい。

「来るな！　こっちへ来るな化け物めッ！」

　光魔法──無効化。

　光魔法──無効化。

　光魔法──無効化。

「何故なぜだ何故だ何故だ！」

　髪を振り乱しながらアグリーメントが魔法を連打する。魔力が切れてもマジックポーションを飲んで魔力を回復。試合中のアイテム使用はルール違反なのだが、隠す余裕もないようだ。

「ちくしょう！　力が足りない！　もっと力をよこせ！」

　アグリーメントは辺り憚はばからず「はやく強化魔法を重ねろ！　全く足りないぞ！」と叫ぶ。

　光魔法──無効化。

　光魔法──無効化。

　光魔法──無効化。

　何度も続く魔法は、どれもが俺の肌に傷一つつけることはできなかった。




　そして──十分が経たった。

「アグリーメント。時間切れだ」

「天と地のはざまに揺れる──」

（グウェイン様、もはや聞こえていませんね。目は血走っているし、再起不能ですかね）

「おい、アグリーメント。終わりだ。負けを認めろ」

「ま、負け……？　私が、負け……？」

　俺の言葉にアグリーメントは周囲を見渡した。誰もが信じられないような顔をして俺たちの試合を見ている。

「う、うそだ！　これは何かの冗談だ！　私の光魔法を受けて、立っていられるものが、どこに居る!?」

「ここに居るだろう？」

　俺は一歩を踏み出した。

「……、……」

　筆頭教師は腰が抜けたように地面に座り込む。すでに威厳はない。

「さて、アグリーメントよ。勇者の誇りから程遠い数々の愚行、見逃すことはできん。少しは勇者コースの生徒を見習え」

　その時、アグリーメントの瞳が暗く光った。

「勇者の誇りだと……？　ふざけるな！　勇者などこの世には不要、勇者コースなど早々に潰れるべきだ！　私は……私は正しいのだあああああああああああッ！」

（いけません！）

　レイの真ま面じ目めな声音は、緊急事態の証あかし。

　アグリーメントは勇者コースの面々──アトリア・トライアングラムに向けて両手を差し出した。

「勇者に憧れるクズは、皆死んでしまええええええええッ！」

　よだれを垂らしながら叫ぶアグリーメントの手から一筋の光が射出される。それは先ほどまで無数に詠唱していた魔法の残ざん滓し。蓄積されていた魔法式の一つが、結果的に無詠唱となって顕現する。

〈フォトン・ロード〉。

　一番最初に披露された魔法は、一番最後に最悪な形で顕現した。

「え？」

　突如向けられた悪意に、勇者コースの誰もが反応できない。

　光魔法は到達速度が速いためアトリアが今から避けることはできない。そしてダメージを負っているアトリアがその一撃に耐えられるわけもない。

「愚か者め！」

　俺は瞬時に無詠唱で術式を組むと、すぐさま発動させた。

「天術〈クラウド・ライド〉ッ！」

　それは対象と自分の場所を入れ替える術である。大して使い道のない術だと思っていたが、役に立つこともあるものだ。

「きゃっ」

　結果、アトリアは俺が立っていた場所に転送され尻餅をついた。間一髪、最悪の事態は免れた。

　俺はといえば、胸でフォトン・ロードを受けきった後、一足飛びに円台に戻り、アトリアの前に立った。これ以上、相手に好き勝手されるわけにはいかない。

「立てるか、アトリア」

「は、はい、大丈夫です！」

「では、そこで見ているがいい。勇者の誇りを失ったものへの教育的指導をな」

　俺はもはや正常ではない目つきのアグリーメントに制裁を下すため、レイに指示を出した。

（ドレイン停止！　アグリーメントに加担していたと思われる者を全て捕捉しろ！）

（かしこまりました──終了。いつでもいけます、グウェイン様！）

　そうして紡がれる言葉はもはやこの世の誰もが知らぬ秘術への道である。一が十となり、いつしか千の意味となってしまった太古に失われた術を、今、現世へと再臨させる。

「天知る地知る我知る人知る万物の祖の全知をもって一を成す──」

　辺りに強い風が吹き始める。呼吸を重ねるたびに風の威力は倍化していき、いつしか会場内を暴風が支配しはじめた。

　風は全てを巻き上げて、観客席からの視認性を著しく下げる。

『なんも見えねえぞ！』

『何が起きてるんだ!?』

『ちょ、ちょっとスカートがめくれちゃう！（おっさんボイス）』

　アグリーメントが自身を捕捉する風を前にして、全ての感情を捨てたかのようなうつろな表情となった。

「なんなのだ、これは……はははは、ははははは……意味がわからん、なぜこうなったのだ……？」

　呆ほうけたアグリーメントが天を仰いで、目を瞑つぶった。

「今さら神に祈っても遅いぞ」

　背中が熱い。そこに刻まれた紋章が光り輝いているからだ。

　この紋章は俺の魔力を何千倍にも膨らませるための秘術であり、長寿の源でもあり、俺が魔王であることの証明でもある。

　背に隠れているアトリアが息を吞のんだのが分かった。それは決して、超巨大な術が展開されていることによるものではない。

　アトリアの言葉がぽとりぽとりと落ちてきた。

「この紋章……、勇者アルサの伝説……、まさか……」

　その声は風にさらわれずに、しっかりと俺の耳に届いた。




「魔王グウェイン……まさか、噓うそじゃ……なかったの……？」




　俺は背中の熱を全放出するかのように叫んだ。

「超広域天術──〈アストラル・エア〉！」

　万物を生み出した古いにしえの大風が、アグリーメントやそれに加担した悪あしき者たちをのきなみ攫さらって行く。

『な、なんだこれはああああああああああああ』

『うわあああああああああああああああ!?』

『ははは、はははは……』

　総勢数十名の関係者が、暴風に攫われて消えていく。

（グウェイン様、まさか海を渡ってオーリアス大陸まで飛ばしていませんよね？）

（心配するな。とりあえずはアスタリスク島の端に飛ばしておいた。数日で帰ってこれるだろう）

（さすが慈悲深い魔王様）

　空へ消えていく愚者に向かって、俺は餞せん別べつの言葉を贈った。

「少しは勇者らしく旅をして、強くなって帰ってこい！」

　そうして全ての悪事は風と共に、空の彼方かなたへと消えていったのだった。




　周囲から風が消えると、日常は唐突に戻ってきた。

　極力、神経を遣い、レイの力も借りたおかげで、円形闘技場内に大規模な破損は見られない。

　観客たちは全て、何が起きたか分かっていないだろう。

　近くのセルフィたちは地べたに這はいつくばっていたが、風が止やむと頭を上げて事態を把握しようと努めていた。

　俺は腕を下げた。同時に背中の紋章は熱を失い、そのまま消えた。

（色々とあったが、これでひとまずは終わりか）

（まだまだこれからではないでしょうか？）

　レイの思わせぶりな言葉に反応する前に、アトリアが俺の前に立った。

「先生……」

「無事だったか、アトリア」

「はい……あ、あの、先生って本当に──」

　アトリアの言葉が終わる前に、セルフィの声がかぶさった。

「シグルド先生！　大丈夫でしたか!?」

　俺は手をあげて答えたあと、アトリアに尋ねた。

「で、なんだ？」

　アトリアは小さく口を開いたが、そのまま止まった。

　それから口元をほころばせると、わずかに首を振った。

「いえ、なんでもありません──シグルド先生」




　暴風が止んだ瞬間、観客席は困惑と静寂に包まれた。

　円台にたたずむのは俺とアトリアだけ。先ほどまで居たはずのハニバルが消えた事実は早々に受け入れられず、観客たちは戸惑いを隠せずにいた。

　だが、いつの間にか拡声アイテムを手にしたリルが円台に飛び乗ると、『試合終了！　エキシビションマッチ、勝者はシグルドじゃっ！　勇者コースはやり遂げたのじゃあ！』と審判の真ま似ね事ごとをした。いつもよりどこか熱がこもっている気がした。

　すると観客も各々が反応を見せ始めた。

『おお……？　まさか、本当に……？』

『てことは、シグルドの十分経過後の勝ち……？　お、大穴だああああああ！』

『冒険者コースが負けただと……？』

　事実がじわじわと観客に伝でん播ぱしていくと、どこからともなく拍手が生まれ、いつしか会場内の全ての共通認識となった。

　リルはそれを確認した後、『よって対抗試合も、アトリアの勝ちとする！』と宣言。

『うおおおおおおお！　こちらも大穴だああああああ！』

『よくやったぞ、ねーちゃん！』

『ママ、私も将来勇者になりたい！』

　更なる同意が生まれ、会場内は拍手に支配された。

　近くまでやってきたタマモは、「先生様！　優勝台です！」と言って四つん這いになった。

　ハルはまるでニアのように軽快な所作でやってくると、「センセ……、かっこよかった……！」と控えめに笑った。

　満場一致の結果を目の当たりにしたアトリアは、先ほどまでとは異なる涙を浮かべて、四方の観客たちに大きなお辞儀を繰り返していた。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」というアトリアの本心は、拍手が鳴りやむその時まで、しばらく続いたのだった。







[image: エピローグ]




　勇者学校内対抗戦から一週間が経たっていた。




　あれから勇者学校はとりあえずの平穏を保っている。勇者コースの力量は相変わらずだが退学者はおらず、それどころか結束感が増したようにも思う。

　島の端まで吹き飛ばした首謀者と仲間たちは無事に救出されたが、ハニバル・アグリーメントは再起不能となり筆頭教師を退任することになった。冒険者コース一同は俺のことを目の敵にしているようだ。とはいえ得体のしれない奴やつという程度の認識のため、教師を続けるにあたって問題はない。

　なお不正事件についてはオーナーであるレイから校長のカキモチに伝達され是正される見込みだというが、カキモチの性格を考えるにこれからも何かが起きることは間違いがないだろう。

　経過といえばそれぐらいで、後は以前となんら変わらない日々である。つまり俺は今日も生徒三人の教師をしているということだ。

　今日は再び地下迷宮での実習となる。相も変わらずゆるふわな地下迷宮入り口で、俺の到着を今か今かと待つ三人組を遠くに見ながら道を行く。

　俺の姿を見つけたタマモが「先生様です！」と声を張り上げた。

　ハルが小さく手を振ると、それにつられたのか、アトリアも手を振りながら呼び掛けてきた。

「先生っ！　早くきてくださいっ！　ログインポイントで新しいアイテムを貰もらうんですからっ！」

「……やれやれ。どこまでも気の抜けた奴らだな」

　俺の独白にレイが反応した。

（ですがグウェイン様、それが──）

（ゆるふわというものなのだろう？）

　レイはくすっと笑ったようだ。

（ええ、その通りです──ではグウェイン様、本日もよき教師ライフを）

（うむ）

　俺は生徒の元に一足飛びでたどり着くと、かつては初代勇者に向けて開いた手のひらを、生徒三人に対して向けた。

「待たせたな、勇者たち──それでは授業を始めるぞ！」

　我が名はグウェイン。

　中央世界の魔王であり、初代勇者の宿敵であり、そして今は──勇者学校の教師をしている。
















　　　あとがき




　全てに先んじて、この本を手に取りお読みいただいた貴方あなたに感謝いたします。




　皆さま、こんにちは、著者の斎さい藤とうニコです。

　どのようなタイプの人間であるかは著者紹介をご確認ください。とても参考にならないはずです。すみません。今日も元気に生きています。

　さて、本作は〈最強の魔王が弱体化してしまった勇者を教育する〉といった流れの作品となります。ありがちな設定に見えますが、新鮮に見えるように工夫をしてみました。どこをどう工夫しているのかは、ぜひ楽しく読みながら見つけてみてくださいね。そして見つけられたら私に教えてくださいね、むしろ教えてくださいね、どこなんでしょう、工夫。

　ちなみに斎藤ニコといえばコメディ作家という認識だと思われますが、驚くなかれ、今回の作品はなんと……コメディです！　※つまり認識に違いはありません。

　前作『顔が可愛かわいければそれで勝ちっ!!』は〈コメディ八割、青春二割〉の配分で執筆をしましたが、今作『世界最強の魔王、勇者の教師になる』は〈コメディ五割、ファンタジー五割〉といった感覚で執筆しましたところ、〈ゆるふわ五割、モフモフ一割、魔王と勇者四割〉といったところに落ち着きました。あとがきからお読みになる方は、意味が分からないかと思いますので、ぜひ本文をお読みになって答え合わせをしてみてください。

　それでは謝辞です。

　担当のオー様。いつもありがとうございます。朝四時にメールをくださるその熱意。編集の鑑かがみです。でも寝てください、ご体調が心配です。

　イラストの桜さくら木ぎ蓮れん様。グウェインを見た時、「え、かっこいい……こんなカッコよかったのか、グウェイン先生」と感動しました。今後もカッコいい魔王を補給させていただきたいです。また、レイに関してはグウェインへのぞっこんぶり＆側近ぶりが表情に出ており素晴らしいです。本当にレイはグウェインがいないとダメなやつですね、困ったものです。

　また、校正や装丁に関わった皆さまにも心からの感謝を。そして一行目の感謝を重ねて、皆様へ。

　それでは今回はこのあたりで。また、次回のあとがきでお会いしましょう。


斎藤 ニコ　






「レイ。作者曰いわく、お前は感情が顔に出やすいらしいぞ？」

「グウェイン様、作品とは作者の心の鏡でもあるのです。つまりこの作者ほど顔に出る奴やつは居ないのです。ほら、今だってこっちを見て顔を真っ赤にしていますよ！」



















世せ界かい最さい強きようの魔ま王おう、勇ゆう者しやの教きよう師しになる




勇ゆう者しやが弱よわすぎて物もの足たりなかったので自じ分ぶんで育そだてることにした








斎さい藤とう ニコ
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